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まえがき

本書は，Tru64 UNIXオペレーティング・システムが稼働しているシステム
で，日本語 Advanced Printing Softwareを構成して管理するために実行する
タスクについて説明しています。

対象読者

本書は，システム管理者またはプリント・システムのオペレータを対象とし
ています。システム管理者は，このオペレーティング・システムの概念およ
びコマンド，さらに，対象となるシステムのハードウェアおよびソフトウェ
アの構成について理解している必要があります。

関連ソフトウェア

日本語 Advanced Printing Software は，Xerox 社の開発/販売による
PrintXchange の技術を利用しています。

本書の構成

本書の構成は次のとおりです。

第 1 章 プリント・システムの概要を示します。プリント・シス
テムの特長および機能について説明し，プリント・システ
ムを構成しているコンポーネントについて説明します。

第 2 章 プリント・システムのインストールを計画する前に検討
する必要のある項目について説明し，プリント・システ
ムを構成するために必要なタスクをリストします。

第 3 章 プリント・システムのネーム・サービスを構成し，
管理する方法について説明します。

第 4 章 プリント・システムのセキュリティ機能，およびセキュ
リティを設定し，構成する方法について説明します。

第 5 章 スプーラおよびスーパバイザを作成し，管理す
る方法について説明します。

第 6 章 キュー，論理プリンタ，および物理プリンタを作成
し，管理する方法について説明します。

まえがき xiii



第 7 章 プリント・ジョブを実行し，管理する方法
について説明します。

第 8 章 データ・フィルタリングについて説明します。

第 9 章 プリント・システムのイベント通知機能に
ついて説明します。

第 10 章 LPD インバウンド・ゲートウェイを構成し，管
理する方法について説明します。

第 11 章 LPD アウトバウンド・ゲートウェイを構成し，管
理する方法について説明します。

第 12 章 プリント・システムで発生する可能性のある一般
的な問題について説明します。

付録 A 設定可能なオブジェクト属性について簡単に説明します。

付録 B サポートされているプリンタに関するプリンタ・
データ・シートが記載されています。

付録 C ネーム・サービスで使用される ONC バインディン
グ・エントリの形式について説明します。

付録 D 日本語ファイルを出力するための方法と，サ
ポートされる日本語プリンタで指定できるオプ
ションについて説明します。

用語集 本書で使用される用語，頭字語，および略語
について説明します。

関連資料

プリント・システムのユーザおよび管理者をサポートするために，次のド
キュメント，リファレンス・ページ，およびオンライン・ヘルプ・ボリュー
ムを利用できます。

日本語 Advanced
Printing Softwareイン
ストレーション・ガイド

このプリント・システムのサブセットをインス
トールする方法について説明します。

Advanced Printing
Softwareコマンド・リ
ファレンス・ガイド

ユーザおよび管理者が利用できるすべてのコマンド
行インタフェースについて説明します。
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Advanced Printing
Software ユーザ・
ガイド

プリント・ジョブを実行する方法について説明します。

GUIヘルプ・ファイル ヘルプ・ボリュームは， pdprintadmin，pdprint，
および pdprintinfo GUI クライアント・プログ
ラムからアクセスできます。

本書で使用する表記法

本書では，次の表記法を使用しています。
%

$ パーセント記号は，Cシェルのシステム・プロンプ
トを表します。ドル記号は， Bourneシェル，Korn
シェル，および POSIXシェルの場合のシステム・プ
ロンプトを表します。

% cat 対話式の例における太字(ボールド体)は，ユーザが入
力する文字を示します。

file イタリック体 (斜体)は，変数値，プレースホルダ，
および関数の引数名を示します。

[ | ]

{ | } 構文定義では，大カッコはオプションの項目を示
し，中カッコは必須項目を示します。大カッコまた
は中カッコの中の項目を縦線で区切っている場合
は， そこに併記されている項目の中から１つの項
目を選択することを示します。

cat(1) リファレンス・ページの参照には，該当するセク
ション番号をカッコ内に示します。 たとえば，
cat(1) は，cat コマンドについての情報が， リ
ファレンス・ページのセクション１に記載されて
いることを示します。
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1
Advanced Printing Softwareの概要

Advanced Printing Softwareは，UNIXオペレーティング・システムのため
の，柔軟な分散型のクライアント・サーバ型プリント・システムです。この
プリント・システムの特長は，次のとおりです。

• 相互に動作して印刷に関連する機能を管理し実行する，クライアント・
プログラムおよびサーバ・プログラムのセットから構成されます。

• 管理者およびオペレータには，ネットワーク環境における印刷作業を管
理するためのツールのセットが提供されます。

• エンド・ユーザには，ドキュメントを印刷し，それらのプリント・ジョ
ブを監視するユーティリティ・プログラムが提供されます。

このプリント・システムは，印刷に関する次の業界標準に準拠しています。

• ISO/IEC 10175 - Document Printing Application (DPA)

• POSIX 1387.4 - System Administration -- Part 4: Printing Interfaces

DPA標準では，抽象的なプリント・オブジェクト，それらの状態，構文，プ
ロトコル，および総合的な標準属性のセットが定義されています。POSIXド
キュメントでは，プリントおよびプリント・システムの管理に関連するコマ
ンド操作，および引数のセットが指定されています。

1.1 概念および用語

Advanced Printing Software の概念を理解すると，システムの管理を簡略
化するのに役立ちます。この節では，本書で使用される用語を定義し，説
明します。

1.1.1 クライアントおよびサーバ

Advanced Printing Software では，クライアント・サーバ型プリント・
アーキテクチャが採用されています。クライアントおよびサーバは，プロ
セス間通信メカニズムを使用して情報を交換します。クライアントはサー
バに要求を送信し，サーバは応答をクライアントに戻します。このプリン
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ト・システム・ソフトウェアには，プリント・システムとのインタフェー
スをとるいくつかのクライアント・プログラムが含まれ，また，クライア
ント・ユーティリティによって要求された操作を実行するサーバ・プログ
ラムが提供されています。

1.1.1.1 クライアント・プログラム

クライアント・プログラムを使用すると，ユーザはプリント，リスト，および
システム管理操作を開始することができます。要求を受信すると，サーバはそ
の操作を実行して，結果をクライアントに送り返します。要求によって，結
果は，単純な肯定応答，エラー・コード，またはプリント・ジョブのフォー
マットされたリストなどのような，要求された情報のセットになります。

サポートされているクライアント・プログラムは，次のとおりです。

• コマンド行インタフェース (CLI)ユーティリティ—サーバ・プロセス
によってサポートされている操作を実行するコマンドのセットを提
供します。

• グラフィカル・ユーザ・インタフェース (GUI)ユーティリティ—サー
バ・プロセスによってサポートされている操作を実行するグラフィカ
ル・インタフェースを提供します。

• LPDインバウンド・ゲートウェイ・デーモン— lpプリント・システム
および lpr プリント・システムからプリント・ジョブを受け付けて，
Advanced Printing Softwareサーバにこれらのジョブを送信します。

1.1.1.2 サーバ・プログラム

サーバ・プロセスには 2 種類あります。

• スプーラ—プリンタ・ジョブを収集して，それらをプリント・キューに
関連付け，スケジューリングして印刷します。

• スーパバイザ— スプーラ・キューからジョブを受け取り，ジョブの
必要条件およびプリンタの機能に従って印刷します。スーパバイザ
は，プリンタと通信して，プリンタ状態をスプーラおよびクライア
ントに通知します。

どの構成にも，少なくとも 1つのスプーラおよび 1つのスーパバイザが含ま
れます。それぞれのスプーラおよびスーパバイザは，プリント・オブジェク
トのデータベースを管理します。物理プリンタを除く，プリント・システム
中のすべてのオブジェクトは，1つのスプーラ・データベース内に作成さ
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れて，保存されます。物理プリンタのオブジェクトは，1つのスーパバイ
ザ・データベースに保存されます。

スプーラはシステム中の 1次サーバとして認識されます。スーパバイザは
エンド・ユーザにはほとんど認識されません。

1.1.2 オブジェクトおよび属性

このプリント・システムのアーキテクチャは，指定されたオブジェクトおよ
びオブジェクト属性によって表現されます。オブジェクトには，プリンタ，
キュー，プリント・ジョブなどがあります。1つのオブジェクトの属性は，
そのオブジェクトを表現します。属性には，プリンタ名，ドキュメント・
フォーマット，ジョブ識別子などがあります。

プリント・システムで定義されているオブジェクトは，次のとおりです。

• server (サーバ)

• printer (プリンタ)

• queue (キュー)

• job (ジョブ)

• document (ドキュメント)

• initial-value-job (初期値ジョブ)

• initial-value-document (初期値ドキュメント)

オブジェクトを作成すると，システムによって，一部の属性に値が割り当て
られます。これらの属性の多くは読み取り専用属性であるため，これらの値
を設定することはできません。その他の属性については，管理者や他のプリ
ント・システムのユーザが定義したり，変更したりすることができます。こ
のような属性は，読み取り/書き込み属性と呼ばれます。

このプリント・システムは，多数の属性をサポートしていますが，これらす
べてについて知る必要はありません。ただし，頻繁に目にする特定の属性に
ついては，時間をかけて知る価値があります。

属性には，1語またはハイフンで区切られた複数の語からなる標準名
があります。一般的なプリンタ属性の例としては，printer-name，
associated-queue，enabled，input-trays-ready，および
sides-supported があります。同様に，ジョブ属性の例としては，
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job-name，job-id，および job-state-messageがあります。ドキュメ
ント・オブジェクトは， document-format，sides，および number-up

のような属性で表現できます。

1.1.3 操作

操作とは，オブジェクトに対して実行するアクションです。たとえば，ユー
ザはドキュメントを印刷したり，状態情報をリストしたり，ジョブを削除
したり，プリンタを使用可能または使用不可能にしたり，サーバ属性を
設定したりします。

サポートされている操作は，次のとおりです。

• 作成 (create)

• 削除 (delete)

• クリーン処理 (clean)

• 使用可能化 (enable)

• 使用不能化 (disable)

• 一時停止 (pause)

• 再開 (resume)

• 設定 (set)

• オブジェクト属性のリスト (list object attributes)

• サーバのシャットダウン (shutdown servers)

• ドキュメントの印刷 (print documents)

• ジョブの削除 (remove job)

• ジョブの再実行 (resubmit job)

• ジョブ・キューのリスト (list job queue)

• ジョブの変更 (modify job)

• ジョブの昇格 (promote job)

エンド・ユーザが使用することを想定している操作もありますが，管理目
的に限って使用することを想定している操作もあります。ほとんどの操作
は，特定のオブジェクトにだけ適用されますが，すべてのオブジェクトに適
用される操作もあります。たとえば，管理者は「作成」操作を使用して，
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新しいプリンタ，キュー，およびオブジェクトの初期値を設定することが
できます。ユーザは，「印刷」操作を使用してジョブやドキュメントを作
成します。同様に，管理者はプリンタ属性を設定しますが，ユーザはジョ
ブを変更できます。

1.1.4 論理プリンタ，物理プリンタ，およびキュー

このプリント・システムでは，論理プリンタおよび物理プリンタという 2種
類のプリンタ・オブジェクトが定義されています。これらはともに，プリン
ト・デバイスのソフトウェア的表現を意味します。論理プリンタ・オブジェ
クトには，1つまたは複数の物理プリンタの特性および機能が含まれていま
す。ユーザがジョブを印刷するときに論理プリンタを指定すると，その論理
プリンタは，そのジョブおよびドキュメントの印刷を行うために必要な条
件を満たす物理プリンタにジョブを送信します。物理プリンタは，実際の
出力デバイスのソフトウェア的表現です。物理プリンタ・オブジェクトに
は，そのプリンタの製造元とモデル，接続の詳細，およびすぐに使用できる
機能のリストが含まれています。

論理プリンタと物理プリンタは，キューによって結合されています。論理プ
リンタと物理プリンタをキューで関連付けることによって，ユーザが印刷の
ために指定するプリンタと，出力デバイスの特性によって定義された物理プ
リンタの間に関係が確立されます。

論理プリンタと物理プリンタを区別することにより，ユーザは，アドレスや
モデル番号によってではなく，機能によってプリンタを指定することができ
ます。このようにすると，ユーザのデスクトップでのプリンタ設定をほとん
ど，またはまったく更新することなく，プリンタのハードウェア構成を拡張
することができます。論理プリンタは，エンド・ユーザに対して，一定の，
サイト固有の，省略時の属性値を持つ物理プリンタを提供するために使用さ
れます。さらに，論理プリンタを使用すると，ファン・イン・キューおよび
ファン・アウト・キューを設定して，複数の類似の論理プリンタがジョブを
1つのキューに送信したり，1つのキューが 2つ以上の出力デバイスに対し
てジョブを実行したりすることも可能になります。

1.1.5 ジョブおよびドキュメント

ドキュメントとは，ユーザが印刷するファイルのことです。ドキュメントに
よっては，アプリケーションまたはプリンタ・ドライバによって，PCL ま
たは PostScriptのようなプリンタ言語にフォーマットされます。ドキュメ
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ントは，ほとんど，またはまったくフォーマット情報を持たない，シンプ
ル・テキスト・ファイルにすることもできます。

1つまたは複数のドキュメントを印刷するという要求によって，システムに
ジョブが作成されます。プリント・システムはこのジョブおよびそのドキュ
メントに，追跡と管理のために使用する固有の識別子を割り当てます。さら
に，このジョブに名前を付けて，プリント・キューの末尾に挿入します。

1.1.6 初期値オブジェクト

システムでは，ジョブおよびドキュメントに対する属性の初期セットを提供
する，次の 2つのオブジェクトがサポートされています。

• initial-value-job

• initial-value-document

initial-value-jobオブジェクトは，ジョブをシステムに対して実行する
ときに適用される，ジョブ属性のセットです。1つのスプーラ上にある 1
つまたは複数の論理プリンタを initial-value-jobオブジェクトに関連付け
ることにより，これらのプリンタに対して実行されるすべてのジョブが，
ジョブ属性の初期セットをとるようにすることができます。ユーザは，
initial-value-jobオブジェクトをプリント・ジョブの実行の一部として
指定することにより，ジョブがその属性をとるようにすることができます。

initial-value-document オブジェクトは，initial-value-job オブ
ジェクトと似ていますが，含まれるのはドキュメント属性だけであり，ジョ
ブを構成する個々のドキュメントに適用できるという点が異なっています。

初期値オブジェクトを使用すると，ユーザは，よく使用するジョブおよび
ドキュメント属性のセットを，容易にプリント・ジョブに適用することが
できます。初期値オブジェクトは，必要に応じていくつでも作成すること
ができ，また，その中に含まれる属性および値は，簡単に追加，削除，
および変更することができます。

1.1.7 supported 属性および ready 属性

特定のオブジェクトまたは機能がサポート対象および使用可能になって
いる場合を宣言する，いくつかの属性があります。このような属性は，
xxx-supported属性および xxx-ready属性と呼ばれます。これらの属性のほ
とんどはプリンタに適用され，管理者およびオペレータによって設定されま
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す。これらの属性のごく一部はサーバに適用されますが，そのような属性は
サーバによって設定され，読み取り専用です。

スプーラは，ジョブの必要条件および使用可能なプリント機能に基づいて，
プリント・ジョブをスケジューリングします。多くのプリント機能は，ユー
ザがそれらを利用できるようにするためには，その前に，サポート対象およ
び使用可能な属性として宣言する必要があります。管理者およびオペレー
タは，特定の xxx-supported属性および xxx-ready属性を設定して，ユー
ザが出力デバイスまたはプリント・ソフトウェアの機能を使用できるよう
にする必要があります。たとえば，物理プリンタの sides-supported属性
および sides-ready属性を設定して，ユーザがドキュメントを両面印刷で
きるようにする必要があります。

物理プリンタ，論理プリンタ，スプーラ，およびスーパバイザは，supported
属性および ready 属性を，次のように処理します。

• 物理プリンタに xxx-supported 属性および xxx-ready 属性の両方が
ある場合。

ジョブで input-tray=top が指定されている場合は，物理プリンタ属性
input-trays-supportedおよび input-trays-readyの両方に，値の 1つと
して ’top’が含まれていなければなりません。

この機能を指定するジョブを受け付けるためには，この機能が supported
かつ ready になっていなければなりません。この機能が supportedで
あっても readyでない場合には，この機能が readyになるまで，ジョブ
がスケジューリングされません。一部の xxx-supported属性には，対応
する xxx-ready属性がない場合があります。

• 論理プリンタに xxx-supported属性だけがある場合。

機能が readyであるかどうかは，物理プリンタによってのみ決まりま
す。要求されている機能が supportedである場合に，ジョブを論理プリ
ンタに対して実行することができます。

• スプーラに，たとえば論理プリンタやキューといった，スプーラのデー
タベースで定義されているオブジェクトおよび機能を列挙するいくつか
の xxx-supported属性および xxx-ready属性がある場合。

• スーパバイザに，スーパバイザおよびそのデータベース上で定義されて
いるオブジェクトおよび機能を列挙する，いくつかの xxx-supported属
性および xxx-ready属性がある場合。
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設定する必要のある supported属性および ready属性についての詳しい説明
は，第 5 章を参照してください。

1.1.8 ネーム・スペースおよびネーム・サービス

プリント・システムでは，サーバ，プリンタ，およびキューは，名前で識別
されます。ネーム・サービスを使用することによって，分散型のクライアン
トおよびサーバが，オブジェクトのネットワーク・アドレスをその名前から
探し出すことができます。クライアントおよびサーバは，要求を処理すると
きに，ネーム・サービスを使用してお互いを探し出します。

1.1.9 サーバ・データベース

サーバは，プリンタ，キュー，およびジョブなどのオブジェクトを，永続的
な，ディスク上のデータベースで保守します。このため，管理者は，システ
ムがリブートされた場合でも，変更されるまでシステム上に存在するこれら
のオブジェクトの属性を定義することができます。ユーザのニーズに合わせ
て，プリンタ，キュー，初期値オブジェクトを作成します。ジョブ・オブジェ
クトおよびドキュメント・オブジェクトは，プリント・クライアントがジョ
ブを実行すると作成されます。これらのオブジェクトは，物理プリンタ・オ
ブジェクトを除いてすべて，スプーラのデータベースに保存されます。物理
プリンタ・オブジェクトは，スーパバイザ・データベースに保存されます。

ここで説明したオブジェクトの他にも，それぞれのサーバ・データベースに
は，サーバ名，スーパバイザなのかスプーラなのか，プリンタの名前とサ
ポートするキューなど，そのサーバについて記述する属性を保存するために
使用されるサーバ・オブジェクトが含まれています。

1.1.10 ユーザ・タイプおよびアクセス制御

プリント・システム・ソフトウェアを管理するユーザを制限するために，
プリント・システムでは，明確なユーザのクラスおよびそれぞれのクラス
が実行できる操作を定義します。

管理操作は，システム管理者によって実行されるものと，プリンタ・オペ
レータによって実行されるものに分類されます。エンド・ユーザ操作では，
ファイル (ドキュメント)を印刷することや，プリント・ジョブがシステムで
処理される途中経過を監視することができます。

• 管理者は，すべての操作を実行できます。
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• オペレータが実行できる操作は，プリンタを使用可能または使用不能
にしたり，supported属性および ready属性を設定したりするなど，
特定の管理操作に限られます。

• エンド・ユーザは，特権が最も少ないユーザであり，実行できる操作
は，プリント・ジョブの実行の他，プリント・ジョブおよびプリンタ状
態の表示に限られます。

アクセス制御リストを使用して，スプーラおよびスーパバイザへのアクセス
を制限します。管理者は，どのユーザが，どの種類の操作を実行するかを
サーバごとに指定する，アクセス制御リストを定義します。

1.1.11 通知およびイベント

通知プロファイルを定義することによって，プリント環境がどのように機能
しているかについて，常に情報を得ることができます。システム内のサー
バ，プリンタ，キュー，ジョブ，およびドキュメント・オブジェクトには，
それぞれ関連付けられたさまざまなイベントがあります。たとえば，プリン
タの状態が変わると通知されるイベント，ジョブが完了すると通知される
イベント，サーバがシャットダウンされると通知されるイベントなどがあ
ります。個々のイベントを指定する他に，通知プロファイルによっても，
特定のイベントが発生したときの通知方法を指定することができます。イ
ベントの通知方法としては，電子メール，または X/Motif コンソールの
どちらかを選ぶことができます。

1.2 コンポーネント

この節では，1次プリント・システム・ソフトウェアのコンポーネントに
ついて詳しく説明します。対象となるのは，クライアント・ユーティリ
ティ，サーバ・プログラム，デーモン，データベース，およびプリンタ
属性ファイルです。

1.2.1 クライアント・プログラム

プリント・システム・ソフトウェアには，システムに対するコマンド行イン
タフェース (CLI)，および 3つのグラフィカル・ユーザ・インタフェース
(GUI) ・プログラムが含まれています。
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1.2.1.1 エンド・ユーザ・プログラム

CLIを使用すると，エンド・ユーザがアクセスできるすべての印刷，リス
ト，およびジョブ削除のプログラムにアクセスできます。CLIに加えて，
エンド・ユーザは pdprintおよび pdprintinfoという GUI プログラム
を使用して，これらの機能を実行することもできます。インストレーショ
ン・プロシージャでは，pdprintプログラムおよび pdprintinfo プロ
グラムが CDEデスクトップに統合されるため，これらが省略時の印刷お
よび印刷情報の動作となります。

1.2.1.2 管理プログラム

すべてのシステム機能について，プリント・システムの管理者が CLI
を使用してアクセスできるようになっており，同等の機能の多数が，
pdprintadmin GUIを使用して実行できるようになっています。

1.2.2 サーバ・プログラム

プリント・システム・ソフトウェアには，プリント・システム機能の大部分
を提供する，次のような 3つの 1次サーバ・プログラムが含まれています。

• スプーラ (pdsplr)

• スーパバイザ (pdspvr)

• LPDアウトバウンド・ゲートウェイ・スーパバイザ (pdspvlpr)

これらのサーバ・プログラムは，マルチスレッド・アプリケーションであり，
多数のプリンタ，ジョブ，および要求を同時に処理することができます。中
小規模のインストレーションでは，1つのスプーラ・プロセスと 1つのスー
パバイザ・プロセスだけが必要となります。大規模なインストレーション (プ
リンタが 50台を超える)の場合には，2つ以上のスーパバイザ・プロセスを
実行する必要があります。プリント・システムから既存の lpr/lpdシステムま
たはプリンタに対して，印刷操作をサポートする必要がある場合には，LPD
アウトバウンド・ゲートウェイ・スーパバイザを構成する必要があります。

1.2.2.1 スプーラ

スプーラ pdsplrは，このプリント・システムの中心となるコンポーネントで
す。pdsplrは，次のような機能を実行します。

• キューにプリント・ジョブを収集する
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• 初期値属性をジョブおよびドキュメントに適用する

• ジョブの必要条件およびプリンタの機能に基づいて，プリント・ジョブ
を印刷のためにスケジューリングする

• プリンタで印刷の準備が完了すると，ジョブをスーパバイザに転送する

• クライアントに対して利用可能状態にする

• 重大なイベントが発生した場合に，ユーザおよび管理者に通知する

クライアントは，要求を作成し，プリント・ジョブを指定されたプリンタ
に対して実行します。スプーラは，このジョブをプリンタに関連付けられ
たキューに入れ，initial-value-job 属性および initial-value-document属性
を，このジョブおよびそのドキュメントそれぞれに適用します。スプーラ
はこのジョブのドキュメント・ファイルをスプール・ディレクトリに保存
し，スプール・ディレクトリでは，スーパバイザによってアクセスされる
か，またはスーパバイザに引き渡されます。関連付けられた物理プリンタで
ジョブを受け付ける準備が完了すると，スプーラはジョブを印刷のために
このスーパバイザに転送します。

1.2.2.2 スーパバイザ

スーパバイザ pdspvrは，直接またはネットワーク接続を経由してホストに
接続されている出力デバイスを制御し，これらと通信します。pdspvrは，
ドキュメント・データを出力デバイスに送信し，printing (印刷中) 状態に
ある間のジョブの進捗状況に関する状態情報を返して，報告する役割を
果たします。さらに pdspvrは，デバイスが通信に応答しない場合にも，
これを報告することができます。

スーパバイザ・プロセスは，最大で 50のさまざまな種類と接続方式の出力デ
バイスを制御し，これらと通信することができます。プリンタ，ネイティブ
言語，および通信機能に応じて，スーパバイザは双方向通信，柔軟なデバ
イス制御，複数のプリンタ言語，ドキュメントのデータ・ストリームを翻
訳または変更できるフィルタ，およびオプションのフォーマットされたセ
パレータ・ページを提供します。

1.2.2.3 LPD アウトバウンド・ゲートウェイ・スーパバイザ

LPDアウトバウンド・ゲートウェイ・スーパバイザ pdspvlprを使用する
と，ユーザは，プリント・ジョブを既存の lp/lprプリンタに送信したり，使
用している環境にあるプリント・システムに送信したりすることができま
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す。ジョブを LPDキューに登録したり，まだプリントしていないジョブを
キューから削除したりできます。

1.2.3 サーバ・デーモン

Advanced Printing Software には，クライアント・ユーティリティおよび
サーバ・プログラムの代わりに動作する，次のデーモン・プログラムが含
まれています。

• プロトサーバ (rpc.pts)

• 通知サーバ (pdntfs)

• コンソール通知デーモン (pdconntf)

プロトサーバ・デーモンは，ホスト上で動作しているスプーラおよびスーパバ
イザのために，サーバ登録および検索エージェントとしてサービスを提供しま
す。クライアントはまず，ホストのプロトサーバと通信して，操作で指定さ
れたサーバの RPCバインド情報を取得しなければなりません。プロトサーバ
は，固定登録プログラム番号を使用して自分自身をホスト上で登録します。

通知サーバは，スプーラおよびスーパバイザによって発行された通知メッ
セージを配信します。通知サーバは，重大なイベントが発生した場合に，電
子メールを送信したり，GUIメッセージ領域にメッセージを表示したりする
役割を果たします。コンソール通知デーモン pdconntfは，通知メッセージを
CDEシステム・コンソール・ウィンドウに表示させる場合に必要です。

これらのデーモンのうち，それぞれ 1つのコピーだけが，一度に 1つのホス
トで実行されます。プロトサーバ・デーモンおよび通知サーバ・デーモン
は，inetdプログラムの制御によって自動的に実行されます。

1.2.4 プリンタ属性ファイル

このプリント・システム・ソフトウェアは，さまざまなプリンタ・モデルを
サポートしています。このソフトウェア・パッケージには，サポートされて
いるプリンタ・モデルそれぞれについて，プリンタ属性ファイルが含まれ
ています。それぞれのファイルは，対応するプリンタ・モデルの機能を記
述し，オプションを指定せずに関連付ける属性のセットを指定します。プ
リンタ属性ファイルを使用すると，新しくサポートされるプリンタを，現
在のプリント・システムに容易にインストールできるようになります。こ
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れらのプリンタ属性ファイルには，対応するプリンタの製造元，およびモ
デルを容易に識別できる名前が付いています。

1.2.5 翻訳フィルタおよび変更フィルタ

スーパバイザは，ドキュメント・データ・ストリームを，出力デバイスに引
き渡している間，これを翻訳したり変更したりすることができます。管理者
は，1つまたは複数の翻訳フィルタを設定して，あるフォーマットのドキュ
メントを，ターゲット・プリンタと互換性を持つ別のフォーマットに自動的
に翻訳することができます。ドキュメントを印刷中に，ユーザは変更フィル
タを指定することもできます。そのようなフィルタを使用すると，行番号お
よびページ番号を追加したり，ドキュメントの不要な部分を削除したり，プ
リンタの必要条件に合わせてコード・セットを変更したりできます。

ほとんどの標準 UNIXユーティリティを始め，入力を stdinからとり，出力
を stdoutに送信するプログラムであれば，どのようなプログラムでも，翻
訳フィルタまたは変更フィルタとして構成することができます。また，独自
のフィルタ・プログラムを開発して，構成することもできます。

Advanced Primting Softwareには，テキスト・ドキュメントを PostScriptに
変更する翻訳フィルタ trn_asciipsが含まれています。このフィルタはさら
に，片面に 1つ，2つ，または 4つのページ・イメージが配置されるようにテ
キストをフォーマットすることもできる (number-up)ほか，横長または縦長
の方向で印刷することもできます (content-orientation)。ユーザがテキスト・
ファイルを PostScriptプリンタで印刷する必要がある場合には，スーパバイ
ザの filter-definition属性を設定してこの機能を使用する必要があります。
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2
インストレーションの計画

この章では，プリント・システムをインストールする際の計画について説
明します。

プリント・システムをインストールするには入念な計画が必要です。プリン
ト・システムを作成する前に次の質問項目を検討してください。

• サーバ・コンポーネントのホストとして働くのはどのコンピュータか ?

• クライアント・コンポーネントのホストとして働くのはどのコンピュー
タか ?

• ユーザ，オペレータ，管理者は誰にするのか ?

• どのネーム・サービスを使用するのか ?

• 論理プリンタをどのように物理プリンタにマップするのか ?

• ジョブとドキュメントでは，どのような省略時の値を必要とするのか ?

この章では，これらの質問に答えるための説明を行います。この章では概要だ
けを説明し，ソフトウェアをインストールするコマンドや，オブジェクトを
作成するコマンドの詳細については説明しません。オブジェクト作成の詳細
情報については，本書のこれ以降の章で説明し，ソフトウェアのインストー
ル手順については，『インストレーション・ガイド』を参照してください。

2.1 論理構成

プリント・システム・ソフトウェアのコンポーネントを設定するにはいくつ
もの方法があります。この節では，クライアント・コンポーネントおよび
サーバ・コンポーネントのインストール方法とインストール場所，インス
トールするサーバの数を決める方法や，全コンポーネントが効率的に通信し
合うことを確実にする方法について説明します。
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2.1.1 プリンタの構成

サーバ，プリンタ，キューは，システム内で高い柔軟性を持って構成できま
す。1つのホスト上ですべてのプリント・システム・コンポーネントを実行
することも，あるいはプリント・システム・コンポーネントを分散して，そ
れぞれの機能に合ったホスト上で実行することもできます。たとえば，サー
バ・ホスト上でサーバ・プロセスを実行し，ユーザ・ワークステーション上
でプリント・システム・クライアントを実行することもできます。

2.1.2 複数サーバ・ホスト

プリント・システムのスプーラとスーパバイザは，それぞれ異なるホスト上
に存在していても相互に通信することができます。たとえば，配線が楽に
なるよう，直接接続された複数台のプリンタの近くにあるホストでスーパ
バイザを実行し，一方，スプーラは，建物やサイト内の任意の場所にある
サーバ・ホスト上で実行することもできます。

プリント・システム・コンポーネントを実行する際に複数のホストを使用す
るときには，作成するオブジェクトの名前を，それらのオブジェクトを必要
とするすべてのホストに配信する必要があります。

2.1.3 サーバの制限事項

プリント・システムのスプーラとスーパバイザに対して，論理プリンタ，物理
プリンタ，キューを構成する際には，いくつかの制限事項が適用されます。

• あるキューに関連付けられているすべての論理プリンタは，そのキュー
と同じスプーラ上に存在する必要があります。

• あるスーパバイザ上のすべての物理プリンタに関連付けることができる
のは，1つのスプーラ上のキューと論理プリンタだけです。

2.1.4 論理プリンタから物理プリンタへの関連付け

プリンタをシステム内に構成するときには，論理プリンタと物理プリンタの
間で緊密な関連付けを確立するかどうかを選択できます。

2.1.5 緊密な関連付けと疎遠な関連付け

一部のユーザにとって，論理プリンタと物理プリンタの概念とその違いを理
解するのは難しいことかもしれません。あるいは，論理プリンタと物理プリ
ンタとの区別をする必要がないこともあります。そのような場合は，論理プ
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リンタ，物理プリンタ，キューの 3つを，1つのプリンタとして共同で動作
するように密接に結合させて作成します。つまり，すべての出力デバイスは
これらのオブジェクトそれぞれ 1つによって表されます。

2.1.6 疎遠な関連付け，ファン・イン・キューとファン・アウト・キュー

ユーザの混乱が最小限あるとしても，プリンタ構成の変更が可能なプリント
環境において柔軟性が必要となる場合には，論理プリンタと物理プリンタの
抽象化を活用してもよいでしょう。

たとえば，ある「プリンタ・ルーム」に，すべて同じ機能を持つ複数の類似
した出力デバイスがあるとします。いくつかの物理プリンタを 1つのキュー
に関連付けることは，「負荷分散」構成を実装することになり，ここで，
ユーザが 1つの論理プリンタに対してジョブを実行すれば，システムは印刷
のために次に利用可能なデバイスを選択します。このような構成は，ファ
ン・アウト・キューと呼ばれることもあり，ユーザから見える部分には何ら
影響を与えずに，個々のプリンタへのサービスを提供したり，追加のプリン
タを構成したり，余分なプリンタを取り除いたりできます。

これに対して，ファン・イン・キュー構成とは，複数の論理プリンタのジョ
ブが 1つのキューに入るものです。初期値オブジェクトを使用して，論理
プリンタを特定の省略時のジョブとドキュメントのオプションで設定する
こともできます。そのようなプリンタは，それぞれ独自のジョブ処理機能
を持つと考えられます。たとえば，ある論理プリンタはテキスト・ドキュ
メントを縦長モードで片面に 1ページを常に印刷するように設定し，別の
論理プリンタは行番号付きの横長モードで片面に 2ページのテキスト・ド
キュメントを印刷するように設定できます。これらそれぞれの論理プリンタ
を 1つのキューに関連付けると，システムはこれらの論理プリンタに対し
て実行されたドキュメントを，そのキューに関連付けられた 1つ以上の物
理プリンタに出力します。

ファン・イン・キューとファン・アウト・キューは，一緒に使用することで
高い柔軟性と便宜性を提供できます。

2.1.7 単一ホスト上での複数のスーパバイザの使用

サーバ属性 maximum-number-of-printers-supported で指定されて
いるよりも多くの数の出力デバイスを 1つのサーバでサポートしようとす
る場合，複数のスーパバイザ・プロセスとオブジェクトを使用する必要が
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出てきます。次の理由から，最大数に達する前でも複数のスーパバイザ
をサポートすることもあります。

• 負荷が過剰にかかっているサーバ・プロセスが単一の障害点を構成する
と，ダウンする可能性がある。

• 最大数よりも少なく作成する方が，ニーズが変更するたびにシステムを
再構成する際の柔軟性が高くなる。

• 負荷が過剰なサーバ・プロセスは応答性が低くなり，また，大きくな
るので，スワップするのが難しくなる。また，スワップはより多く
のプリンタに影響する。

2.1.8 直接接続されたプリンタ

出力デバイスの中には，ホスト・システムのハードウェアに直接取り付けられ
ているシリアル・ポートやパラレル・ポート経由で接続されたものがありま
す。プリント・システムでは，このように直接接続されたプリンタを備えた
すべてのホスト上で，スーパバイザ・プロセスを実行する必要があります。
使用中の環境で，ユーザのワークステーションにそのようなプリンタが何台
か接続されている場合，それぞれのワークステーションでスーパバイザ・プ
ロセスを実行する必要があります。それらのワークステーションの管理者
は，中央の 1つのスプーラ上のキュー，あるいは分散された複数のスプーラ
上のキューに対して，物理プリンタを関連付けるかどうかを選択できます。

2.2 ネーミング・サービスの計画

サーバ，キュー，プリンタの数が多くなるにつれ，一意のオブジェクト名を割
り当てて，管理し，配信することは，次第に複雑な作業になります。このよう
な環境では，Network Information System (NIS)ソフトウェアを活用して，
集中管理したプリンタ・オブジェクト名マップを配信するとよいでしょう。

プリンタ構成ファイルと Network Information Systemソフトウェアの詳細
については，第 3 章の「ネーム・スペースの管理」を参照してください。

2.3 通知

プリント・システム・アーキテクチャは，プリント・システムでイベントが
発生したときに，エンド・ユーザ，オペレータ，管理者に通知するための
方法を提供します。

詳細については第 9 章を参照してください。
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2.4 セキュリティ

セキュリティ機能によって，ジョブ・データや管理機能へのアクセスを制御
することができます。これらの機能はすべての操作要求に対して認証と許可
のチェックを行うことにより，許可されたユーザだけがプリント・システ
ムへのアクセスを取得することを保証します。

• 認証とは，ユーザが，主張しているその人であることの正当性を検査
する処理です。

• 許可とは，認証されたユーザが特定の操作を実行するために必要なアク
セス許可を備えていることを確認する処理です。

ユーザのアクセス許可には，次の 3つの特権レベルがあります。

• エンド・ユーザ

• オペレータ

• 管理者

特権レベルにはアクセス順序があります。管理者は，オブジェクトを構成
でき，それに加えてオペレータが実行できるすべてのタスクを実行できま
す。オペレータはプリントの制御ができ，それに加えて，エンド・ユーザ
が実行できるすべてのタスクを実行できます。

プリント・システムは，access-control-list属性を使用して，各ユーザ
に特権レベルを指定します。認証は，access-control-list属性内のエン
トリに操作要求を開始したユーザに対して，ドメインのパスワード・ファ
イル内のユーザ識別子 (UID)との比較を行います。この比較が成功した場
合，次に，ユーザの特権レベルについて access-control-list属性を
チェックする許可処理が行われます。

2.5 プリント・システム・ソフトウェアの構成

この節では，プリント・システムを最初に構成して，開始するために必要な
タスクの概要を説明します。タスクは実行する順に説明しており，また，必
須タスクの他にオプションのタスクも含めています。
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それぞれのタスクでは，簡潔な説明を記載し，タスクの実行方法を詳細に説
明している本書内の章を示しています。

1. サーバ，スプーラ，インバウンド・ゲートウェイ・サーバを作成し
て，構成する。

サーバの作成と構成に関しては，第 5 章を参照してください。

インバウンド・ゲートウェイの作成と構成に関しては，第 10 章を
参照してください。

2. キューとプリンタを作成して，構成する。

論理プリンタ，物理プリンタ，キューの作成と構成に関しては，第
6 章を参照してください。

3. ネーミング・サービスを設定する。

システムをサポートするために使用するネーミング・サービスの設定に
関しては，第 3 章を参照してください。

4. セキュリティを設定する。

プリント・システムのセキュリティに関しては，第 4 章を参照して
ください。

5. オプションとして，イベント通知を設定する。

イベント通知の設定に関しては，第 9 章を参照してください。

Advanced Printing Softwareキットには，管理者が作動中のプリント・シス
テムを構成するために使用できる，文字セルでメニュー形式のスクリプトが
含まれています。このスクリプトは /usr/pd/scripts/pd_get_started

ディレクトリにあり，新しいプリント・オブジェクトを作成するときに root
ユーザが実行する必要があります。

pd_get_startedスクリプトによって，スプーラ・プロセスとスーパバイ
ザ・プロセス，論理プリンタと物理プリンタ，キュー，および関連付けられ
た初期値オブジェクトの作成はかなり簡単になります。また，このスクリプ
トは，サーバ・プロセスの起動とシャットダウンの手段，およびローカル・
サーバ構成の表示のための手段も提供します。

このスクリプトは，日常的なプリント・システムの管理用ではありません。
これは，システムをただちに起動して，稼働するために最も便利なもので
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す。日常のプリント・システム管理には，CDE pdprintadmin GUI ツー
ルの方が適切です。
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3
ネーム・スペースの管理

ネーム・スペースには，作成したオブジェクト (スプーラ，スーパバイザ，論
理プリンタと物理プリンタ，キュー) の名前およびネットワーク・アドレス
が含まれています。それぞれのオブジェクトに対するネーム・サービス・
エントリには，オブジェクトをサポートするサーバのアドレスが入ってい
る情報が含まれています。

クライアントとサーバは，ネーム・サービス機能を使用して，指定された
ネットワーク・オブジェクトをサポートするサーバの場所を特定し，その
サーバをバインドします。クライアントまたはサーバは，プリンタ名または
サーバ名のバインドを必要とするときに，ネーム・サービスを使用してこの
情報を取得します。ネーム・サービスは要求された名前を検索し，要求され
たバインディングをクライアントに戻します。RPCメカニズムが，戻された
バインディングを使用してサーバに接続します。

プリント・システムは次のネーム・サービスをサポートします。

• ローカル・ファイル・ネーム・サービス (Local File Name Service)

• ネットワーク情報サービス (NIS)

• LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)

3.1 ローカル・ファイル・ネーム・サービス

ローカル・ファイル・ネーム・サービスは，単一のスタンドアロン・システ
ム構成でも，あるいは分散環境でも作動します。

スタンドアロン構成では，クライアントとサーバ (スプーラとスーパバイザ)
は同一のワークステーション上に存在します。管理者がプリント・オブジェ
クトを作成すると，ネーム・サービスはそのバインディング情報をただちに
利用可能にします。プリント・オブジェクトを削除すると，ネーム・サービ
スはそのバインディング情報をただちに削除します。

ローカル・ファイル・ネーム・サービスは，/etc/printers.confファイ
ルにプリンタ・バインディング情報を格納します。このファイルの別個のイ
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ンスタンスがそれぞれのホスト・システム上に存在します。プリント・シス
テムは，複数のホストによる単一の /etc/printers.confファイルの共用
をサポートしません。次に示すのは，printers.confファイルの例です。

#
# If you hand edit this file, comments and structure may change.
#
bulldog_sup:\
:saddr=bulldog.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,sv,bulldog_sup,1:
bulldog_spl:\
:saddr=bulldog.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,sl,bulldog_spl,1:
bulldog1:\
:paddr=bulldog.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,pp,bulldog_sup,1:
bulldog_q:\
:qaddr=bulldog.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,qu,bulldog_spl,1:
bulldog_log:\
:paddr=bulldog.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,lp,bulldog_spl,1:\
:spooling-type=dpa:
cc3:\
:paddr=bulldog.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,pp,bulldog_sup,1:

サーバのスタートアップ・プロセスは，サーバがエントリをローカル・
ファイルに追加しようとしたときにファイルが存在しない場合には，
printers.conf ファイルを自動的に生成します。また，サーバはオブジェ
クト・データベースの内容をローカル・ファイルと比較して，オブジェク
トがオブジェクト・データベースにはあるのにローカル・ファイルにはな
いときには，そのオブジェクトを追加します。

オブジェクト作成処理は，操作を実行したホスト上のローカル・ファイルだ
けを更新するので，その情報は他のホスト上のクライアントやサーバでは利
用できません。このため，分散環境でローカル・ファイル・ネーム・サービ
スを使用するときには，あらかじめ構成ファイルを作成して，クライアント
やサーバを実行するすべてのホストにそれをコピーしてください。

printers.confファイルは，エディタで作成したり，単一のホストからす
べてのプリント・オブジェクトを作成することで作成したりできます。ただ
し，後者の場合，作成操作でサーバを作成していないので，それぞれの異な
るホストについてサーバ・エントリを手動でファイルに追加する必要があり
ます。オブジェクトを削除する場合には，すべてのホスト上にあるファイ
ルを更新しなければなりません。

ローカル・ファイルのネーミングには，以下が必要になります。

• printers.confファイルが /etcディレクトリに存在し，rw-r--r--の
アクセス権を持つ。

• ファイル所有者は root である。
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3.2 ネットワーク情報サービス

ネットワーク情報サービス (NIS)は，ローカル・ファイル・ネーム・サービ
ス用のプリンタ構成エントリと同じフォーマットを使用します。ただし，
NISは同一のプリンタ構成データを 1つの NISドメイン全体で管理し，配
信する手段を提供します。

ローカル・ファイル・ネーム・サービスの使用と NISの使用の最も重要な相
違点は，プリント・システムが NISエントリを変更できないということで
す。代わりに，管理者は，NISファイルにある NISエントリを手動で更新す
る必要があります。NISファイルへの変更権限か，あるいは，変更を行う権
限のあるプロキシ管理者が必要です。

NISネーム・サービスでは，構成変更に連係した更新が必要になります。
つまり，NIS ファイルにオブジェクト名を追加してからプリント・システ
ム・オブジェクトを作成する必要があります。ただし，複数のホストそれ
ぞれにあるローカル・ファイルを更新する必要のあるローカル・ファイ
ル・ネーム・サービスの場合とは異なり，NIS ではデータの更新が必要に
なるのは 1 箇所だけです。

プリンタ，サーバ，キューの名前と場所を，NISクライアントとして設定さ
れたホストに配信するには，プリント・システム・サーバ・プロセスを実行
するホストから 1つ以上の printers.confファイルを集めて，それらを
/var/yp/src/printers.conf のマスタ・マップ・ファイルに格納する必
要があります。テキスト・エディタを使用して，これらのファイルをマージ
してもかまいません。結果として生成したファイルでエントリが重複してい
る場合には，テキスト・エディタを使用して重複部分を削除してください。

マスタの printers.confファイルを作成した後に，次の手順を使用して，
NIS サーバ上の NIS マップを更新してください。

1. root としてログインします。

2. まだコピーを行っていない場合には，/usr/pd/scripts/Make-

file.printers を /var/yp/Makefile.printers にコピーしま
す。このファイルのコピーを編集して，DOM変数で NIS ドメイン
を定義します。

3. 現在のディレクトリを /var/yp/srcに設定します。
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4. 関連するすべての printers.confファイルを，それぞれに一意な名前
を付けて，さまざまなホストから現在のディレクトリにコピーします。

5. テキスト・エディタを使用して，これらのファイルの内容を新しいマス
タの printers.confファイルにマージします。

6. 現在のディレクトリを /var/ypに変更します。

7. printers.conf (または “すべての”) ターゲットを指定して
Makefile.printersファイルを実行することにより，プリンタ・マッ
プを再作成して配信し直します。

8. 新しい printers.confマップが利用可能であることを確認します。

次の例はこの手順を示しています。

# cp /usr/pd/scripts/Makefile.printers /var/yp/Makefile.printers
# cd /var/yp/src
# mv printers.conf printers.conf.<date>
# cp /etc/printers.conf ./
# cat printers.conf.host1 printers.conf.host2\
printers.conf > printers.conf

# cd ..
# make -f Makefile.printers
updated printers.conf
pushed printers.conf

次のコマンドを使用して，新しい printers.confエントリを検索できることを
確認してください。

# ypcat printers.conf.byname

このコマンドを実行すると，次に示すような出力が生成されます。各行が，
マスタ・マップにリストされているそれぞれのサーバ，プリンタ，キューの
情報を示しています。
WS_sharie_PP:paddr=wstent.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,pp,wstent_sup,1:
ws_lg_queue:qaddr=wstent.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,qu,wstent_spl,1:
WS_cross_PP:paddr=wstent.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,pp,wstent_sup,1:
WS_cress_PP:paddr=wstent.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,pp,wstent_sup,1:
wstent_sup:saddr=wstent.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,sv,wstent_sup,1:
ws_lg04_pp:paddr=wstent.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,pp,wstent_sup,1:
glypha_spl:saddr=glypha.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,sl,glypha_spl,1:
glypha_obg:saddr=glypha.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,sv,glypha_obg,1:
WSQ1:qaddr=wstent.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,qu,wstent_spl,1:
BigLinePrinter:paddr=wstent.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,lp,wstent_spl,1: :spooling-type=dpa:
wstent_spl:saddr=wstent.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,sl,wstent_spl,1:
ws_test_lp:paddr=wstent.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,lp,wstent_spl,1: :spooling-type=dpa:
WS_lps:paddr=wstent.gandalf.xyz.com,105004,1,sys,lp,wstent_spl,1: :spooling-type=dpa:

一般に，オブジェクト (サーバ，プリンタ，キュー)を作成したり，削除した
りしたときにはいつでも，プリント・システム・クライアントが使用される
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ホスト上のネーム・スペースを更新する必要があります。NISベースのネー
ム・サービスでは，クライアントがサイトの NISサーバから最新のマップ
を読み取るので，これは自動的に発生します。

また，他のサーバ・ホストと通信するサーバ・マシン上のネーム・スペース
を更新する必要もあります。たとえば，ホスト A上のスプーラがホスト B上
にあるプリンタに供給するキューを持つ場合，ホスト Aとホスト Bの両方に
あるネーム・スペースは，互いのオブジェクトに対するエントリを含む必要
があります。プリント・システム・サーバ・ホストがドメインの NISサーバ
ではない場合，その printers.confファイルのコピーをNISサーバに転送
し，そのプリンタ構成を変更したときにはいつでも printers.confマップ
をプッシュする必要があります。

NISマップが既にオブジェクトを含んでいるとき，(pddeleteコマンドを使
用して)そのオブジェクトを削除し，次に，同じオブジェクトを (pdcreate
コマンドを使用して)もう一度作成した場合，そのオブジェクトはローカル・
ファイル・ネーム・スペースでは削除されます。これは，その名前が既に
NISネーム・スペース内に存在するためであり，サーバは既にエントリが存
在する場合には，新しいネーム・スペース・エントリを作成しません。この
ため，次に収集とプッシュを行うときにネーム・スペース・エントリを失う
可能性があるので，オブジェクトを削除し再作成するときには十分注意して
ください。このような状況を回避するには，次の 2つの方法があります。

1. オブジェクトを削除した直後と，オブジェクトを再作成した直後にNIS
マップの収集とプッシュを行う。

2. printers.conf ファイルと NIS ネームスペースの現在のスナップ
ショットをマージしてから，NIS マップをプッシュする。

# cd /var/yp/src
#ypcat printers.conf.byname > printers.conf.NIS
#cat /etc/printers.conf printers.conf.NIS > printers.conf

結果として生成された printers.confファイルの重複部分や古くなった
エントリを削除してエントリを調整してから，前の例で説明したように
Makefile.printersファイルを使用してマップを更新してください。
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3.3 LDAP ネーム・サービス

LDAPは，プリント・オブジェクトが作成または削除される場合に，ネー
ム・スペースを動的に更新する機能を NIS に提供します。この節では，
LDAPクライアントを設定するための必要事項について説明します。

LDAPクライアントを設定するには，次のことを行う必要があります。

• 使用するネーム・サービスとして LDAPを識別するため，および LDAP
サーバ・ホストを識別するために /var/pd/config/apx.confファイ
ルを作成または変更します。このファイルは，スプーラおよびスーパーバ
イザを含むホストおよび Advanced Printingクライアントで必要です。

• サーバが LDAPデータベースを変更するために，スプーラおよびスーパ
バイザが存在するホストにユーザ IDおよびパスワードを作成します。

3.3.1 apx.conf ファイルの作成と編集

/var/pd/config/apx.confファイルは，ユーザが使用するネーム・サー
ビスに関する情報および LDAPディレクトリ・サービスを実行するホスト・
システムに関する情報を含んでいます。次に，/var/pd/config/apx.conf

ファイルの 1 例を示します。

name-services = file nis ldap
LDAP_hosts = system.abc.xyz.com
LDAP_path = ou=organizational unit,o=organization

• name-servicesは，プリント・システムが使用するネーム・サービス
を示し，その他はネーム・サービスが使用する情報です。この例では，
ローカル・ファイル，NISおよび LDAPが使用されます。プリント・オ
ブジェクトの検索は，ローカル・ファイル (/etc/printers.conf)，
printers.conf.byname NISマップ,および LDAPディレクトリ・
サーバで行われます。

• LDAP_hostsには，LDAPディレクトリ・サービスが実行されているホ
ストを 3つまで指定できます。同じサービスを提供するホストが複数あ
る場合には，複数のホストを指定します。複数のホストを指定する場合
は，コロンで区切らなければなりません。LDAPサーバが TruClusterの
バージョン 5.0以降のソフトウェアを実行している場合には，ホスト名
としてクラスタ別名を使用できます。
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標準の LDAP サービスのポート番号は，389 です。非標準ポー
ト番号の指定も可能です。LDAP ポート番号は，次の例のよう
にホスト名に括弧で囲んだポート番号を追加して指定します。
LDAP_hosts = myhost.xyz.com(8182)

• LDAP_path では，ディレクトリ検索パスを指定します。LDAP
ベースのデータベースにアクセスするには，ネーム・パスを指定し
なくてはなりません。印刷クライアントおよびサーバは，このパ
スを使用してエントリの作成や，検索を行います。Netscape ディ
レクトリ・サーバでは，"Organization" (組織) と "organizational
units" (部門) を指定します。Advanced Printing に対して指定す
るネーム・パスは，ネーム・パス構文中に組織および部門を含み
ます。例えば, トップ・レベルの組織名が "XYZ Corp" で，部門を
"AdvPrint"と定義した場合，ネーム・パスは，次のようになります。
ou=AdvPrint,o=XYZ Corp

LDAP_path 式には，エントリを 3 つまで指定できます。
各々のエントリは，コロン (":") で区切ります。例えば，
XYZ Corp 中に "Test Environment" という 2 番目の部門
を設定する場合，LDAP_path を次のように指定します。
ou=AdvPrint,o=XYZ Corp:ou=Test Environment,o=XYZ Corp

LDAP_path式のエントリの検索は，一致するエントリが見つかるまで続
けられます。エントリを作成または削除するときには，最初のパス・エ
ントリだけが使用されます。LDAP_path式にリストされている 2番目
と 3番目のエントリは検索時に使用されます。

3.3.2 LDAPクライアントのユーザ名とパスワードの作成

Advanced Printingサーバで LDAPサーバ上のネーム・エントリを変更する
にはユーザ名とパスワードが必要です。ユーザ名とパスワードは，apx.conf

ファイルで LDAP_hostsを定義してから作成する必要があります。

pdldappwコマンドでユーザ名とパスワード作成します。

# /usr/sbin/pdldappw

このコマンドは，/var/pd/config/apx.conf ファイル中の現在の設定を
表示し，ユーザ IDおよびパスワードの入力を促します。

Contents of configuration file /var/pd/config/apx.conf:
name-services = ldap
LDAP-path=ou=advprint,o=Organization

ネーム・スペースの管理 3–7



LDAP-hosts=toons.xyz.ayy.com
LDAP User ID: advprintid
LDAP password: *********

3.4 プロトサーバ

プロトサーバは，ネーム・サービスとともに動作して，サーバ・プロセスが
プリント・システム・オブジェクトの名前やバインディング情報にアクセス
できるようにするプリント・システム・デーモンです。

プロトサーバはプリント・システム内の 1次 RPCサーバとして働きます。リ
モート・ホスト上のクライアントとサーバは，サーバ・ホスト上のプロト
サーバとやりとりして，他のプリント・システム・サーバ・プロセス用の
RPC バインディング情報を調べます。

プリント・システム・インストレーション・プロシージャは，ネーム・
サービスが自動的にプロトサーバを実行できるように /etc/inetd.conf

ファイルに次の行を追加します。

105004/1 dgram rpc/tcp wait nobody /usr/sbin/rpc.pts\

rpc.pts

3.5 TruCluster Server環境における高可用性アプリケーショ
ンとしての Advanced Printing Software

Advanced Printing Softwareは，TruCluster Server環境の高可用性シング
ル・インスタンス・アプリケーションとして実行するように構成できます。
シングル・インスタンス・アプリケーションは，クラスタのただ 1つのメン
バ上でのみインストール，構成，および実行されますが，クラスタの全メ
ンバで使用することができます。

高可用性シングル・インスタンス・アプリケーションは，TruCluster Server
の CAA (Cluster Application Availability)サブシステムを使用するように構
成されます。CAA は，クラスタ中の Advanced Printing Softwareに必要な
リソースを監視し，これらのリソースの要求に合うクラスタ・メンバ上で実
行するようにします。Advanced Printing Softwareの実行が失敗したり，リ
ソースの要求が失敗した場合，CAAは Advanced Printing Softwareを要求さ
れたリソースを持つ他のメンバに再割り当て, つまりフェイルオーバします。

高可用性シングル・インスタンス・アプリケーションとして Advanced
Printing Softwareを構成し，実行するには次の準備が必要です。
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• リソース・プロファイル

• 処理スクリプト

• アプリケーションを CAA に登録

• アプリケーションの起動

これらの項目については，以降の各項で説明します。詳細については，
『TruCluster Server 高可用性アプリケーション・ガイド』を参照してく
ださい。

3.5.1 リソース・プロファイル

リソース・プロファイルでは，CAAによるアプリケーションの起動，管
理，および監視方法を定義します。

Advanced Printing Softwareサーバのサブセット (APXSERVERxxx)を構成
するときには，システムに TruClusterソフトウェアがインストールされて
いるかどうかを判断します。TruCluster Serverがインストールされている
場合には，構成スクリプトは /var/cluster/caa/profileディレクトリ
中に CAAリソース・プロファイル apx-default.capをインストールし
ます。これは，プリント環境で動作するサーバおよびスーパバイザを示す
リソース・ファイルです。

3.5.2 処理スクリプト

処理スクリプトは，アプリケーションの起動方法，アプリケーションの停止
およびフェイルオーバ前のクリーンアップ方法，およびアプリケーションが
実行中であるかどうかの確認方法を指定します。

Advanced Printing Software のインストール中に，TruCluster Server
ソフトウェアが検出された場合，構成スクリプトは処理スクリプト
/var/cluster/caa/script/apx-default.scrをインストールします。

3.5.3 リソースの登録

リソース・プロファイルと処理スクリプトのインストール後，リソースを
CAAに登録する必要があります。リソースを登録するには，caa_register

コマンドを使用します。

# /usr/sbin/caa_register apx-default
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3.5.4 リソースの起動と停止

apx-default を CAAに登録すると，caa_startコマンドを使用してア
プリケーションを実行できます。

# /usr/sbin/caa_start apx-default

アプリケーションが起動されると次のようなメッセージが表示されます。

Attempting to start ‘apx-default‘ on member ‘membername‘
Start of ‘apx-default‘ on member ‘membername‘ succeeded.

アプリケーションを停止するには，caa_stopコマンドを使用します。

# /usr/sbin/caa_stop apx-default

3.5.5 apx-default リソースへのサーバの追加

Advanced Printing Software アプリケーションが最初にクラスタ環境で
動作した後，別のスプーラおよびスーパーバイザが必要になる場合があ
ります。追加するスプーラおよびスーパーバイザを作成および起動しま
す。/usr/pd/scripts/pd_get_startedスクリプトまたは pdmakedb，
pdsplrおよび pdspvrコマンドを使用できます。サーバが作成され，起動
されると，自動的に apx-defaultリソースに追加されます。

3.5.6 Advanced Printingクラスタ環境のカスタマイズ

3.5.6.1 リソースの再配置

アプリケーションのリソースを再配置するには， caa_relocateコマンドを
使用します。リソースを再配置したいクラスタ・メンバを指定したり，CAA
が利用可能なメンバを判断できるようにします。次の例は，caa_relocate

コマンドを使用してリソースを再配置する方法を示します。

# caa_relocate apx-default -c daffy

次のメッセージがこのコマンドの応答として表示されます。

Attempting to stop ‘apx-default‘ on member ‘goofy‘
Stop of ‘apx-default‘ on member ‘goofy‘ succeeded.
Attempting to start ‘apx-default‘ on member ‘daffy‘
Start of ‘apx-default‘ on member ‘daffy‘ succeeded.

アプリケーションのリソース・プロファイルで定義した配置ポリシに従って
リソースを再配置するには，オプションを指定しないで caa_relocateコマ
ンドを使用します。
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# caa_relocate apx-default

3.5.7 1 つのメンバ上で実行するプリンタの構成

クラスタの 1つのメンバだけがアクセスできるようにプリンタを構成でき
ます。このプリンタは，通常，特定のクラスタ・メンバに直接接続され
ています。

printer-associated-host属性で指定されているものとは異なるホスト上
で実行されているスーパーバイザからプリンタにジョブが送られてくる場合，
スーパーバイザは物理プリンタを利用できないため，次の属性を設定します。

• enabled=false

• availability=none

• printer-problem-message=”Printer port associated with a different
host”

3.5.8 クラスタにおける LPDインバウンド・ゲートウェイ

LPDインバウンド・ゲートウェイは CAAアプリケーションとして構成され
ませんが，クラスタの各メンバ上で実行できます。LPDインバウンド・ゲー
トウェイを構成するには，/usr/pd/scripts/inbound_gw_config.shス
クリプトを実行します。このスクリプトは，クラスタの各メンバに LPDイ
ンバウンド・ゲートウェイを構成し，rc.config ファイルを修正します。
rc.configファイルの修正は，システムが再起動するたびに LPDインバウ
ンド・ゲートウェイを再起動するために必要です。

LPD インバウンド・ゲートウェイを手動で起動するには，
/sbin/init.d/apxの startコマンドと stopコマンドを使用します。
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4
セキュリティの管理

この章では，プリント・システム上にセキュリティ・ポリシを実装するた
めに利用できるオプションについて説明します。セキュリティ・オプショ
ンは，管理機能に対する無許可のアクセスを防いだり，プリント・ジョブ
やプリント・データが無許可のユーザからアクセス，コピー，再ルート指
定，あるいは削除されないように保護します。

この章では，次のセキュリティ機能を説明します。

• システム・セキュリティ— セキュリティ機能の概要とセキュリティ
の作動のしくみを説明します。

• 許可 — プリント・システムでサポートされるさまざまな特権レベル
を説明し，それぞれの特権レベルを持つユーザによって実行できる
機能を説明します。

• 認証—プリント・システム・サービスに対して要求を行うユーザを識別
して，許可するためにプリント・システムが使用する手法を説明します。

4.1 システム・セキュリティ

サーバに対して要求が行われるとき，その要求はリモート・プロシージャ・
コール (RPC)の形式になります。この RPC要求には，要求を作成したユー
ザの UIDが含まれています。要求を作成したユーザを識別して，認証するた
めに，プリント・システムはローカル・パスワード・ファイルと NIS分散パ
スワード・ファイルをチェックして，要求側の UIDと有効な UIDを照合し
ます。この照合が一致する場合，スーパバイザが，サーバ ACLにアクセスし
て，そのユーザが，要求したサービスの使用を許可されているかどうかを判
断します。許可の際には，次の処理が行われます。

• 要求側のユーザ名またはグループ名と，ACL内のユーザ名またはグ
ループ名の照合が行われます。
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• ユーザ名またはグループ名の照合が一致した場合は，要求したサービ
スと，ACLでユーザまたはグループに付与されている特権レベルとの
照合が行われます。

ユーザ名またはグループ名と，要求者と操作の許可が，ACL内で対応するも
のと一致した場合，操作が実行されます。特権を付与されていないサービス
にアクセスしようとしたユーザは，要求したサービスを拒否されます。

4.2 許可

プリント・システムの許可は，ユーザと特権レベルとの関連付けに基づいて
います。プリント・システムのユーザに対しては，次のような 3つのユー
ザ・レベルが存在します。

1. エンド・ユーザ—プリント・システムで印刷だけを行うユーザ。これは
最小限の特権を持つユーザです。

2. オペレータ—施設内のプリンタを制御するユーザ。オペレータには，プ
リンタやサーバの一時停止と再開，ジョブの再キューイング，サーバの
シャットダウンを行うことができる特権があります。

3. 管理者 — オペレータ特権と，システムを構成するために必要な特権
を持つユーザ。

プリント・システムは，ローカルの rootアカウントにも特権を付与してい
ます。これは，プリント・システム・サーバを実行しているシステム上の
rootアカウント (UID 0)です。ACLに何が定義されているかにかかわらず，
ローカルの rootユーザには管理者特権があり，サーバの起動に必要な許可を
持っているユーザはローカルの root だけです。

4.2.1 エンド・ユーザの操作

プリント・システム要求のクライアントがエンド・ユーザ許可を付与されて
いる場合，クライアントは次の操作を行うことができます。

• そのユーザがアクセス権を持つサーバに関連付けられている論理プ
リンタに印刷する。

• 所有しているジョブを再実行する (クライアントがアクセス権を持って
いるサーバ経由で再度ジョブが実行される場合)。

• 所有しているジョブを取り消す。
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• サーバ，キュー，プリンタに対する操作をリスト (pdls)する。

• 所有しているジョブやドキュメントに対する操作をリスト (pdls)する。

• 所有しているジョブに関する属性を設定または変更する。

• ジョブ・キュー操作をリスト (pdq)する。ただし，プリント・システム
は，リストを行ったユーザに属していないジョブに関して戻された属性
については，サーバの job-attributes-visible-to-allリストに
ある属性に限定して表示する。

4.2.2 オペレータの操作

プリント・システムのオペレータは，プリンタおよびジョブの日常的な管理
機能を実行します。プリント・システム操作用のクライアントにオペレータ
許可が付与されていると，そのクライアントはエンド・ユーザが実行できる
すべての操作の他に，次の操作を実行できます。

• サーバまたはキューのクリーン処理をする (pdclean)。

• サーバ，キュー，プリンタを使用可能または使用不能にする。

• サーバ，キュー，物理プリンタ，または任意のジョブを一時停止ま
たは再開する。

• ジョブを昇格 (キューの先頭に移動)する。

• 物理プリンタの属性を設定または変更する。

• スプーラまたはスーパバイザをシャットダウンする。

4.2.3 管理者

プリント・システムのインストール環境の中には，オペレータがおらず，エ
ンド・ユーザと管理者だけの場合もあります。そのような場合，プリントお
よびジョブの日常的な管理機能を実行するのは管理者になります。

プリント・システム要求のクライアントに管理者許可が付与されている場
合，そのクライアントは次の操作を行うことができます。

• オペレータが実行を許可されているすべての操作。

• 全オブジェクトのすべての読み取り/書き込み属性を設定する (pdset)。

• サーバ，キュー，プリンタ，初期値ジョブ，初期値ドキュメントを
作成する。
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• 任意のオブジェクトを削除する (pddelete)。

4.3 アクセス制御リスト (ACL)による認証

エンド・ユーザ，オペレータ，管理者が実行を許可される操作は，ACL に
よって制御されています。これらの許可と ACLだけがサーバ・オブジェ
クトへのアクセスを制御します。ACL は，あるユーザのアクセスを特定の
プリンタに限定しません。

ACL は，サーバに対する access-control-list 属性を定義すること
で作成されます。この属性は複数の値をとり，サーバが作成されたとき
(pdmakedb)，または，pdsetコマンドまたは GUIを使用していつでも，定
義できます。ほとんどの場合，サーバを作成するときにはすべての ACL属性
は定義せず，サーバを作成した後にこれらの属性を追加します。次の表に，
access-control-list属性のフィールドについて説明します。

フィールド 説明

name
name@host

ユーザ名およびホスト名 (省略可能)

name-type ユーザのタイプ :

all-users

user

group

netgroup

privilege-level アクセス・レベルのタイプ:

end-user

operator

administrator

次の規則は，ACL にアクセスして，ユーザの許可を検証する際に適用
されます。

• name-typeが all-usersの場合，サーバは nameを無視する。つまり，
サーバは指定された特権レベルに対するすべての要求を受け付ける。

• name を指定せず，また，name-type も指定しなければ，サーバは
name-type を all-users に設定する。
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• name-typeが all-users以外の場合は，nameを指定する必要がある。ま
た，要求を作成するユーザの名前は (パスワード・ファイル内の UIDを
検索することによって判断されるが)，次のいずれかである必要がある。

– name-type=userの場合，name に正確に一致する。

– name-type=groupの場合，groupのメンバ。

– name-type=netgroupの場合，netgroup のメンバ。

name-type の netgroup 値は，特定のユーザを特定のホストに限定するの
で，これをオペレータと管理者の特権レベルに主に使用することは普通であ
ると考えられます。

______________________ 注意 _____________________

ACLに ホスト名 (root@host_name)を指定しないで rootを追
加すると，ネットワーク環境内にあるすべてのリモート・シス
テムの全 rootユーザがサーバに対して特権付きのアクセス権を
持ってしまうので，ACLにホスト名 (root@host_name)を指定し
ないで root を追加してはなりません。

4.3.1 ACL の作成

コマンド行から，または pdprintadmin GUIを使用することによって，
ACLの作成と変更を行うことができます。この項では，この両方のインタ
フェースを使用して ACLの作成と管理を行う方法について説明します。

• ユーザ smithを既存のスプーラ ACLに追加するには，次のコマンド
を使用します。

# pdset -c server \
-x"access-control-list+={name=smith name-type=user privilege-level=end-user}" \
red_spl

• スーパバイザ ACL からユーザ jones を削除するには，次のコマンド
を使用します。

# pdset -c server -x"access-control-list-={jones}" blue_sup

pdprintadmin GUI を使用して ACL の作成や変更を行うには，次の手順
を使用します。

1. 「ツール」メニューから，「ユーザ管理」を選択します。
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2. 「構成要素」ボックスから，スプーラまたはスーパバイザ・サーバ
を選択します。

3. 「ユーザ」ボックスで，「システム管理者」，「オペレータ」，「一般
ユーザ」の中から，追加する「ユーザクラス」を選択します。

4. 選択したユーザ・クラスに対して，「全員」または「特定のユーザ」の
いずれかを選択します。

5. 「特定のユーザ」を選択した場合，「追加」ボタンを押して新しいエ
ントリを追加するか，または既存のエントリをクリックしてそのエン
トリを削除します。

6. 手順 5で追加を選択した場合は，「新しいエントリの追加」ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。単一のユーザを追加する場合には「ユー
ザ」，グループを追加する場合には「グループ」，ネットグループの
名前を追加する場合には「ネットグループ」をそれぞれ選択します。
テキスト・フィールドにユーザ，グループ，ネットグループのいずれ
かの名前を入力して「OK」を選択します。
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5
サーバの作成と管理

この章では，プリント・システムのスプーラとスーパバイザの作成および管
理方法について説明します。この章は次の節に分かれています。

• サーバの作成では，プリント・システム用のサーバを作成するために必
要な手順を説明します。

• サーバの構成では，サーバに設定できる属性を説明します。

• TruCluster 環境におけるサーバの構成では，高可用性サーバの構成
方法を説明します。

• サーバの管理では，サーバに対して実行する管理タスクを説明します。

5.1 スーパバイザとスプーラの作成

プリント・システムを構成する最初の手順の 1つは，スーパバイザとスプー
ラの作成です。これらのサーバは，ユーザによって実行されたプリント・
ジョブの流れを制御します。つまり，スーパバイザとスプーラはユーザから
実行されたジョブを受け取り，プリント・データをプリンタに渡し，プリン
タとユーザ間で制御情報と状態情報を送受信します。

プリント・システム・サーバ・プロセスには，それぞれ，それに関連付け
られたデータベースがあります。このデータベースにはサーバの構成属性
が含まれています。

実行するサーバ・プロセスの作成は，次の 2つの手順で行います。

1. サーバ用のオブジェクト・データベースを作成する。

2. サーバを起動する。

5.1.1 オブジェクト・データベースの作成

オブジェクト・データベースを作成するには，pdmakedbコマンドを使用
します。オブジェクト・データベースはサーバ・プロセスを起動する前に
作成する必要があります。
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pdmakedbコマンドは，はじめは単一のオブジェクト，つまり，対応する
サーバ・オブジェクトを含むオブジェクト・データベースを作成します。
データベースの名前は，サーバ・オブジェクトの名前でもあります (-nオプ
ションに注意)。このコマンドはサーバ・オブジェクトに対して，省略時の属
性と，管理者がオプションを使用して指定した任意の属性を追加します。

指定するデータベースが既に存在する場合，pdmakedbコマンドはエラー・
メッセージを表示して終了します。

サーバを作成するときには次の構文を使用してください。

pdmakedb [-A adminACL] [- h] [-n serverName] [-s spoolDir] [- t serverType]

-A adminACL

サーバに対するアクセス制御リスト (ACL) を指定します。省略時の
値は {name group} です。

-h

pdmakedbで，サポートされるオプションのリストを表示します。

-n serverName

サーバの名前の他に，オブジェクト・データベースの名前を指定しま
す。このオプションには次の規則が適用されます。

• 次の文字から構成される: A-Z，a-z，0–9，–，_。

サーバ名を指定しないとき，サーバの省略時の名前は，スプーラの
場合は ホスト名_spl になり，スーパバイザの場合はホスト名_sup
になります。

-s spoolDir

-sオプションは，サーバが，印刷予定のドキュメントをスプールする場
所を指定します。スプール・ディレクトリは任意の有効な UNIXディレ
クトリ・パス名にできます。省略時の値は /var/spool/pd/serverNameで
す (serverName は -nオプションで指定される)。

-t serverType

-tオプションは，オブジェクト・データベースのタイプ，つまり，ス
プーラまたはスーパバイザを指定します。serverType として有効な値
は，スプーラの場合は SPL，スーパバイザの場合は SUPです。
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-v

このオプションを指定すると，pdmakedbはコマンド行で渡された属性
の正当性を確認して，メッセージを表示します。

pdmakedbプログラムは，コマンド行で指定しない任意のオプションに対し
て省略時の値を提供します。次に示すのは，pdmakedbを使用してスプーラ
とスーパバイザを作成する例です。オブジェクト・データベースは rootアカ
ウントから作成する必要があります。ACLにユーザを追加する必要があると
きは，本書のセキュリティの章で説明されている手順を使用してください。

次の例は pdmakedbコマンドの使用方法を示しています。

• システム blue上で，省略時の属性を使用するスーパバイザに対してオ
ブジェクト・データベースを作成するには，root アカウントから次の
コマンドを実行します。

# pdmakedb -t SUP

• システム blue上で，省略時の属性を使用するスプーラに対してオブ
ジェクト・データベースを作成するには，rootアカウントから次の
コマンドを実行します。

# pdmakedb -t SPL

• アウトバウンド・ゲートウェイ・スーパバイザを作成するには，次の
コマンドを使用します。

# pdmakedb -t SUP -e /usr/pd/lib/pdspvlpr -n blue_obg

前述のコマンドを実行すると，結果として，サーバ・データべースの
blue_sup，blue_spl，blue_obgが作成されます。

5.1.2 オブジェクト・データベース・データの表示

pdshowdbコマンドを使用すると，サーバ・オブジェクトに現在設定されて
いるすべての属性の値が表示されます。表示される属性には，構成属性と
非構成属性の両方，および，ユーザから見える属性に加えて，内部属性が
含まれます。このコマンドは，どのように使用してもオブジェクト・デー
タベースを変更しません。

pdshowdbがサーバ・オブジェクト属性を表示するために使用するフォー
マットは，-vオプション・セットを指定した pdmakedbおよび pdmoddbで
使用するのと同じフォーマットです。
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pdshowdbコマンドのコマンド行構文は次のとおりです。

pdshowdb [-e] [-h] [-n serverName]

-e

サーバを起動するために使用する実行可能ファイルの絶対パスを
表示します。

-h

pdshowdbコマンドで使用可能なオプションを表示します。

-n serverName

オブジェクト・データベースの名前とそれに対応するサーバを指定し
ます。

5.1.3 既存のオブジェクト・データベースの変更

pdmoddbコマンドを使用すると，既存のオブジェクト・データベースを変更
できます。このコマンドは，属性が既にデータベースに存在している場合，
コマンド行に指定された属性を変更します。指定された属性が存在しない場
合，pdmoddbコマンドはその属性を作成して，指定された値を割り当てま
す。また，このコマンドは，まだ存在しておらず，コマンド行に指定されて
いない省略時の属性があれば，それを追加します。

pdmoddbコマンドは，処理中のサーバが使用しているデータベースを変更す
るために使用することはできません。サーバは，pdmoddbでデータベース・
ファイルにアクセスする前にシャットダウンする必要があります。

指定されたデータベースが存在しないか，使用中である場合，pdmoddbコマ
ンドはエラー・メッセージを表示して終了します。

pdmoddb コマンドのコマンド行構文は次のとおりです。

pdmoddb [-A adminACL] [- h] [-n serverName] [-s spoolDIR] [- t

serverType]

-A adminACL

サーバに対するアクセス制御リスト (ACL)を指定します。省略時の
値は {name group} です。
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-h

pdmoddbで，サポートされているオプションのリストを表示します。

-n serverName

変更しようとしているサーバ名の他に，オブジェクト・データベー
スの名前も指定します。

-s spoolDir

-sオプションは，サーバが，印刷予定のドキュメントをスプールする
場所を指定します。スプール・ディレクトリ spoolDir は，任意の有
効な UNIX ディレクトリ・パス名にすることができます。省略時の
値は /var/spool/pd/serverNameです (serverNameは -nオプションで
指定される)。

-t serverType

-tオプションは，オブジェクト・データベースのタイプを，SPLまたは
SUP のいずれかに指定します。

-v

このオプションを指定すると，pdmoddbは，コマンド行で渡される属性
の正当性を確認して， メッセージを表示します。

5.1.4 オブジェクト・データベースのバックアップ

不注意によるデータ喪失やデータ破損に備えて，プリント・システムのオ
ブジェクト・データベースを定期的にバックアップしておくとよいでしょ
う。障害が発生して，オブジェクト・データベースにアクセスできなくなっ
たり，オブジェクト・データベースが破損した場合は，最新のバックアッ
プからシステムをリストアできるため，プリント・システム環境を最初か
ら再作成する必要がありません。

次の領域のバックアップについて検討してください。

• /var/pd/odb ディレクトリには，サーバ・データベースが格納されて
います。この領域のバックアップをとっておくと，サーバ，プリンタ，
およびキューの構成の他に，スプーラに格納されているジョブおよびド
キュメント・オブジェクトが保存されます。
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• ドキュメント・データ・ファイルは，/var/spool/pdディレクトリに
保存されています。ほとんどの場合，ジョブ・データは時間の影響を
受けやすいため，システムのリストアにおいては，プリンタやキュー
情報ほど重要ではありません。

• /etc/printers.confファイルには，サーバ・ホスト上のローカル・
ネーム・ファイルが格納されています。/var/pd/obj内のデータベー
スが完全な状態であれば，ローカル・ネーム・エントリは，サーバの起
動時に自動的に作成されます。ただし，このファイルには，他のホスト
上にあるサーバ，プリンタ，およびキューのエントリも格納されている
ことがあります。これらのエントリは起動時には追加されませんので，
このファイルのバックアップをとっておくとよいでしょう。

サーバ・データベースは，サーバが稼働していないときにバックアップを
とるようにしてください。これにより，バックアップ・コピーが内部的に
一貫していることが保証されます。定期バックアップは，バックアップの
間，プリント・システムを一時的にシャットダウンできる時間に，毎日また
は毎週実行します。

5.2 サーバ・オブジェクト属性の構成

設定や変更ができるサーバ・オブジェクト属性は数多くあります。次に，
属性を示し，それらの属性がサーバに対してどのような効果があるのか
を説明します。
access-control-list

スプーラまたはスーパバイザの許可されたユーザを指定します。

descriptor

サーバを説明しているテキスト文字列です。

job-attributes-visible-to-all

pdlsコマンド，および pdqコマンドを使用したときに，ジョブの所有
者以外にも見えるジョブ属性とドキュメント属性のリストです。

message

サーバの状態を示すテキスト文字列です。

notification-profile

ユーザに通知されるイベントと，その通知方法を指定します。
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hold-jobs-interrupted-by-printer-failure

再起動後にスプーラに戻されたジョブを，保留 (held)状態または処理待
ち (pending)状態にするかどうかを指定します。

filter-definition

スーパバイザでサポートされている 1つ以上の翻訳フィルタまたは
変更フィルタを定義して，そのフィルタの起動方法を定義します。
PostScriptプリンタにテキスト・ドキュメントを印刷したい場合は，
8.2 節で説明しているように，text-to-PostScript翻訳フィルタを設
定する必要があります。

5.2.1 サーバ属性の設定例

次の例は，スプーラおよびスーパバイザ用に共通なサーバ属性のいくつかを
設定する方法を示します。

• descriptor属性は，サーバの説明を提供するためのテキスト文字列で
す。この属性は，CLI および pdprintadmin GUIの両方を使用して，
変更できます。次の例は，サーバに対して descriptor属性を設定す
る方法を示しています。

# pdset -c server \
-x ’"descriptor=Print spooler on node blue"’ blue_spl

• job-attributes-visible-to-all属性は，すべてのユーザが pdls

コマンドで，特定のジョブ属性を設定できるようにするために使用
されます。

印刷処理の詳細説明を取得するために，pdlsコマンドを実行するとき
に，さらに多くのジョブ属性をすべてのユーザに見えるように設定する
こともあります。次のコマンドは，pdlsでジョブ所有者，ジョブ・サイ
ズ，ジョブの実行時刻を表示するために属性を表示可能に設定します。

# pdset -c server \
-x job-attributes-visible-to-all+= \
"{job-owner=yes submission-time=yes total-job-octets=yes}" \
blue_sup

• スーパバイザ blue_supに対して承認されたオペレータのリストに，ユー
ザ smithを追加するには，次のコマンドを使用します。

# pdset -c server -x "access-control-list+= \
{name=smith name-type=user privilege-level=operator}"
blue_sup
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5.3 TruCluster環境におけるサーバの構成

スプーラおよびスーパーバイザ (サーバ)は，TruCluster Server環境の高可
用性シングル・インスタンス・アプリケーションとして構成することができ
ます。シングル・インスタンス・アプリケーションは，クラスタのただ 1
つのメンバ上でインストールされ，構成され，そして実行されますが，ク
ラスタの全メンバで使用することができます。

高可用性サーバは，TruCluster Server CAA (Cluster Application Availability)
サブシステムを使用するように構成されます。CAAは，クラスタ内でサーバ
によって要求されたリソースを監視し，リソースの必要性に合ったクラス
タ・メンバ上で実行するようにします。サーバを実行中のクラスタ・メンバ
や，要求されたリソースに障害が発生した場合には，CAAは再配置,つまり
要求されたリソースを持つ他のメンバにサーバをフェイルオーバします。

サーバを高可用性シングル・インスタンスとして構成および実行するに
は，次の準備が必要となります。

• リソース・プロファイル

• 処理スクリプト

• アプリケーションを CAA に登録

• CAA 環境でのアプリケーションの起動
これらの各項目については，以降の各項で説明します。詳細については，
『TruCluster Server 高可用性アプリケーション・ガイド』を参照してく
ださい。

5.3.1 リソース・プロファイル

リソース・プロファイルは，CAAによるアプリケーションの起動，管理，お
よび監視方法を定義します。

Advanced Printing Software サーバのサブセット (APXSVRxxx) を構成す
るときには，TruCluster ソフトウェアがシステムにインストールされて
いるかどうかを判断します。TruCluster Server ソフトウェアがインス
トールされている場合には，構成スクリプトが CAA リソース・ファイル
apx-default.capを /var/cluster/caa/profileディレクトリにインス
トールします。これは，プリント環境で動作するサーバおよびスーパーバイ
ザを表すリソース・プロファイルです。ユーザが作成するスプーラおよび
スーパーバイザは，apx-defaultリソースに格納されます。追加のリソースを
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作成して，スプーラおよびスーパーバイザを apx-defaultリソース・プロ
ファイルから作成したリソースへ移動することもできます。

5.3.2 処理スクリプト

処理スクリプトは，アプリケーションの起動方法，アプリケーションの停止
およびフェイルオーバ前のクリーンアップ方法，およびアプリケーションが
実行中であるかどうかの確認方法を指定します。

Advanced Printing Software を TruCluster Server ソフト
ウェアが存在するシステムにインストールする場合には，
/var/cluster/caa/script/apx-default.scr 処理スクリプトがイン
ストールされます。

5.3.3 リソースの登録

リソース・プロファイルおよび処理スクリプトのインストール後，CAA にリ
ソースを登録する必要があります。apx-default リソースを登録するには，
caa_register コマンドを使用してください。

# /usr/sbin/caa_register apx-default

この CAAリソースを一旦登録すると，サーバを起動およびシャットダウンす
るには CAAコマンドを使用しなくてはなりません。pdsplr，pdspvr，ま
たは pdshutdownコマンドを使用しないでください。次の項で，CAA コマ
ンドがどのようにサーバを起動およびシャットダウンするかを説明します。

5.3.4 リソースの起動と停止

CAA に apx-defaultを登録すると，caa_startコマンドを使用してリ
ソースを起動できます。

# /usr/sbin/caa_start apx-default

リソースが起動されると次のようなメッセージが表示されます。

Attempting to start ‘apx-default‘ on member ‘membername‘
Start of ‘apx-default‘ on member ‘membername‘ succeeded.

アプリケーションを停止するには，caa_stopコマンドを使用します。

# /usr/sbin/caa_stop apx-default
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5.3.5 apx-default リソースへのサーバの追加

クラスタ環境でサーバを構成後，リソースに追加のスプーラおよびスー
パーバイザが必要になる場合があります。省略時のリソースにサーバを追
加するには，まず，追加したいスプーラおよびスーパーバイザを起動しま
す。/usr/pd/scripts/pd_get_startedスクリプトまたは pdmakedb，
pdsplr，および pdspvrコマンドを使用することができます。新しいサーバ
が作成され，apx-default リソースの一部となります。

5.3.6 Advanced Printingクラスタ環境のカスタマイズ

リソースを再配置したり，新しいリソースを作成したり，リソースを変更お
よび削除したりして， CAAのプリント環境をカスタマイズすることができま
す。以降の各項で，これらのトピックについて説明します。

5.3.6.1 リソースの再配置

リソースを再配置する場合には，あるクラスタ・メンバから他のクラ
スタ・メンバへリソースを移動します。リソースを再配置するには，
caa_relocateコマンドを使用してください。リソースの再配置先のクラス
タ・メンバを指定したり，CAA に有効なメンバを判断させることができま
す。リソースを再配置する場合には，関連するサーバをシャットダウンして
から新しいメンバで再起動します。

次の例で、リソースを再配置するための caa_relocateコマンドの使い
方を示します。

apx-defaultリソースをメンバ goofyからメンバ daffyに再配置するに
は，次のコマンドを使用します。

# caa_relocate apx-default -c daffy

このコマンドに対して次のようなメッセージが表示されます。

Attempting to stop ‘apx-default‘ on member ‘goofy‘
Stop of ‘apx-default‘ on member ‘goofy‘ succeeded.
Attempting to start ‘apx-default‘ on member ‘daffy‘
Start of ‘apx-default‘ on member ‘daffy‘ succeeded.

アプリケーション・リソース・プロファイルに定義された配置ポリシに従っ
てリソースを再配置するには，オプションを指定しないで caa_relocateコ
マンドを使用してください。
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# caa_relocate apx-default

5.3.6.2 CAAリソースを管理するための apx_caa_setupスクリプトの使用

ユーザの CAAのプリント環境をカスタマイズするには apx_caa_setupス
クリプトを使用してください。このスクリプトは，/usr/pd/clusterディ
レクトリにあり，次のことを行うことができます。

• 現在の CAA プリント・リソースの表示

• 新しい CAA プリント・リソースの作成

• CAA プリント・リソースの変更

• CAA プリント・リソースの削除

• CAA プリント・リソースの初期化

apx_caa_setupスクリプトのメイン・メニューを次に示します。

Advanced Printing Software Cluster Setup

*** MAIN MENU ***

1 Display CAA printing resources

2 Create CAA printing resource

3 Modify CAA printing resource

4 Delete CAA printing resource

5 Initialize CAA resources for Advanced Printing

6 Exit

Enter the number that corresponds to your choice:[6]

CAA リソースの表示

Display CAA printing resources機能により，Advanced Printing環境
のすべての CAAリソースを表示することができます。apx-defaultリソー
スは，ユーザが作成したリソースと同様に表示されます。各リソースには，
リソースの一部であるサーバのリストが含まれます。

Enter the number that corresponds to your choice:[6] 1

Currently defined Advanced Printing CAA Resources
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1 mikes: green_spl green_sup
2 robs: rob_spl rob_sup
3 orange: orange_spl orange_sup
4 BLExit: root_sup root_spl
5 blue: blue_sup blue_spl

apx-default: daffy_spl daffy_sup

CAA プリント・リソースの作成

apx_caa_setupスクリプトを使用して CAAリソースを作成する場合には，
作成するリソースと関連付けるスプーラおよびスーパーバイザについて
の問い合わせ後，そのリソースが CAA に登録されます。次に，このプロ
セスの出力例を示します。

Enter the number that corresponds to your choice:[6] 2

Currently defined Advanced Printing CAA Resources

1 mikes: green_spl green_sup
2 robs: rob_spl rob_sup
3 orange: orange_spl orange_sup
4 BLExit: root_sup root_spl
5 blue: blue_sup blue_spl

apx-default: daffy_spl daffy_sup

Enter a unique name for the new CAA resource: resourceX

Enter the names of one or more Advanced Printing spooler
or supervisors to be associated with the resource "resourceX":

resourceX: orange_sup orange_spl

Creating /var/cluster/caa/script/resourceX.scr ...
Creating /var/cluster/caa/profile/resourceX.cap ...
Registering resourceX with CAA...

CAA プリント・リソースの変更

CAAプリント・リソースによって管理されているサーバを変更するには，
apx_caa_setup スクリプトを使用してください。リソースを変更する場
合には，サーバを追加するか，またはリソースからサーバを削除します。
リソースからサーバを削除する場合，そのサーバは apx-defaultリソー
スに格納されます。
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次の例では，2つのサーバ，blue_supおよび blue_splを CAAプリント・リ
ソース orangeに追加する方法を示しています。サーバ orange_splおよ
び orange_supは既にリソースに関連付けられていますが，CAA リソース
orangeに他のものを追加する場合には,再度入力しなくてはならないことに
注意してください。このもともとのサーバを再入力しない場合には，サーバ
は apx-default リソースに戻されてしまいます。

Enter the number that corresponds to your choice:[6] 3

Currently defined Advanced Printing CAA Resources

1 mikes: green_spl green_sup
2 robs: rob_spl rob_sup
3 orange: orange_spl orange_sup
4 BLExit: root_sup root_spl
5 blue: blue_sup blue_spl
6 apx_orange: orange_sup orange_spl

apx-default: daffy_spl daffy_sup

Modify which resource? 3
Modify CAA map entry "orange"? ([y]/n)

Enter the names of one or more Advanced Printing spooler
or supervisors to be associated with the resource "orange":

orange: orange_spl orange_sup blue_spl blue_sup
Modifying resource orange...

CAA プリント・リソースの削除

apx_caa_setupスクリプトを使用して CAAプリント・リソースを削除する
と，そのリソースは停止して，登録が取り消され，処理スクリプトおよびリ
ソース・プロファイルが削除されます。

CAA プリント・リソースの初期化

CAAプリント・リソースを初期化する場合には，次のタスクが実行されま
す。

• すべての Advanced Printingサーバは，apx-defaultリソース以外の
CAAリソースとの関連付けが解除されます。

• すべてのプリント・リソースが停止して，登録が取り消されます。ス
プーラおよびスーパーバイザの実行は継続します。
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• /var/pd/config/apx_caa_map.confファイルに定義されているプ
リント・リソースに関連付けられているプロファイルおよび処理ス
クリプトを削除します。

• 新しい，空の /var/pd/config/apx_caa_map.conf ファイルを作
成します。

• すべてのサーバを apx-default リソースに戻し，リソースを CAA
に登録します。

初期化中に表示される出力例を次に示します。

Enter the number that corresponds to your choice:[6] 5

The Advanced Printing CAA map file already exists.
This option performs the following tasks:

- Disassociates all Advanced Printing spoolers and
supervisors from named CAA resources.

- Stops and unregisters printing resources, but leaves
spoolers and supervisors running.

- Deletes resource profiles and action scripts associated
with printing resources defined in the
/var/pd/config/apx_caa_map.conf file.

- Creates a new, empty /var/pd/config/apx_caa_map.conf file.

- Registers the apx-default resource.
Do you want to initialize anyway? (y/[n])

5.3.7 1つのメンバで実行するためのプリンタの構成

いくつかのプリンタは，ホストのシリアルまたはパラレル・ポートに直接接
続されます。これらのプリンタは，そのホスト上で実行されているスーパー
バイザによって制御されなくてはなりません。正しいクラスタ・メンバ上で
スーパーバイザが実行されるようにするには，そのスーパーバイザに対して
別個の CAA リソースを作成する必要があります。リソース・プロファイ
ルには，次のように指定します。

• placement=restricted

• hosting_members=hostname

物理プリンタ・オブジェクトの作成後，printer-associated-host 属性
にプリンタをアクセスするホストの名前を設定します。
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# pdset -c printer -x printer-associated-host=hostname
printername

さらに，プリンタに関連付けられているスーパーバイザは，そのプリンタが
直接接続されているホスト上で実行する必要があります。

printer-associated-host属性で指定されている以外のホスト上で実行
中のスーパーバイザからジョブをプリンタに送信すると，そのスーパーバイ
ザは物理プリンタを使用不能にして，次の属性を設定します。

• enabled=false

• availability=none

• printer-problem-message=”Printer port associated with a different
host”

5.3.8 クラスタにおける LPDインバウンド・ゲートウェイ

LPDインバウンド・ゲートウェイは CAAアプリケーションとして構成され
ませんが，クラスタの各メンバ上で実行できます。LPDインバウンド・ゲー
トウェイを構成するには，/usr/pd/scripts/inbound_gw_config.shス
クリプトを実行します。このスクリプトはクラスタの各メンバ上で LPDイ
ンバウンド・ゲートウェイを構成し，rc.config ファイルを修正して，シ
ステムが再起動するたびに LPDインバウンド・ゲートウェイを再起動で
きるようにします。

/sbin/init.d/apxの startコマンドおよび stopコマンドによって LPD
インバウンド・ゲートウェイを起動および停止します。

5.4 サーバの管理

この節では，スプーラおよびスーパバイザに対して実行できる管理タスクに
ついて説明します。これらのタスクには，サーバの起動と停止，一時停止と
再開，使用可能設定と使用不能設定，そして，削除も含まれます。

5.4.1 サーバの状態

サーバ属性の server-stateと enabledは，サーバ・プロセスの状態を決
定します。サーバ・プロセスは次の状態のいずれか 1つになります。

• ready (処理可能) —サーバはプリント・ジョブを受け付け可能です。こ
れはサーバの通常の処理状態です。
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• terminating (後処理中) — サーバはシャットダウン処理の最中であ
り，終了中です。

• paused (一時停止) — サーバは一時停止され，再開されるまでジョブ
を受け付けません。

server-stateは，ready (処理可能)に設定されていても，サーバが使用不
能の場合には，プリント・ジョブを受け付けません。

次のコマンドを使用して，サーバの状態を調べてください。

# pdls -c server blue_sup

次に示すように，このコマンドの省略時の設定では，server-state属性と
enabled 属性の両方を返します。

server-name server-state enabled
----------- ------------ ------------
blue_sup ready yes

5.4.2 サーバの起動

サーバの起動には，それぞれのサーバ・タイプに対する実行可能ファイルを
実行することが含まれます。スタートアップ構文は，シェル・プロンプトで
タイプできる文字列です。ただし，一般に，サーバの起動はシェル・スクリ
プトの形式で行い，ホストはそのシェル・スクリプト内部からスタートアッ
プ構文を実行します。シェル・スクリプトは，管理者が作成するスタート
アップ・スクリプトの一部にすることも，あるいは，UNIXシステムのブー
ト時に通常実行されるスクリプトにすることもできます。Tru64 UNIXシス
テムでは，このファイルは /sbin/init.d/apxになります。

プリント・システム・サーバは UNIXデーモンに似た動きをします。プリン
ト・システム・サーバは，ブート時に，ユーザからの入力なしに，シェル・
スクリプトによって起動します。典型的な UNIXデーモンと同様，サーバは
バックグラウンドで起動し，ランタイム・ディレクトリに対して相対的に動
作します。スプーラまたはスーパバイザを起動するときには，rootアカウン
トから起動する必要があります。

5.4.3 スプーラの起動

プリント・システムのスプーラを起動するコマンド構文は次のとおりです。

/usr/pd/lib/pdsplr [-a] [- c] [-d ODBpath] [-e emailAddress] [ serverName]
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-a

-aオプションは，クラッシュからの回復処理の一部として，オブジェク
ト・データベースをサーバが修復しなければならなかった後に行われる
サーバのスタートアップ時だけに必要です。

-c

このオプションは，正常なシャットダウンの後のスタートアップ時に，
データベースの完全性チェックを強制します (クラッシュ後の再起動時
には，サーバはデータベースの完全性を自動的にチェックします)。

-d ODBpath

オブジェクト・データベース・ファイルの場所を指定します。サーバは
スタートアップ時にサーバ名を必要とし，これによってオブジェクト・
データベースの場所を特定できます。省略時の設定では，サーバは，オ
ブジェクト・データベースがすべてのサーバ・オブジェクト・データ
ベース用の標準位置 (/var/pd/odb)に存在すると想定します。

-e emailAddress

-eオプションは，サーバ・スタートアップ・エラーの通知を受け取る電
子メール・アドレスを指定するために使用します。メール・アドレスを
指定しない場合には，サーバ・スタートアップ・エラーは standard

error および syslog に通知されます。

/usr/pd/lib/pdsplr -e someuser@somesystem.com myserver

次に示すのは，スプーラを起動する pdsplrコマンドの使用例です。

• オプションを付けずにスプーラ red_spl を起動するには，次のコマ
ンドを使用します。

# /usr/pd/lib/pdsplr red_spl

• 次のコマンドを使用すると，red_spl が起動され，スタートアップ・エ
ラーがあれば rootアカウントに電子メールで通知されます。

# /usr/pd/lib/pdsplr -e root red_spl

5.4.4 スーパバイザの起動

プリント・システムのスーパバイザを起動するためのコマンド構文は次
のとおりです。
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/usr/pd/lib/pdspvr [-a] [- c] [-dODBpath] [-eemailAddress] [ serverName]

-a

このオプションは，クラッシュからの回復処理の一部としてオブジェク
ト・データベースをサーバが修復しなければならなかった後に行われる
サーバ・スタートアップでの必須オプションです。

-c

-cオプションは，正常なシャットダウンの後のスタートアップ時に，
データベースの完全性チェックを強制する，省略可能なオプションで
す。データベースが破損している可能性があるときには，-cオプショ
ンを使用するとよいでしょう。

-e emailAddress

-eオプションは，サーバ・スタートアップ・エラーの通知を受け取
る電子メール・アドレスを指定するために使用します。電子メール・
アドレスを指定しない場合には，サーバ・スタートアップ・エラーは
standard error および syslogに通知されます。

プリント・システムのアウトバウンド・ゲートウェイ・スーパバイザを起動
するためのオプションは，(前述の)スーパバイザ用のオプションと同じです
が，コマンドが違います。アウトバウンド・ゲートウェイ・スーパバイザを
起動するには，次のコマンドを使用してください。

# /usr/pd/lib/pdspvlpr

次に示すのは，スーパバイザを起動する pdspvrコマンドと pdspvlprコマ
ンドの使用例です。

• オプションを付けずにスーパバイザを起動するには，次のコマンド
を使用します。

# /usr/pd/lib/pdspvr red_sup

• 次のコマンドを使用すると，スーパバイザが起動され，スタートアッ
プ・エラーがあれば，rootアカウントに電子メールで通知されます。

# /usr/pd/lib/pdspvr -e root red_sup

• 次のコマンドを使用すると，アウトバウンド・ゲートウェイ・サーバ
が起動します。

# /usr/pd/lib/pdspvlpr red_obg
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5.4.5 サーバを使用可能にする

はじめてサーバを作成して，起動した後，他のユーザから利用できるように
する前に，サーバを使用可能にする必要があります。

pdenable [-c server] [-mmessage_txt] [server name]

-m message text

このオプションには，サーバが使用可能になったときのメッセージを
含めることができます。このメッセージは pdlsコマンドで取得する
ことができます。

次に示すのは，pdenable コマンドを使用してスプーラを使用可能にす
る例です。

• スプーラ red_splを使用可能にするには，次のコマンドを使用します。

# pdenable -c server red_spl

5.4.6 サーバを使用不能にする

pddisableコマンドを使用するとサーバが使用不能になります。スプーラ
が使用不能にされると，それ以前に実行されたジョブはすべてスケジュー
リングされて，物理プリンタに渡されますが，新しいジョブの要求はすべ
て拒否されます。また，スーパバイザが使用不能にされると，スーパバイ
ザによって処理中のジョブは最後まで処理が行われて，新しいジョブはす
べて拒否されます。

pddisableコマンドの構文は次のとおりです。

pddisable [-c class_name] [-m message_txt] [- x extended_attribute_string] [-

X attribute_filename] [- server name]

-c class_name

使用不能にしようとしているオブジェクトのクラスとタイプを指定しま
す (この場合，クラスはサーバ)。

-m message text

このオプションを使用すると，pdlsコマンドで取得できるメッセージ
を含めることができます。
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-x extended_attribute_string

このオプションを使用すると，pddisableコマンドを実行したときに
設定される「属性タイプ =値」のペアを 1つ以上指定できます。

-X attribute_filename

このオプションを使用すると，pddisableコマンドを実行したときに
設定される「属性タイプ =値」の一連のペアを含むファイルの名前
を指定できます。

• スプーラ red_splを使用不能にするには，次のコマンドを使用します。

# pddisable -c server red_spl

5.4.7 サーバからのジョブの消去

サーバからジョブを消去するには，pddeleteと pdcleanの 2つのコマンド
が使用できます。pdcleanコマンドは，1つのサーバにあるすべてのジョブ
を消去します。pddeleteコマンドは，1 つのサーバから名前を指定した 1
つ以上のジョブを消去するために使用します。

5.4.7.1 サーバからのジョブの削除

pddeleteコマンドは，1つのサーバから名前を指定したジョブを 1つ以上消
去するときに使用します。

pddelete [-c job] [-x extended_attribute_string] [-X attribute_filename]

[ job_id]

-x extended_attribute_string

このオプションを使用すると，pddeleteコマンドを実行したときに設
定される「属性タイプ =値」の一連のペアを指定できます。

-X attribute_filename

このオプションを使用すると，pddelete コマンドを実行したときに
設定される「属性タイプ =値」の一連のペアを含むファイルの名前
を指定できます。

次に示すのは，pddelete コマンドを使用してサーバから特定のジョブ
を削除する例です。
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• スプーラ blue_spl上のジョブ 155を削除するには，次のコマンドを使
用します。

# pddelete -c job blue_spl:155

5.4.7.2 スプーラからのすべてのジョブの消去

pdcleanコマンドは 1つのスプーラにあるすべてのジョブを消去します。
pdclean を使用してスプーラからジョブを消去する際には，次の事項を
考慮してください。

• クリーン処理は非同期です。処理が完了しなくても新しいシェル・プロ
ンプトが表示されます。

• 処理を実行する前に，スプーラを使用不能にする必要があります。

• 保持されたジョブ，完了したジョブ，現在処理中のジョブ，印刷中の
ジョブが削除されます。

pdcleanコマンドのフォーマットは次のとおりです。

pdclean [-c server] [-mmessage_txt] [server name]

-m message text

サーバ・メッセージ・テキストを設定します。pdlsコマンドを使用す
ると，このメッセージを表示できます。

• pdcleanコマンドを使用して red_splにあるすべてのジョブを消去する
には，次のコマンドを使用します。

# pdclean -c server red_spl

5.4.8 サーバの一時停止

スプーラを一時停止するには pdpauseコマンドを使用します。スーパバイザ
を一時停止することはできません。スプーラが一時停止されると，ジョブ
をスーパバイザに引き渡しませんが，スプーラに関連付けられた論理プリ
ンタは引き続き新しいジョブを受け付けます。

pdpause コマンドの構文は次のとおりです。

pdpause [-c server] [-m message_txt] [- x extended_attribute_string] [- X

attribute_filename] [server_name ]
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-m message text

このオプションには，サーバが一時停止されたときのメッセージを含
めることができます。このメッセージは pdlsコマンドで取得する
ことができます。

-x extended_attribute_string

このオプションを使用すると，コマンドを実行したときに設定される
「属性タイプ =値」の一連のペアを指定できます。

-X attribute_filename

このオプションを使用すると，コマンドを実行したときに設定される
「属性タイプ = 値」の一連のペアを含むファイルの名前を指定でき
ます。

次に示すのは，pdpauseコマンドを使用してサーバを一時停止する例です。

• red_splを一時停止するには，次のコマンドを使います。

# pdpause -c server red_spl

5.4.9 サーバの再開

pdresumeコマンドを使用すると，pdpause コマンドによって一時停止さ
れていたサーバの処理を再開できます。pdresume コマンドの構文は次
のとおりです。

pdresume [-c server ] [-m message_txt] [- x extended_attribute_string] [- X

attribute_filename] [server_name ]

-m message text

このオプションでは，サーバ処理が再開されたときのメッセージを含
めることができます。このメッセージは pdlsコマンドで取得する
ことができます。

次に示すのは，pdresumeコマンドを使用してサーバを再開する例です。

• スプーラを再開し，サーバ・メッセージを設定するには，次のコマ
ンドを使用します。

# pdresume -c server /
-m "Spooler operation resumed at 13:00" red_spl
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5.4.10 サーバのシャットダウン

pdshutdownコマンドを使用すると，サーバ・プロセスをシャットダウン
できます。このコマンドが実行されると，スプーラとスーパバイザは自分
自身を使用不能にしてから，when_time オプションの値で指定された方法
によってシャットダウンします。

pdshutdown [-c server] [-w when_time] [- x extended_attribute_string] [- X

attribute_filename] [server_name ]

-w when_time

このオプションは，サーバがシャットダウンされる前にどの程度の処理
ができるかを指定します。次の引数が指定可能です。

• now

– サーバがスプーラの場合，ただちにシャットダウンされます。
スーパバイザに対して完全に実行されていないジョブは，完了
できないことがあります。

– サーバがスーパバイザの場合，すべてのジョブが取り消され，
後で処理するためにスプーラに戻されます。

• after-current (省略時の値)

– サーバがスプーラの場合，スーパバイザに対して新しいジョブ
の送信を停止して，既に送信したジョブの処理が完了した後
でシャットダウンします。

– サーバがスーパバイザの場合，現在印刷中のジョブがすべて
完了してからシャットダウンします。

• after-all

– サーバがスプーラの場合，新しいジョブの受け付けを停止
し，現在印刷中のジョブがすべて完了してからシャットダウ
ンします。

– サーバがスーパバイザの場合，新しいジョブの受け付けを停止
し，現在印刷中のジョブがすべて完了してからシャットダウン
します (after-currentと同じことに注意)。

いずれかのプリンタが一時停止され，プリント・ジョブが待
機中である場合，サーバはシャットダウンしないことに注意
してください。

サーバの作成と管理 5–23



次に示すのは，サーバを停止するために pdshutdownコマンドを使用す
る例です。

• 現在印刷中のジョブすべてが完了した後でスプーラをシャットダウンす
るには，次のコマンドを使用します。

# pdshutdown red_spl

5.4.11 サーバの削除

pddeleteコマンドを使用すると，サーバを削除できます。 サーバを削除
するときには，次の項目を考慮してください。

サーバがスプーラの場合：

• サーバを使用不能にして，スプーラ上に現在存在するすべてのジョ
ブを削除する必要があります。

• スーパバイザは associated-queue 属性と printer-associated-

printers 属性を設定して，スプーラに関連付けられているすべて
の物理プリンタを空にします。

• 関連付けられたすべてのサーバ・オブジェクト (キュー，論理プリン
タ，初期値ジョブ，初期値ドキュメント) は削除されます。

• サーバは終了します。

削除する予定のサーバがスーパバイザの場合：

• スーパバイザ上にアクティブなジョブが存在しないこと，サーバを使
用不能にすることが必要です。

• 関連付けられたスプーラは，すべてのマッピング属性から物理プリンタへ
の参照を消去して，影響を受けるキューと論理プリンタを更新します。

• 関連付けられたすべての物理プリンタ・オブジェクトとスーパバイザ・
データベースは削除されます。

• スーパバイザは終了します。

pddeleteコマンドを使用して，サーバを削除します。このコマンドの構文
は次のとおりです。

pddelete [-c server] [server_name]
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• 次の例のコマンドは，スプーラ blue_spl，関連付けられたすべての
論理プリンタ，関連付けられたすべてのキュー，残っているすべて
のジョブを削除します。

# pddisable -c server blue_spl
# pdclean -c server blue_spl
# pddelete -c server blue_spl

• 次の例のコマンドでは，スーパバイザ blue_supとサーバの物理プリン
タ・オブジェクトすべてを削除します。

# pddisable -c server blue_sup
# pddelete -c server blue_sup
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6
キューとプリンタの作成および管理

この章では，キュー，論理プリンタ，物理プリンタの作成および管理の方法
と，プリンタに対する省略時のオブジェクトの作成方法を説明します。この
章は次の項に分けられています。

• キューの作成と管理

• 物理プリンタの作成と管理

• 論理プリンタの作成と管理

• 省略時のオブジェクトの作成

この章で使用されるコマンドの詳細説明については，『Advanced Printing
Softwareコマンド・リファレンス・ガイド』を参照してください。

6.1 キューの作成と管理

論理プリンタと物理プリンタの抽象化は，キューによって結び付けられま
す。1 つの論理プリンタと 1つの物理プリンタを 1つのキュー・オブジェ
クトに関連付けることによって，ユーザが印刷のために指定するプリンタ
と，出力デバイスの特性によって定義された物理プリンタとの関係を確立す
ることになります。

キューを作成するときには，キューをスプーラに関連付けます。関連付けら
れたスプーラは，次の処理を行います。

• ローカル・ファイルの /etc/printers.confファイルにエントリを作
成することで，キューをネーム・サービスに登録します。

• 新しいキューを使用不能として初期化します。

• 新しいキューの名前をスプーラ属性 queues-supportedに追加します。

キューの作成は，pdcreateコマンドまたは pdprintadmin GUI を使用し
て行います。pdprintadmin GUI を使用してプリンタを作成すると，プリ
ント・システムでキューを自動的に作成するかどうかが尋ねられます。ま
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た，pdcreateを使用してキューを作成するとき，pdcreateの構文は次
のとおりです。

pdcreate [-c queue] [-x extended_attribute_string] [- X attribute_filename]

[queue_name]

• production_qという名前のキューを作成し，それを red_splという名前
のスプーラに関連付けるには，次のコマンドを使用します。

# pdcreate -c queue red_spl:production_q

6.1.1 キューを使用可能にする

pdenableコマンドを使用するとキューを使用可能にできます。キューを使
用可能にすると，キューはプリント・ジョブを受け付けます。キューを使用
可能にする場合，pdenableコマンドの構文は次のようになります。

pdenable [-c queue] [-m message text] [- x extended_attribute_string] [- X

attribute_filename] [queue_name ]

6.1.2 キューからのジョブの削除

オペレータと管理者は pdcleanコマンドを使用して，1 つのキューからすべ
てのジョブを削除することができます。

pdcleanコマンドを使用してキューからすべてのジョブを削除すると，関連
付けられた物理プリンタで，現在印刷中，保持中，または，処理中のジョ
ブは削除されます。このコマンドを実行する前に，キューを使用不能にす
る必要があります。

• production_q という名前のキューからすべてのジョブを削除するに
は，次のコマンドを使用します。

# pdclean -c queue production_q

6.1.3 キューの状態

state 属性には，キューの現在の状態が入っています。キューは次の 2
つの状態のいずれかになります。

• ready (処理可能) — キューの通常の動作状態。

• paused (一時停止) —キューは一時停止され，ready 状態に戻るまで物理
プリンタにジョブを送信しません。
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キューは pdpause コマンドで一時停止され，pdresumeコマンドで再開
されます。

6.1.4 キュー属性のリスト

pdlsコマンドを使用すると，キューの属性を表示できます。

• production_qという名前のキューの logical-printers-ready属性
と physical-printers-ready 属性を表示するには，次のコマンド
を使用します。

# pdls -c queue production_q

このコマンドの出力は，次のとおりです。

queue-name logical-printers-ready physical-printers-ready
---------- ---------------------- -----------------------
production_q colorPS hpcolorPS

• キュー mail_q のすべての属性をリストするには，次のコマンドを使
用します。

# pdls -c queue -r all -s line mail_q

このコマンドの出力は，次のとおりです。

mail_q: object-class = queue
mail_q: queue-name = mail_q
mail_q: associated-server = red_spl
mail_q: enabled = no
mail_q: availability = none
mail_q: state = ready

6.2 物理プリンタの作成と管理

プリント・システムでは，物理プリンタとは出力デバイスを表すオブジェク
トのことです。

サポートされる物理プリンタには，それぞれのプリンタのためのプリンタ属
性ファイル (Printer Attribute File - PAF)があります。PAFファイルには，
プリンタとの通信とその制御に必要な属性の推奨設定が含まれています。プ
リンタ属性ファイルは名前のフォーマットが printer_model.pafなので，
新しい物理プリンタ用の適切なプリンタ属性ファイルは，プリンタ・モデル
によって決定できます。たとえば，Digital_DEClaser5100_level2PS.paf は
Digital DEClaser5100プリンタ用のプリンタ属性ファイルになります。

pafファイルは /usr/pd/share/capディレクトリに格納されています。
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6.2.1 物理プリンタの作成

pdcreateコマンドを使用すると物理プリンタを作成できます。pdcreate コ
マンドの構文は次のとおりです。

pdcreate [-c printer] [-x extended_attribute_string] [- X attribute_filename]

[printer_name]

物理プリンタを作成する際に指定する必要のある属性は，次のとおりです。

• printer-model — プリンタのモデル名。

• printer-address — プリンタのデバイス・アドレスまたはネット
ワーク・アドレス。

• associated-queue —プリンタが関連付けられているキュー (1つま
たは複数)の名前。

• printer-connection-method —シリアル接続，パラレル接続，ip
–ソケット接続，LPD接続，digital-printserver接続がサポートされ
ています。

プリンタ属性ファイルには，printer-model，printer-connection-

level，printer-tcpip-port-number属性の省略時の値が含まれていま
す。他の属性の値については，物理プリンタを作成するときに指定するか，
物理プリンタを作成した後でその値を設定または変更できます。

6.2.1.1 プリンタ・アドレスの設定

スーパバイザでは，接続されているすべてのプリンタについて，
printer-address属性に一意な値が指定されていることが必要です。こ
の属性に値が割り当てられていない場合，物理プリンタを使用可能にする
ことはできません。

次の表は，スーパバイザが認識する printer-address属性の一般的な形式で
す。この形式は，シリアル，パラレル，IPネットワーク・ソケットの各接続
を示しています。IPネットワーク・ソケット・ポートは，シンプルなノード
名，ドット付きまたはドットなしのドメイン構文のアドレス，ポート番号付
きまたはポート番号なしのアドレスのいずれかになります。

6–4 キューとプリンタの作成および管理



表 6–1: プリンタ・アドレス・フォーマット

形式 説明 接続方法 スーパバイザ

/dev/lp<n> パラレル・ポート n パラレル pdspvr

/dev/tty<nn> シリアル・ポート nn シリアル pdspvr

name[:port] ホスト名 (ドメインな
し) とポート

IP ソケット pdspvr

name.dom[:port] ドメインを指定したホ
スト名とポート

IP ソケット pdspvr

address [:port] 数値の IPアドレスとポート IP ソケット pdspvr

ホスト，プリン
タ，拡張

アウトバウンド・ゲート
ウェイ・プリンタ

bsd pdspvlpr

ポート番号を指定しなければ，スーパバイザはその番号を
printer-tcpip-port-number 属性から取り出すことに注意してくだ
さい。printer-address の一部としてポート番号を指定した場合は，
printer-tcpip-port-numberに値が指定されていても，そのポート番
号が優先されます。

6.2.1.2 プリンタ接続方法の設定

プリンタ・ハードウェアは，いくつかの方法でスーパバイザ・ホストに接
続されます。デスクトップ・プリンタやミッドレンジ・プリンタには，通
常，背面に 1つ以上のコネクタがあり，それによってホスト，ターミナル・
サーバ，ネットワークなどのデータ・ソースに接続できます。そのような
コネクタと，コネクタが接続しているハードウェアをプリンタ・インタコ
ネクトといいます。

プリンタの中には，インタコネクトが，顧客が別個に購入するハードウェア・
オプションであり，1 つのプリンタ・モデルに対して常に同じとは限らないも
のもあります。また，別のプリンタでは，接続可能なものは既知であって，変
わりません。物理インタコネクトの例としては，次のものが挙げられます。

• RS-232 シリアル

• セントロニクス・パラレル

• イーサネット
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物理インタコネクトの中には，単方向や双方向などのバリエーションがあり
ます。また，中には，TCP/IPなどのリンク・レイヤ・プロトコルや bsd/lpd
などのセッション・レイヤ・プロトコルをサポートするものもあります。

プリント・システムでの接続方法とは，サーバ・プロセスがプリンタ出力デ
バイスと通信できる一連の方法のことですprinter-connection-method

属性は，プリンタで使用できる適切な接続方法を指定します。サポートさ
れている接続方法には，次のものがあります。

• serial (シリアル)

• parallel (パラレル)

• ip-socket (IP ソケット)

• digital-printserver (DIGITAL PrintServer)

• bsd

1つのスーパバイザは，複数の接続方法を同時に使用することによって，複
数の出力デバイスをサポートできます。

printer-connection-methodの値が指定されていなければ，pdspvrスー
パバイザは次の基準で値を選択します。

1. printer-address の値の形式が /dev/lp<n> の場合，接続方法は
parallel です。

2. printer-addressの値の形式が /dev/tty<nn>の場合，接続方法は serial
です。

3. printer-addressの値が "/dev/デバイス・ファイル名" ではない場合，接
続方法は ip-socket です。

6.2.1.3 プリンタ接続レベルの設定

プリンタの中には，他のプリンタが提供するよりも多くの接続機能を使用す
るものがあります。たとえば，シリアル・バック・チャネルに状態メッセー
ジを提供するプリンタもあります。広範囲の接続タイプをサポートするため
に，プリント・システムは printer-connection-level属性を使用しま
す。次の表に示すように，この属性に設定可能な値は 0から 5までです。
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値 説明

0 何も指定していない - システムの省略時の値を使用する。

1 出力専用データ (単方向)。単方向のみのプリンタは，用紙切れや紙
詰まり，オフラインなどの状態をスーパバイザ・プロセスに報告
できない。スーパバイザは，フロー制御を利用 (利用可能な場合)
して，プリンタの電源が入っていなかったり，利用可能でなかっ
たりしたときに，ドキュメント・データがあふれるのを妨ぐ。

2 出力専用データ，状態ビットが返される。状態ビットの
形式で状態を報告するプリンタは，プリンタがオフライ
ンであるときや，エンジン・エラーが発生したときなどの
状態情報をスーパバイザに提供できる。

3 双方向 (同期のとれたセッション制御のないもの)。双方向
データ接続を利用する PostScript プリンタは，ホストに対し
てさらに詳細で，広範囲のプリンタ情報メッセージを送信す
る。プリント・システム・スーパバイザは，このようなプリ
ンタ・メッセージの多くをイベントや障害テキストに変換
する。これは，クライアントが表示できる。

4 双方向 (同期のとれたセッション制御のあるもの)。前述の値
3 での PostScript プリンタに関する説明を参照。

5 DIGITAL PrintServer。

プリント・システム・ソフトウェアで提供されるプリンタ属性ファイ
ルには，サポートされるそれぞれのプリンタの適切な接続レベル定義
が含まれています。通常の環境では，プリンタ属性ファイル設定の
printer-connection-levelの値を変更する必要はありません。これは，
通常，プリンタとそのインタコネクトによってレベルが決まるためです。た
だし，ターミナル・サーバや他の特殊な目的のインタフェースを使用する
と，プリント・システムが提供できるサポートのレベルに影響するので，プ
リンタに対する (性能は劣るが)信頼性の高いサポートを得るために，接続レ
ベルを低くしなければならないこともあります。

6.2.1.4 シリアル・ポート・パラメータ属性の設定

プリンタをシリアル・ポートに接続するには，いくつかの通信パラメータを
指定する必要があります。printer-baud-rate属性を指定しない場合，プリン
ト・システムは，ポートがあらかじめ正しく設定されていると想定します。
ただし，printer-baud-rateを指定した場合，スーパバイザは，他の属性が当
初何も指定されていない場合は，それらの属性を管理者が指定した値，また
は次の表に示す値に設定します。
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属性 有効な値 省略時の値

printer-baud-rate 300, 1200, 2400, 4800,
9600, 19200, 38400,
57600, 115200

物理ポート設定を使
用する。

printer-data-bits 5, 6, 7, 8 8

printer-stop-bits 0, 1, 2 1

printer-input-flow-control none, xoff, dtr xoff

printer-output-flow-
control

none, xoff, dtr xoff

printer-parity none, even, odd, mark,
space

none

6.2.1.5 TCP/IP ポート番号の設定

TCP/IP ソケット接続へ接続するには，プリンタが通信に使用するポート
番号を知っている必要があります。printer-tcpip-port-number属性
により，スーパバイザは ip-socket接続のプリンタに接続するときに，指定
されたポート番号を使用します。

printer-address属性の一部としてポート番号を指定した場合，そのポー
ト番号はこの属性値を無効にします。プリンタ属性ファイルは，HP JetDirect
プリンタなどのように，主流となっているネットワーク接続オプションをプ
リンタが備えているときにはいつでも printer-tcpip-port-number属
性を含みます。

属性 有効な値 省略時の値

printer-tcpip-port-number 1 - 65535 9100

6.2.2 物理プリンタの作成例

次に示すのは，物理プリンタ作成の例です。

• 次の例は，blue_supで制御され，キュー production_qに関連付けら
れた物理プリンタ dec5100の作成方法を示しています。

# pdcreate -c printer \
-X Digital_DEClaser5100_Level2PS.paf \
-x printer-address=61.140.16.20 \
-x associated-queue=production_q \
blue_sup:dec5100
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• 物理プリンタ highcapを作成するとき，Lexmark 4039 10plus Level 2
PSプリンタ用に，スーパバイザ red_suprで，プリンタ・アドレスが
/dev/pts/1，関連付けられたキューが mail_q，input-trays-supported
属性と input-trays-ready属性の追加値として large-capacityを持つよ
うに設定するには，次のように入力します。

# pdcreate -c printer \
-X LXK_4039plus_Level2PS.paf \
-x printer-address=/dev/pts/1 \
-x associated-queue=mail_q \
-x input-trays-supported+=large-capacity \
-x input-trays-ready+=large-capacity \
red_sup:lxk4039

Lexmark 4039 10plus Level 2 PSプリンタ用のプリンタ・データ・シー
トは，large-capacityをオプションの給紙トレイとして指定しているこ
とに注意してください。これはオプションなので，プリンタ属性ファイ
ルは input-trays-supported属性と input-trays-ready属性のための値を
含みません。このトレイをサイトで利用可能にするには，オプションの
トレイ用の値を属性に追加する必要があります。この例では，作成操作
中にこの値を設定できることを示しています。また，プリンタの作成後
に，pdsetコマンドで属性値を追加することもできます。

6.2.3 物理プリンタに対するオプション属性の設定

プリンタやプリント・システムの機能を十分に活用するために，多くの属性
を設定することができます。これらの属性によって，両面印刷，セパレー
タ・ページ，「N アップ (片面への複数ページ印刷)」などの機能を使用す
ることができます。

次の例は，いくつかの一般的な属性を設定する方法を示しています。

• ジョブとジョブの間に，プリンタがセパレータ・ページを印刷するよ
うにするには，次のコマンドを使用して，必要な属性を物理プリンタ
に設定します。
# pdset -c printer \
-x ’job-sheets-supported=none job-copy-start job-copy-wrap’ \
<pp-name>
# pdset -c printer
-x ’job-sheets-ready=none job-copy-start job-copy-wrap’ \
<pp_name>
# pdset -c printer \
-x ’document-sheets-ready=none document-set-start-copy-separate’ \
<pp_name>
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• プリンタが両面印刷をサポートしており，PAFファイルにこの属性が設
定されていない場合は，次の属性を追加または設定する必要があります。

# pdset -c printer -x ’sides-supported=1 2’\
-x ’sides-ready=1 2’ <pp_name>
# pdset -c printer -x ’sides-ready=1 2’ \
-x ’sides-ready=1 2’ <pp_name>
# pdset -c printer -x ’plexes-supported=simplex \

duplex tumble’ <pp_name>

• プリンタが PostScript プリンタの場合に，横長フォーマットや縦長
フォーマットでテキスト・ファイルを印刷できるようにするには，
次のように設定します。

# pdset -c printer \
-x ’content-orientations-supported=landscape portrait’ \
<pp_name>

6.2.4 物理プリンタを使用可能にする

物理プリンタを使用可能にすると，プリンタはそれに関連付けられたキュー
からのプリント・ジョブを受け付けることができます。

pdenableコマンドを使用して物理プリンタを使用可能にします。物理プリ
ンタを使用可能にする場合は，次のことに注意する必要があります。

• associated-queue属性で指定したキューが既に存在している必要があり
ます。このキューをサポートするスプーラは，操作が正常に行われるよ
うに実行中でなければなりません。

• スーパバイザ，スプーラ，キューの physical-printers-ready 属性に
そのプリンタが追加されます。

pdenable コマンドの構文は次のとおりです。

pdenable [-c class_name] [-mmessage_txt] [- x extended_attribute_string] [-

X attribute_filename] [server_name: ] [printer_name]

pdenableコマンドの省略時クラスが printerなので，プリンタを使用可能
にするときに -cオプションを指定する必要はありません。

• プリンタ dec5100を使用可能にするには，次のコマンドを使用します。

# pdenable dec5100

• プリンタ lxk4039を使用可能にして，プリンタとプリンタの場所を説明
するメッセージを含めるには，次のコマンドを使用します。

6–10 キューとプリンタの作成および管理



# pdenable -m "High-speed PostScript - Lab 2B" lxk4039

6.2.5 物理プリンタを使用不能にする

pddisableコマンドは物理プリンタを使用不能にするために使用します。
物理プリンタを使用不能にすると，プリンタは新しいプリント・ジョブを
受け付けなくなります。ただし，現在印刷中または処理中のジョブは最後
まで実行されます。

次の属性は，物理プリンタを使用不能にすると更新されます。

• スーパバイザ，キュー，スプーラの physical-printers-ready属性からそ
のプリンタの名前が消去されます。

pddisableコマンドの構文は次のとおりです。

pddisable [-c printer] [-m message_txt] [- x extended_attribute_string] [- X

attribute_filename] [server_name: ] [printer_name]

次に示すのは，pddisableコマンドを使用して物理プリンタを使用不能
にする例です。

• 物理プリンタ lxk4039を使用不能にするには，次のコマンドを使用し
ます。

# pddisable lxk4039

6.2.6 物理プリンタの一時停止

pdpauseコマンドは，物理プリンタの出力を一時停止するために使用できま
す。物理プリンタを一時停止すると，次の処理が行われます。

• スーパバイザは出力デバイスへのプリント・データの送信を停止します。

• 物理プリンタは可能な限りすぐに印刷を停止します。

• 物理プリンタに関連付けられたスプーラは，プリンタが一時停止
(paused)状態の間は新しいジョブをスケジューリングしません。

一時停止されたときにプリンタが印刷をしていない場合にも，印刷をもう一
度開始するには，再開操作 (pdresume)が必要です。

pdpause コマンドの構文は次のとおりです。

pdpause [-c class_name] [-m message_txt] [- x extended_attribute_string] [-

X attribute_filename] [printer_name ]
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pdpause を使用して物理プリンタを一時停止させる場合には，オブジェ
クト・クラスの省略時の値がプリンタなので，これを指定する必要はあ
りません。

• プリンタ dec5100を一時停止させるには，次のコマンドを使用します。

# pdpause dec5100

6.2.7 物理プリンタの再開

pdresumeコマンドは，pdpauseコマンドによって一時停止されているプリ
ンタの処理を再開します。プリンタを再開するときに，プリンタは，現在割
り当てられているプリント・ジョブがある場合には，そのジョブが一時停止
された時点から印刷を再開します。

pdresume コマンドの構文は次のとおりです。

pdresume [-c class_name] [-m message_txt] [- x extended_attribute_string] [-

X attribute_filename] [printer_name ]

このコマンドの省略時のクラスはプリンタです。

• プリンタ hpcolorPSを再開するには，次のコマンドを実行します。

# pdresume hpcolorPS

6.2.8 物理プリンタ・オブジェクトの削除

pddeleteコマンドは，物理プリンタ・オブジェクトを削除するために使
用します。

物理プリンタ・オブジェクトを削除する前に，プリンタを使用不能にして，
現在アクティブなジョブをすべて削除する必要があります。

次の属性は，物理プリンタを削除するときに更新されます。

• スーパバイザ，スプーラ，およびキューの physical-printers-supported
属性が更新されます。

• 論理プリンタの printers-ready 属性と printer-associated-printers 属
性が更新されます。

• 指定されたプリンタがキューに関連付けられた唯一の物理プリンタであ
る場合，スプーラは，ジョブが別の物理プリンタに関連付けられるま
で，そのキューでのジョブのスケジューリングを停止します。
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pddelete コマンドの構文は次のとおりです。

pddelete [-c class_name] [-x extended_attribute_string] [-X

attribute_filename] [printer_name]

• プリンタ hpcolorPSを削除するには，次のコマンドを使用します。

# pddelete hpcolorPS

6.3 論理プリンタの作成と管理

論理プリンタ・オブジェクトは，特定の特性と 1つ以上の物理プリンタの機
能を示す抽象化です。ユーザはジョブを印刷するときに，論理プリンタを指
定することによって，ジョブやドキュメントの必要条件を満たす一連のデバ
イスにプリント・データを渡します。

次の例のように，pdcreateコマンドを使用して，論理プリンタを作成し，
オペランドの一部としてスプーラ・サーバを指定します。

pdcreate [-c printer] [-x extended_attribute_string] [- X attribute_filename]

[spooler_name:printer_name]

論理プリンタを作成するとき，関連付けられたスプーラは次の処理を行
います。

• 論理プリンタをネーム・サービスに登録します。

• 新しい論理プリンタを使用不能として初期化します。新しい論理プリン
タを使用可能にするには，使用可能操作を実行する必要があります。

• 新しい論理プリンタの名前を，スプーラの logical-printers-

supported 属性に追加します。

プリント・システムは，論理プリンタを使用可能にする前に，論理プリン
タに関連付けられたキューの名前を必要とします。オブジェクトを作成し
た後でも，対応する associated-queue 属性を設定できますが，この属
性は作成操作で指定するようにしてください。

作成操作で associated-queue 属性を指定した場合，関連付けられたス
プーラはスプーラの logical-printers-supported属性を更新します。
associated-queueを指定した場合は，指定されたキューが存在する必要
があります。キューが存在しない場合，処理は失敗します。
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また，initial-value-job オブジェクトと initial-value-document

オブジェクトを指定して，printer-initial-value-job 属性と
printer-initial-value-document 属性を持つ論理プリンタのジョブ
とドキュメントの省略時の値を設定することもできます。これらの属性
は，作成操作で設定することも，オブジェクト作成後に設定操作で設定す
ることもできます。

6.3.1 論理プリンタの作成例

次は，論理プリンタの作成例を示しています。

• 論理プリンタ doc2を，スプーラ red_spl上のキュー production_qに関
連付けて作成するには，次のコマンドを使用します。

# pdcreate -c printer \
-x "associated-queue=production_q" red_spl:doc2

6.3.2 オプションの論理プリンタ属性の設定

プリンタの機能を最大限に実現するために，設定が必要となる属性は数多く
あります。これらの属性によって，プリンタの機能の使用を可能にし，両面
印刷，セパレータ・ページ，「Nアップ (片面への複数ページ印刷)」(テキス
ト・ファイルの方向)などの機能を有効にできます。

これらの属性は，論理プリンタが使用可能になったときに，物理プリンタの
属性から継承されることに注意してください。論理プリンタを使用可能にす
る前に，論理プリンタ属性の値を物理プリンタ属性とは異なる値に設定した
場合，物理プリンタの属性は継承されません。

6.3.3 論理プリンタに対する管理機能の実行

以降の各項では，プリント環境で論理プリンタに対して実行できる管理機能
を説明します。機能には次のものがあります。

• 論理プリンタを使用可能にする

• 論理プリンタを使用不能にする

• プリンタ属性をリスト表示する

• 論理プリンタに対して実行されたジョブを表示する

6–14 キューとプリンタの作成および管理



6.3.4 論理プリンタを使用可能にする

pdenableコマンドは，論理プリンタを使用可能にするために使用されま
す。論理プリンタを使用可能にするときには，次の点に注意してください。

• associated-queue属性に名前を指定されたキューが既に存在している必
要があります。

• プリンタは，関連付けられたキューとスプーラの logical-printers-ready
属性に追加されます。

• プリンタは，関連付けられたすべての物理プリンタの printers-ready属
性に追加されます。

• プリンタは，論理プリンタにまだ定義されていない物理プリンタの
xxx-supported 属性を継承します。

pdenable コマンドの構文は次のとおりです。

pdenable [-c printer] [-mmessage_txt] [- x extended_attribute_string] [- X

attribute_filename] [printer_name ]

次に示すのは，論理プリンタを使用可能にする例です。

• 省略時のサーバ上の log_printer_1 を使用可能にするには，次のコマ
ンドを使用します。

# pdenable log_printer_1

6.3.5 論理プリンタを使用不能にする

pddisable コマンドは論理プリンタを使用不能にするために使用されま
す。論理プリンタを使用不能にすると，新しいプリント・ジョブ要求は受
け付けられず，そのプリンタの名前は関連付けられたキューとスプーラの
logical-printers-ready属性から削除されます。

pddisableコマンドの構文は次のとおりです。

pddisable [-c printer] [-m message_txt] [- x extended_attribute_string] [- X

attribute_filename] [printer_name ]

次に示すのは，pddisableコマンドを使用して論理プリンタを使用不能
にする例です。

• オプションを使用せずに論理プリンタを使用不能にするには，次の
コマンドを使用します。
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# pddisable logical_printer_1

6.3.6 プリンタ属性のリスト表示

pdlsコマンドを使用すると，論理プリンタの属性をリスト表示できます。
pdls コマンドの構文は次のとおりです。

pdls [-c class_name] [-ffilter_txt] [- F] [-g] [-r requested_attribute]

[s- style_name] [x-extended_attribute_string ] [X-attribute_filename ]

[printer_name]

次の例は，pdlsコマンドの使用方法と，このコマンドで生成される出力を
示しています。

• 論理プリンタ lpx0001用のすべての属性を，1行に 1属性で表示するに
は，次のコマンドを実行します。

# pdls -c printer -r all -s line lpx0001
lpx0001: object-class = printer
lpx0001: printer-name = lpx0001
lpx0001: availability = normal
lpx0001: printer-realization = logical
lpx0001: printer-state = idle
lpx0001: enabled = yes
lpx0001: associated-queue = px0001
lpx0001: associated-server = amanda
lpx0001: printer-associated-printers = px3
pr1
lpx0001: printers-ready = px3
pr1

• 論理プリンタ lpx0001の associated-queue属性だけを表示するには，次
のコマンドを実行します。

# pdls -c printer -r associated-queue lpx0001
associated-queue
-----------------
px0001

6.3.7 論理プリンタに対して実行されたジョブの表示

pdqコマンドを使用すると，論理プリンタに対して実行されたジョブのリス
トを作成することができます。このコマンドは，プリンタに関連付けられた
キューの中に現在ある，1つまたはすべてのジョブを表示するために使用で
きます。ジョブは，印刷のためにスケジューリングされた順序で表示されま
す。 次に示すのは，pdqコマンドの使用例です。
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• lpx0001にキューイングされたすべてのジョブのリストを表示するに
は，次のコマンドを実行します。

# pdq -p lpx0001 -r all -s line
amanda:12: object-class = job
amanda:12: job-identifier = amanda:12
amanda:12: assigned-queue = px0001
amanda:12: printer-name-requested = lpx0001
amanda:12: job-originating-host = bulldog
amanda:12: job-owner = grace
amanda:12: print-complete = yes
amanda:12: user-name = grace
amanda:12: number-of-documents = 4
amanda:12: job-submission-complete = yes
amanda:12: submission-time = 26:06:97:11:10:42
amanda:12: total-job-octets = 464786
amanda:12: job-hold = no
amanda:12: results-profile = {job-copies=1}
amanda:12: job-name = cheatsheetCH2.ps
amanda:12: printers-assigned = px3
amanda:12: current-job-state = printing
amanda:12: started-printing-time = 26:06:97:11:10:44
amanda:12: previous-job-state = processing
amanda:12: intervening-jobs = 0
amanda:12: job-copies = 1

ここで提供される情報は 1つのジョブのものです。複数のジョブがこの
プリンタにキューイングされている場合，これと同じ情報がそれぞれの
ジョブについて提供されます。

• lpx0001に対して実行されたジョブの簡潔な属性リストを表示するに
は，次のコマンドを実行します。

# pdq -p lpx0001 -r brief -s line
amanda:16: job-identifier = amanda:16
amanda:16: job-name = voicemail.txt
amanda:16: current-job-state = processing
amanda:16: intervening-jobs = 0
amanda:16: printer-name-requested = lpx0001
amanda:16: printers-assigned = pr1
amanda:19: job-identifier = amanda:19
amanda:19: job-name = net.Form.ps
amanda:19: current-job-state = printing
amanda:19: intervening-jobs = 0
amanda:19: printer-name-requested = lpx0001
amanda:19: printers-assigned = px3
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6.3.8 論理プリンタの削除

pddeleteコマンドは論理プリンタを削除するために使用します。論理プリ
ンタを削除する際は，次のことを考慮してください。

• プリンタを使用不能にして，アクティブなジョブを置かないようにす
る必要があります。

• スーパバイザ，スプーラ，キューの physical-printers-supported 属
性が更新されます。

• 論理プリンタの printers-ready 属性と printer-associated-printers 属
性が更新されます。

• 指定されたプリンタがキューに関連付けられている唯一の物理プリンタ
である場合，スプーラは，そのキューが別の物理プリンタに関連付けら
れるまで，そのキューでのジョブのスケジューリングを停止します。

pddelete コマンドの構文は次のとおりです。

pddelete [-c printer] [-m message_txt] [- x extended_attribute_string] [- X

attribute_filename] [printer_name ]

次のコマンドは，論理プリンタの削除方法を示しています。

• プリンタ printer_1を削除するには，次のコマンドを使用します。

# pddelete printer_1

6.4 省略時のオブジェクトの作成

印刷の省略時の値は，相当する属性がプリント要求の中に存在しない場合
に，プリント・システムがジョブやドキュメントに自動的に適用する属性
値です。プリント・システムはプリント・オブジェクトの 2つのクラスを
使用して，省略時の属性値のセットを特定します。これらのオブジェク
ト・クラスは，次のとおりです。

• initial-value-job —省略時の値を持つジョブ属性を含む

• initial-value-document — 省略時の値を持つドキュメント属性
を含む

省略時の値は，ジョブの本来の出力先である物理プリンタの機能を反映して
います。このため，最初に物理プリンタを作成し，希望するプリンタ属性を
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設定してから，initial-value-jobオブジェクトと initial-value-documentオ
ブジェクトを作成してください。

initial-value-job オブジェクトと initial-value-document オブ
ジェクトはスプーラ・オブジェクトなので，関連付けられたスプーラは，初
期値オブジェクトを作成する前に存在している必要があります。

6.4.1 ジョブとドキュメントの省略時の値の指定

物理プリンタの機能を考慮して，1 つの物理プリンタにさまざまな省略
時の値を指定するために，複数の initial-value-job オブジェクトと
initial-value-document オブジェクトを作成することができます。
initial-value-jobオブジェクトと initial-value-documentオブジェクトを適
用する方法によって，物理プリンタが出力に使用する省略時の値が決定
されます。

initial-value-jobオブジェクトまたは initial-value-documentオ
ブジェクトを適用するには，次のいずれか一方，または両方を行う必要が
あります。

• 論理プリンタに対して printer-initial-value-job 属性と
printer-initial-value-document属性を設定することで，論理
プリンタにオブジェクト設定を適用します。

• プリント要求に initial-value-job 属性と initial-value-

document属性を指定することで，オブジェクト設定を適用します。

initial-value-jobオブジェクトと initial-value-documentオブジェ
クトを論理プリンタとジョブの両方に適用すると，ジョブに指定されたオブ
ジェクトが，論理プリンタに指定されたオブジェクトを無効にします。

管理者は，initial-value-job オブジェクトと initial-value-

documentオブジェクトをどのように適用するかを決定してください。

• これらのオブジェクトを論理プリンタに適用するのであれば，適
切な論理プリンタ属性 (printer-initial-value-job および
printer-initial-value-document) を設定することによって適
用します。

• これらのオブジェクトをジョブの実行時に適用するのであれば，
適切なジョブ属性 (initial-value-job と initial-value-document) を設
定することによって適用します。initial-value-job オブジェクトや
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initial-value-documentオブジェクトが利用できることをユーザに知
らせるのは管理者の責任です。

次の例を参考にすると，サイトで適用可能な initial-value-jobオブジェクト
と initial-value-documentオブジェクトを判断できるでしょう。

initial-value-job オブジェクト JobDefaults1 には，ジョブ属性
job-sheets=job-copy-start が含まれていて，プリント・システムが
JobDefaults1を適用するときに，印刷された出力にジョブの開始シートを
含めるようにします。これはよく使用されるので，JobDefaults1 を対応す
る論理プリンタに関連付けます。

# pdset -c printer \
-x ’printer-initial-value-job=JobDefault1’ \
[spooler_name:]logical_printer_name

ただし，開始シートがいらない場合もあるので，initial-value-job オブジェク
ト JobDefaults2を属性 job-sheets=noneで作成します。これは特殊な場合だ
と考えられるので，JobDefaults2は論理プリンタには関連付けません。代わ
りに，JobDefaults2は次のようにジョブの実行時に適用できます。

# pdpr -x ’initial-value-job=JobDefaults2’ file_name

JobDefaults2はジョブ実行プリント要求の一部なので，これは論理プリンタ
に関連付けられた JobDefaults1 を無効にします。

この例は，1つの属性 (job-sheets)だけを説明していますが，initial-value-job
オブジェクトの JobDefaults1 と JobDefaults2 は，属性が複数になると，
異なる可能性があります。

6.4.2 省略時のオブジェクトの作成

サイトに必要なジョブとドキュメントの省略時の値を決定したので，
initial-value-jobオブジェクトと initial-value-documentオブジェクトを作
成する準備ができました。

pdcreate コマンドを使用すると，initial-value-job オブジェクトと
initial-value-documentオブジェクトを作成できます。 これらのコマンドの
フォーマットは次のとおりです。

pdcreate [-c initial-value-job ] [[spooler_name]:iv-job-name]

pdcreate [-c initial-value-document ] [[spooler_name]:iv-doc-name]
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# pdcreate -c initial-value-job [spooler_name:]iv_job_name
# pdcreate -c initial-value-document
[spooler_name:]iv_document_name

省略時のサーバにオブジェクトが作成されない場合，スプーラ名を指定す
る必要があります。

initial-value-job オブジェクトと initial-value-document オブ
ジェクトに含めたいジョブ属性とドキュメント属性が既にわかっている場
合は，pdcreateコマンドに -x ’attribute_name=attribute_value’を指定す
ることができます。

pdprintadmin GUIアプリケーションは，論理プリンタの省略時の設定への
アクセスを提供します。論理プリンタに initial-value-jobオブジェクトと
initial-value-documentオブジェクトをまだ適用していない場合は，省略時の
設定によって initial-value-jobオブジェクトと initial-value-documentオブ
ジェクトを作成できます。

initial-value-jobオブジェクトと initial-value-documentオブジェ
クトには，次に示すように 2セットの属性があります。

• オブジェクト自体に適用する属性には，次のようなものがあります。

initial-value-job-identifier
initial-value-document-identifier
associated-server
descriptor
message
object-class

• 対応するジョブやドキュメントの省略時の値を示す属性には，たとえば
initial-value-jobオブジェクトの場合は，次のものがあります。

job-copies
job-sheets
results-profile

• initial-value-document オブジェクトについては，次のものが
あります。

copy-count
default-font
document-format
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pdset コマンドを使用して，initial-value-job オブジェクトと
initial-value-documentオブジェクトの属性を設定します。

# pdset -c initial-value-job \
-x attribute_name=attribute_value iv_job_name

# pdset -c initial-value-document \
-x attribute_name=attribute_value iv_document_name
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7
ジョブとドキュメントの管理

ジョブとドキュメントをプリント・システムで適切に管理できるように，そ
れらのさまざまな側面を考慮する必要があります。一般に，次の 3種類の属
性が，ジョブとドキュメントの管理の異なる側面を反映しています。

• 印刷された出力に現れるデータに関係なく，ジョブやドキュメントのオ
ブジェクト自体に影響を与える属性。このような処理には，プリント・
デバイスに使用される給紙トレイと排出トレイの設定があります。

• スプーラとスーパバイザがプリント・データの処理方法を決定する属
性。このような属性には翻訳フィルタがあります。

• 実際に印刷された出力の体裁と内容を決定する属性。このような属性に
は，それぞれの用紙にページがどのようにレイアウトされるかに影響を
与えたり，セパレータ・ページがドキュメント間に出力されるかどうか
を決定したりするものがあります。

7.1 ジョブとドキュメントのオブジェクト処理の実行

ユーザが通常実行するジョブとドキュメントの処理には，次のものが含
まれます。

ジョブの印刷
指定した時刻より後でのジョブの印刷
ジョブとドキュメントの属性のリスト
ジョブ・キューのリスト
ジョブとドキュメントの属性の変更
ジョブの消去，削除，取消し
ジョブの再実行
ジョブの昇格 (キューの先頭への移動)
ジョブの一時停止と再開
ジョブの保留
ジョブの保持
ジョブの破棄
メッセージとイベント通知の設定
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ジョブとドキュメントの違いを理解することは非常に重要です。1つのジョ
ブには複数のドキュメントを含めることができ，それぞれのドキュメントに
対して多くの異なる処理指示を含めることができます。

7.1.1 ジョブの印刷

印刷処理は，1つ以上のファイルを印刷する要求から，ジョブ・オブジェク
トとドキュメント・オブジェクトを作成します。スプーラはそれぞれのプリ
ント要求に対してジョブ・オブジェクトを作成するとともに，単一のプリン
ト要求の一部として，ユーザが指定する各ファイルに対して 1つのドキュメ
ント・オブジェクトを作成します。このため，ジョブ・オブジェクトには，1
つ以上のドキュメント・オブジェクトが含まれます。

それぞれのジョブに対して，スプーラは一意のジョブ識別子
(job-identifier)を割り当て，これは，ジョブの一時停止などのジョブ処
理が実行されるときにジョブを特定するために使用されます。

プリント要求は pdpr コマンドを使用して作成されます。pdprコマンド
の構文は次のとおりです。

pdpr [-f file_name] [-n copies] [- N notification_method]

[-p logical_printer_name] [-t job_name] [files ]

次に示すのは，pdprコマンドを使用してプリント要求を実行する例です。

• 省略時の論理プリンタ (PDPRINTER)でファイル mail-file.txtを印刷す
るには，次のコマンドを使用します。

# pdpr mail-file.txt

• プリンタ pr_doc1でファイル mail-file.txtを印刷するには，次のコマ
ンドを使用します。

# pdpr -p pr_doc1 mail-file.txt

• ファイル ’front-page.ps’を片面で，ファイル ’ch1.ps’と ’ch2.ps’を両面で
印刷するには，次のコマンドを使用します。

# pdpr -x sides=1 -f front-page.ps -x sides=2 ch1.ps ch2.ps

7.1.2 指定した時刻より後のジョブの印刷

プリント要求を実行し，そのジョブを指定した日付と時刻が来るまでは印刷
しないように指定することができます。また，設定処理あるいは変更処理に
よって，ある時刻の後に印刷を指定することもできます。
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印刷を大量のジョブの後の時刻に指定して，印刷量の少ない間に印刷で
きるようにすることもあります。

時刻と日付を指定するときには，次の構文を使用します。

dd:mm:yyyy:hh:mm:ss

ジョブの印刷時刻を設定すると，スプーラは次の処理を行います。

• 属性 current-job-stateを保留 (held)に設定します。

• 属性 job-state-reasonsに値 job-print-after-specifiedを追
加します。

指定した印刷時刻が過ぎると，スプーラはジョブをスケジューリングし，
current-job-stateを処理待ち (pending)に変更します。

次の例は，ジョブに対して印刷時刻を指定する方法を示しています。

• ジョブを実行するときにジョブの印刷時刻を指定するには，次のコマ
ンドを使用します。

# pdpr -x job-print-after=31:12:1998:12:59:59\
book1.ps

• ジョブを実行し，その後で，1998 年 1月 25日午前 7:00以降に印刷する
ようにジョブを変更するには，次のコマンドを使用します。

# pdmod -x ’job-print-after=25:01:1998:07:00’ \
red_spl:1258

7.1.3 ジョブの再実行

同一のスプーラ上の異なるプリンタに対して，実行済みのプリント・ジョ
ブを再実行することができます。

ジョブが次のいずれかの状態の場合にのみ，再実行することができます。

• pending (処理待ち)

• held (保留)

• paused (一時停止)

• retained (保持)

• terminating (後処理中) (この状態が job-state-reasons 属性の
documents-needed を含まない場合)
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ジョブの状態が completed (完了)，processing (処理中)，printing (印刷
中)のいずれかの場合は，ジョブを再実行することはできません。

ジョブを再実行するには，pdresubmitコマンドを使用します。このコ
マンドの構文は次のとおりです。

pdresubmit [-c job] [logical_printer_name=name] [object_instance]

object-instanceは，ジョブ識別子またはキュー名です。個々のジョブを再実
行することも，キュー内のすべてのジョブを別の論理プリンタに対して再
実行することもできます。

次に示すのは，pdresubmitコマンドを使用してジョブを再実行する例です。

• ジョブ 2000をプリンタ lpx0001に対して再実行するには，次のコマ
ンドを使用します。

# pdresubmit -c job lpx0001 2000

• 指定したキュー内のすべてのジョブを再実行するには，まず，キュー
を使用不能にしてから，再実行操作を行う必要があります。キュー
qpx0001からすべてのジョブを論理プリンタ lpx0001に対して再実行す
るには，次のコマンドを使用します。

# pddisable -c queue qpx0001
# pdresubmit -c queue lpx0001 qpx0001

この操作を実行すると，スプーラが次の処理を行うことに注意して
ください。

– 処理待ち (pending)，一時停止 (paused)，保留 (held)状態のすべて
のジョブを，指定されたキューから消去し，それらを指定したター
ゲット論理プリンタに対して再実行します。

– 正常に再実行できないジョブに対しては警告を返します。これらの
ジョブは手動で再実行する必要があります。

この例では，両方のプリンタが同一のスプーラに関連付けられている必
要があります。

pdresubmitコマンドは非同期であることに注意してください。このコマンド
は，サーバが処理を完了する前にプロンプトを返します。
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7.1.4 ジョブの昇格

ジョブの昇格とは，ジョブをキューの先頭に移動することです。ジョブの昇
格によって，そのジョブは，実行時刻に関係なく，昇格されていないジョ
ブの前に印刷されます。1回に昇格できるのは 1つのジョブだけですが，
同一のキューで複数のジョブを昇格すると最後に昇格されたジョブが，最
初に印刷されます。

現在印刷中のジョブは，昇格されたジョブを含むキューに関連付けられたそ
れぞれの物理プリンタで，正常に印刷を続行します。スプーラは，現在の
ジョブの印刷を完了し，別のジョブを扱うことのできる最初の物理プリンタ
に，最後に昇格されたジョブを割り当てます。

current-job-stateが pending (処理待ち)または held (保留)のジョブ
は昇格することができます。キューの状態は，ready (処理可能)または
paused (一時停止) のいずれかである必要があります。

管理者とオペレータは pdpromoteコマンドを使用してジョブを昇格でき
ます。エンド・ユーザはジョブを昇格できません。pdpromote コマンドの
フォーマットは次のとおりです。

pdpromote [-m message_text] [server_name:job_id]

次に示すのは pdpromoteコマンドの使用例です。

• スプーラ sx0001_spl でジョブ 2249 を昇格するには，次のコマンド
を使用します。

# pdpromote sx0001_spl:2249

7.1.5 ジョブの一時停止

ジョブを一時停止すると，ジョブは印刷のために物理プリンタに渡されませ
ん。キュー内の他のジョブは一時停止されたジョブを残して渡されます。

処理待ち (pending)または保留 (held)状態のジョブだけが一時停止できま
す。つまり，印刷が始まったジョブは一時停止できません。ジョブを一時停
止するときには，次の点に注意してください。

• 1つのジョブ内で特定のドキュメントを一時停止することはできませ
ん。一時停止するのはジョブ全体です。

• ジョブは再開されるまで再スケジューリングすることはできません。
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• ジョブが印刷のためにスーパバイザに既に渡されていた場合，操作
は失敗します。

pdpause コマンドを使用してジョブを一時停止します。このコマンドの
フォーマットは次のとおりです。

pdpause [-c job] [-m message_text] [ server_name:job_id]

次に示すのは，pdpauseコマンドを使用してジョブを一時停止する例です。

• 次のコマンドを使用して spooler1でジョブ 11224を一時停止し，ジョブ
が一時停止された理由を示すメッセージを含めます。

# pdpause -c job -m "Job will be printed later"\
spooler1:11224

7.1.6 ジョブの再開

一時停止されたジョブは pdresumeコマンドを使用して再開できます。一
時停止されたジョブを再開すると，そのジョブのスケジューリングや印刷
ができるようになります。

pdresumeコマンドのフォーマットは次のとおりです。

pdresume [-c class_name] [-m message_text] [ job_id]

次に示すのは，pdresumeコマンドを使用してジョブを再開する例です。

• 次のコマンドを使用すると，ジョブ 11224が再開されます。

# pdresume -c job spooler1:11224

7.1.7 ジョブの保留

スプーラが印刷のためにジョブをスケジューリングしないように，ジョブ
を保留にすることができます。job-hold属性を true に設定することで，
ジョブを保留にできます。

ジョブを保留にすると，スプーラは，次の処理を行います。

• 属性 current-job-state を held に設定します。

• 属性 job-state-reasons に値 job-hold-setを追加します。

ジョブの保留は，次のイベントのいずれか 1つが発生しない限り，ジョブが
無期限に保留状態になることを除けば，ジョブの一時停止と似ています。
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• job-hold属性を falseに設定したとき。スプーラはジョブをスケジュー
リングして，その current-job-stateを pending (処理待ち) に設定
できます。

• 以前に設定したジョブ破棄時刻が過ぎたとき。スプーラは保留にされ
たジョブを削除します。

• 関連付けられたキューまたはスプーラをクリーン処理したとき。スプー
ラは，held状態のジョブを含めて，そのキューまたはスプーラにある
すべてのジョブを削除します。

次に示すのは，ジョブを保留状態にする例です。

• ジョブの所有者は，pdmod コマンドを使用して，スプーラ sx0001_spl
にあるジョブ番号 2002を保留状態にすることができます。

$ pdmod -x ’job-hold=yes’ sx0001_spl:2002

• 管理者またはオペレータは，pdset コマンドを使用して，前の例と同
一のジョブを保留にできます。

# pdset -x ’job-hold=yes’ sx0001_spl:2002

• ジョブの保留を解除するには，次の例のように pdsetコマンドまたは
pdmod コマンドを使用します。

# pdset -x ’job-hold=no’ sx0001_spl:2002 # pdmod -x
’job-hold=no’ sx0001_spl:2002

7.1.8 ジョブの保持

ジョブの印刷が完了した後に，指定した期間だけ，スプーラにジョブを保
持させることができます。保持されたジョブは，再実行またはチェックの
ために利用することができます。

ジョブを保持すると，スプーラは次の処理を行います。

• ジョブが完了した後でも，ジョブ・オブジェクト，その属性，そのド
キュメントを保持します。

• 属性 current-job-stateを retainedに設定します。

ジョブは，次のいずれかのイベントが起こるまで，保持 (retained) 状態
のままになります。

• 保持期間が満了したとき。このとき，スプーラは保持されたジョブ
を削除します。
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• 関連付けられたキューまたはスプーラをクリーン処理したとき。このと
き，スプーラは，保持 (retained)状態にあるジョブを含めて，キューま
たはスプーラ内にあるすべてのジョブを削除します。

pdmod，pdset，pdrmコマンドのいずれかを使用して，ジョブを保持するこ
とができます。エンド・ユーザは pdmodコマンドと pdrmコマンドを使用し
て，所有するジョブに保持期間を設定できます。管理者とオペレータは，
pdsetコマンドを使用して任意のジョブの保持期間を設定できます。

次に示すのは，これらのコマンドを使用してジョブを保持する例です。

• スプーラ sx0001_splにジョブ番号 3021を 24時間保持するには，次の
いずれかのコマンドを実行します。

# pdrm -r ’24:00’ sx0001_spl:3021
# pdmod -x "job-retention-period=24:00" sx0001_spl:3021
# pdset -c job -x "job-retention-period=24:00"
sx0001_spl:3021

pdrmコマンドを使用すると，ジョブが再実行のために保持されていても，
ジョブが取り消されて，キューから消去されることに注意してください。

7.1.9 ジョブの破棄

ジョブが特定の時刻までに印刷されない場合，スプーラがそのジョブを削除
するように指定できます。属性 job-discard-timeで時刻を指定します。

ジョブ破棄時刻になったときに，スプーラはジョブが印刷されたかどうか
や，ジョブの状態に関わらず，ジョブを削除します。

ジョブ破棄時間を指定するために，エンド・ユーザは pdmodコマンドを使用
することができ，また，管理者とオペレータは pdsetコマンドを使用するこ
とができます。次に，ジョブ破棄時刻を設定する例を示します。

• 1998年 1月 2日午後 5:00 にジョブ 3021を破棄するには，次のコマ
ンドのいずれかを入力します。

# pdmod -x "job-retention-period=02:01:1998:17:00:00" 3021
# pdset -c job \
-x "job-retention-period=02:01:1998:17:00:00" 3021
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8
ドキュメント・データのフィルタリング

多くの場合，ドキュメント・データは印刷前に変更する必要があります。た
とえば，シンプル・テキスト・ドキュメントは，PostScriptに翻訳してから
PostScriptプリンタで印刷する必要があります。あるいは，EBCDIC 文字
セットを使用するドキュメントは，ASCII文字セットに変換してから一般的
なデスクトップ・プリンタで印刷する必要があるでしょう。

ドキュメント・データの変更に対する必要性は，顧客や国によって異なるの
で，ドキュメントをプリンタに送信する前にドキュメント・データの変更を
行うユーザ作成プログラム，またはプラットフォームで提供されるプログラ
ムのためのメカニズムが，スーパバイザに含められています。これらのプロ
グラムは，ジョブの一部として印刷されるそれぞれのドキュメントに対する
フィルタ，またはデータ・タイプ翻訳プログラムと呼ばれます。

フィルタは子プロセスとして，スーパバイザによって実行されます。ドキュ
メント・データはフィルタにパイプされ，スーパバイザはデータをプリン
タに送信する前にデータを読み戻します。スーパバイザは通信とプリン
タのコントロールを制御します。

この章の情報は，スーパバイザ pdspvrによってサポートされる物理プリ
ンタだけに適用されます。アウトバウンド・ゲートウェイのスーパバイザ
はデータ・フィルタリングを実行しません。アウトバウンド・ゲートウェ
イ・スーパバイザはリモート・ホストまたはプリンタに，フィルタリン
グ・タスクの実行を依頼します。

8.1 フィルタのタイプ

プリント・システムは，翻訳フィルタと変更フィルタをサポートします。翻
訳フィルタは次の処理を実行します。

• ドキュメントのドキュメント・フォーマット (PDL)をプリンタによっ
て直接サポートされているドキュメント・フォーマット (プリンタの
native-document-formats-ready属性に含まれるドキュメント・
フォーマット) に翻訳します。
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• スーパバイザが呼び出すと，必要なドキュメント・フォーマット翻訳
を実行します。

変更フィルタは次の機能を実行します。

• 文字セット翻訳またはシンプルなテキスト・フォーマッティングな
ど，ドキュメント・フォーマットを変更しないドキュメント・データ
変更を実行します。

• 特定のドキュメントに対して，ユーザによって呼び出されたときにだ
け，データ変更を実行します。

これら 2つのタイプについてフィルタ・プログラムの書き方に違いはなく，
また，スーパバイザはそれらが適切に使用されているかどうかを検証しませ
ん。変更フィルタリングと翻訳フィルタリングは，両方ともドキュメントに
適用できます。これが起こると，変更フィルタが元のドキュメント・データ
を受け取り，変更フィルタの出力が翻訳フィルタにパイプされ，翻訳フィル
タからの出力がスーパバイザによってプリンタに送信されます。

スーパバイザはフィルタの動作を完全には制御できません。たとえば，フィ
ルタはファイルへの書き込みやデバイスへの直接の書き込みを行うべきでは
ありませんが，スーパバイザがこれを防止することはできません。

8.1.1 フィルタに関連する属性

次の属性はフィルタについての情報を提供します。

• filter-definition

• excluded-filter

• modification-filter

• translation-filter

• no-filtering

filter-definition

サーバ属性 filter-definition は，フィルタのプログラムを
定義し，そのプログラムの呼び出しに必要な情報を含みます。
filter-definition は，次の構文を持つ複雑な属性です。
filter-definition={name type input-format output-format

command}
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さらに，filter-definition属性は複数の値を持ちます。名前を指定した
フィルタをいくつでも定義することができます。

次の表で，属性値のそれぞれのコンポーネント・フィールドを説明します。

フィールド 値 説明

name テキスト フィルタの名前はサーバ内で一意である必要が
ある。プリント・システムは，新しいフィルタ
定義の検索キーとして名前を使用する。

type translation
または
modification

フィルタのタイプ。フィルタの呼び出し
に使用するメカニズムを定義する。省略時
の値は translation である。

input-format ドキュメン
ト・フォー
マット

フィルタが入力としてサポートするドキュメン
ト・フォーマット。省略した場合，フィルタは入
力に任意のフォーマットを取ることができる。
翻訳フィルタ呼び出しだけに使用される。

output-
format

ドキュメン
ト・フォー
マット

フィルタが出力時に生成するドキュメ
ント・フォーマット。

command テキスト サーバがフィルタを呼び出すために実
行するコマンド。

フィルタを使用するためには，それをスーパバイザで定義する必要がありま
す。 管理者は pdset コマンドで filter-definition 属性を設定するこ
とでフィルタを定義します。たとえば，次の例では，スーパバイザに認識
されているフィルタのリストに，PostScriptから simple-textへの翻訳フィ
ルタを追加します。

# pdset -c server -x "filter-definition+={name=my-text-to-ps \
type=translation \
input-format=simple-text \
output-format=PostScript \
command=’/usr/bin/ttp’}" \
blue_sup

一度 filter-definition 属性に値が入ると，+=構文を使用してさらに
フィルタを追加できます。1つのフィルタだけを削除して他のものを残すに
は，-=構文を使用して 5つすべてのフィールドを正確に指定します。すべて
のフィルタ定義を削除するには，次のように ==構文を使用します。

# pdset -c server -x "filter-definition== blue_sup
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__________ セキュリティに関する重要な注意 _________

コマンド実行可能ファイルとしては，rootアカウントだけが置換
や変更を行えるものを常に指定してください。非特権ユーザの
ディレクトリに存在するフィルタ・プログラムを指定すると，深
刻なセキュリティ・リスクが生ずることになります。

excluded-filters

プリンタ属性 excluded-filtersを使用すると，特定のプリンタに対して
一定の翻訳フィルタの使用を不許可にします。excluded-filtersの値はフィル
タ名のリストです。スーパバイザは，プリンタに渡されるドキュメントに対
して翻訳フィルタを選択するとき，この属性にリストされているすべての
フィルタを除外します。スーパバイザは excluded-filtersリストにある名前が
実際に定義済みのフィルタであるかどうかは確認しません。スーパバイザ
は，フィルタが filter-definitionリストから削除されても，excluded-filters
属性を更新しません。

modification-filter

ユーザはドキュメント属性 modification-filterを指定して，ジョブ内の
ドキュメントに変更フィルタを適用します。この属性の値は，他の翻訳フィ
ルタリングよりも前にドキュメント・データに適用されるフィルタの名前で
す。プリント・システムは，指定されたフィルタが，ドキュメントが実行さ
れたときにスーパバイザに認識されているものかどうかは検証しません。

translation-filter

ユーザは，ドキュメント属性 translation-filterを指定して，指定され
た翻訳を実行できる複数のフィルタが利用可能なときに，1つの翻訳フィルタ
の自動起動を無効にすることができます。この属性が指定された場合，この属
性の値は，document-format属性や native-document-formats-ready

属性の値にかかわらず，ドキュメント・データに適用されるフィルタの名
前になります。

no-filtering

ユーザは，ブール・ドキュメント属性 no-filteringを指定して，翻訳フィ
ルタリングと変換フィルタリングの両方を使用不能にできます。no-filtering
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が trueの場合，サーバは翻訳フィルタを起動せず，modification-filterの値
を無視します。

8.1.2 コマンド・テキスト処理

フィルタ定義のコマンド要素には，スーパバイザがフィルタを呼び出すた
めに実行するコマンドが含まれています。このコマンド要素は，属性値を
指定する変数を含んでいることがあります。スーパバイザはこの変数を対
応する属性値に置き換えます。置換フィールドの構文は次のとおりです。
${ attribute-name[,default-value[, substitution-expression]]}

角かっこ内の項目はオプションです。default-value フィールドと
substitution-expressionフィールドは空文字列にできます。属性名は表 8–1
にリストされている任意のドキュメント属性にできます。スーパバイザは次
のいずれか 1つで，置換フィールドを置き換えます。

• 指定された属性に定義済みの値がある場合，および置換フィールドが存
在しない (コンマが 1つ以下)場合は，指定された属性の値。

• 属性が定義されておらず，default-valueフィールドが存在する (属性の
後に少なくとも 1つのコンマがある)場合は，default-valueフィール
ドの文字。

• 評価された substitution-expressionが存在し，属性が定義されている場
合は，その評価された substitution-expression。

属性名と値は短縮することができません。属性に値がなく，default-valueが
指定された場合，スーパバイザは default-valueで置換フィールドを置き換え
ます。属性に値がなく，default-valueが指定されていない場合，スーパバイ
ザは ${...} を空文字列で置き換えます。

例 :

number-upが値 "2" の場合，"-N${number-up,0}" は "-N2" と評価
されます。
number-upが定義されていない場合，"-N${number-up,0}" は "-N0"
と評価されます。
number-pagesが定義されている場合，"${number-pages,,-P}"は
"-P"と評価されますが，number-pagesが定義されていない場合は空文字
列 ("") と評価されます。
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ネストした評価

場合によっては，置換文字列に 1つ以上の属性の値を含めることが必要に
なります。これは，置換フィールド内に属性置換引数を含めることによっ
て行われます。

例 :

"${number-up,,-N${number-up}}"は，number-upが指されていな
い場合には空文字列に，また，number-up が値 "2" の場合には -N2と
評価されます。
top-margin=4，left-margin=0，right-margin=0，bottom-margin=4
のときに，"${top-margin,,-M${${top-margin},${left-
margin},${right-margin},${bottom-margin}}"は "-M4,0,0,4"と
評価されます。

次の表は，コマンド置換フィールドで使用できる属性を示しています。プリ
ント・システムは simple-text ドキュメントで主に使用される属性のいく
つかをサポートします。これらの属性には，bottom-margin，footer-text，
header-text，left-margin，length，number-pages，repeated-tab-stops，
right-margin，top-margin，width，content-orientationがあります。これら
の属性の多くは，既存のフィルタに入力を提供するだけのためにサポート
されています。

表 8–1: コマンド置換で使用されるドキュメント属性

属性名 構文 構文と説明

bottom-margin 整数 ページの下端とテキスト領域の下端
との間隔 (文字数単位)。

footer-text テキスト 各ページのフッタ行。

header-text テキスト 各ページのヘッダ行。

left-margin 整数 論理ページの左端とテキスト領域の
左端との間隔 (文字数単位)。

document-length 整数 テキスト領域の長さ (文字数単位)。

number-pages ブール ページに番号を付けるかどうかを示す。

repeated-tab-
stops

整数 タブ・ストップ間の文字数。

right-margin 整数 ページの右端とテキスト領域の右端
との間隔 (文字数単位)。
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表 8–1: コマンド置換で使用されるドキュメント属性 (続き)

属性名 構文 構文と説明

top-margin 整数 ページの上端とテキスト領域の上端
との間隔 (文字数単位)。

width 整数 行の最大幅 (文字数単位)。

content-
orientation

Oid 縦長または横長。

default-
character-set

名前または Oid

default-font テキスト

default-medium Oid 名または
テキスト

default-font テキスト

document-format Oid document-format 要素だけが置
き換えられる。

document-name テキスト

number-up 整数 OID はその整数値に変換される。

plex Oid 名 Simplex，duplex，tumbleのいずれか。

説明を簡単にするために，表 8–1では，プリンタ (両面，片面など)，複雑な
構文の属性 (page-selectなど)，複数の値を持つ属性 (explicit-tab-stopsなど)
を制御するための属性は除外しています。

たとえば，翻訳フィルタのためのコマンドが /usr/pd/my-filter

-d${document-format} で，変更フィルタのためのコマン
ドが /usr/pd/your-filter -o${content-orientation}

-n${number-up} であるとき，ユーザが変更と翻訳を要求す
ると，子プロセスは次のようなコマンドで実行されます。
/usr/pd/my-filter -simple-text|/usr/pd/your-filter

-oportrait -n2

8.1.3 フィルタの呼び出し

スーパバイザがフィルタの呼び出しに使用する規則は次のとおりです。

• no-filteringが trueの場合，フィルタは呼び出されません。
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• modification-filterに値がある場合，そのフィルタが選択され，そ
のコマンド行が処理されます。

• translation-filterに値がある場合，そのフィルタが選択され，そ
のコマンド行が処理されます。

• ドキュメント・フォーマットがプリンタの native-document-formats-
ready属性に含まれていない場合，定義されたフィルタのリストは，
input-formatがドキュメントの document-formatであり，output-format
が native-document-formats-readyに対する任意の document-formatで
ある翻訳フィルタを，スーパバイザが見つけるまで検索されます。この
フィルタのコマンド行が処理されます。

• スーパバイザは選択したフィルタを呼び出すコマンドを構築し，このコ
マンドで子プロセスをフォークして，フィルタ・プロセスとの間でド
キュメント・データを転送するためのパイプを構築します。

8.1.4 エラー処理

一般に，フィルタの設定，呼び出し，実行中に発生するエラーは (ドキュメン
トだけではなく)ジョブを打ち切らせることになります。ジョブの打ち切
りになる条件には次のようなものがあります。

• 存在しないフィルタの呼び出し。

• 適切な翻訳フィルタを見つけられない。

• 子プロセス内のエラー。

スーパバイザは，job-state-message属性に格納されたメッセージを通し
て，または，対象の物理プリンタに印刷されたエラー・ページを通して，イ
ベント通知 (job-aborted-by-server)により，これらの状態をユーザに通
知します。エラーが発生すると，ジョブはスプーラ上で保持 (retained)状
態になります。

8.1.5 フィルタ・プログラムの作成

フィルタ・プログラムは次の規則に従う必要があります。

• プログラムは stdin から読み込みを行う。

• プログラムはドキュメント・データだけを stdoutに書き出す。エラー・
メッセージやその他のメッセージは書き出さない。
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• プログラムはプリンタ制御文字列を送ってはならない。

• コマンド実行可能ファイルは，非特権ユーザによって置き換えるこ
とはできない。

8.2 テキストから PostScriptへの翻訳フィルタ

プリント・システム・ソフトウェアには翻訳フィルタが含まれていま
す。このプログラムは simple-text ドキュメントを PostScript に翻訳
し，オプションとして N アップ (片面への複数ページ印刷) 処理を実行
します。このフィルタはインストレーション・プロシージャ実行時に
/usr/pd/bin/trn_textps として格納され，日本語キットをインストー
ルした場合には /usr/i18n/bin/trn_textps_j にも格納されます。
trn_textps_jは，標準版テキスト・トランスレータ trn_textpsに，日
本語 EUCのファイルのサポートを追加したもので，その他の機能は同じ
です。trn_textps_jを使用する際には，オプションに -CeucJP を指定
してください。

PostScript 言語だけを取り扱うプリンタに送られるシンプルなテキスト・
フォーマットのドキュメントは，PostScript に翻訳する必要があります。
この翻訳は，ドキュメントの document-format属性値が simple-text

であり，物理プリンタ属性 native-document-formats-ready 値が
PostScriptであるときに起こります。それ以外のフォーマット，特に PCL
が，native-document-formats-ready属性に指定されている場合，スー
パバイザはそのデータを直接プリンタに送ります。

プリント・システム・ソフトウェアはコマンド・スクリプト
/usr/pd/scripts/pxc_get_startedを含んでおり，このコマンド・スク
リプトは，スーパバイザを作成すると，自動的にテキストから PostScript
への翻訳フィルタを構成します。

表 8–1には，Text-to-PostScript翻訳プログラムでサポートされるすべてのコ
マンド・オプションを示しています。管理者は filter-definition属性を
コマンド・オプション置換に設定して，プリント・システム属性を翻訳プロ
グラム・オプションに関連させることができます。

次の例は，コマンド・オプションの使用方法を示しています。

# pdset -c server \
-x filter-definition=\

’{name=text-to-ps \
type=translation \
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input-format=simple-text \
output-format=PostScript \
command="/usr/pd/bin/trn_textps -N${number-up,0} \

${content-orientation,,-O${content-orientation}} \
${top-margin,,-a${top-margin}} \
${bottom-margin,,-b${bottom-margin}} \
${left-margin,,-c${left-margin}} \
${right-margin,,-d${right-margin}}
-l${length} -w${width} ${number-pages,,-P} \
${repeated-tab-stops,,-t${repeated-tab-stops}}" }’ \
red_sup

表 8–2で説明する置換の規則は，次の例に適用されます。このコマンドは
number-up=2と width=80 を必要とするドキュメントに対して使用されま
す。

# /usr/pd/bin/trn_textps -N2 -w80

プリント要求で指定されていない属性が省略時の値で表されたり，置き換
えられたりしないのに対して，プリント要求で指定された属性は，置換等
価に変換されます。

さらに，ドキュメント属性 number-up が 1，2，4 のいずれかである場
合，フィルタは用紙あたりそれぞれ 1 (マージンつき)，2，4 ページを印刷
します。number-up が 0または none は有効であり，これは number-up
処理を抑制します。

ドキュメント属性 content-orientationは，number-up処理で，用紙上での論
理ページの配置方法に影響します。

表 8–2: テキストから PostScriptへの翻訳プログラムのコマンド・オプション

オプション 対応する属性 説明

-a top-margin ページの上端に省略時のマージ
ンを追加するための行数。有効
な値は 0 以上の整数。

-b bottom-margin ページの下端に省略時のマージ
ンを追加するための行数。有効
な値は 0 以上の整数。

-B (属性なし ) 代替のグレーのバーを 3 行
幅で印刷する。

-c left-margin ページの左側に省略時のマー
ジンを追加する文字数。有効な
値は 0 以上の整数。
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表 8–2: テキストから PostScriptへの翻訳プログラムのコマンド・オプ
ション (続き)

オプション 対応する属性 説明

-CeucJP (属性なし ) 日本語 EUC のテキスト・ファイ
ルを日本語 PostScript プリンタ
に出力する。このオプションは，
日本語キットをインストールし
た場合にのみ指定可能。

-d right-margin ページの右側に省略時のマー
ジンを追加する文字数。有効な
値は 0 以上の整数。

-l length ページごとの行数。新しいペー
ジが始まる前にページ上に印
刷される列の数。有効な値は 0
よりも大きな整数。

-L (属性なし ) 行番号を印刷する。

-N number-up 物理紙面上に印刷するページ・
スポット数を指定する値。有効
な値は，0，1，2，4。

-O content-orientation ページを長辺または短辺に沿っ
てフォーマットするよう指定する
方向値。有効な値は，landscape
(横長)，portrait (縦長)。

-P number-pages ページ番号をページの上部に印刷す
るかどうかを指定する値。このオプ
ションには引数はない。省略時の設
定ではページ番号を印刷しない。

-Q (属性なし ) ラップなし。ページ (明示的な -w設
定，または用紙サイズから導き出す)
に対して許可された長さより長い行
を切り捨てるかどうかを指定する。
このオプションには引数はない。こ
れがあると切り捨てが指定される。
省略時の値は，行ラップあり。
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表 8–2: テキストから PostScriptへの翻訳プログラムのコマンド・オプ
ション (続き)

オプション 対応する属性 説明

-S default-medium 翻訳されたページがフォーマッ
トされる用紙サイズ。列とカラム
の省略時の値は導き出されるが，
-w オプションと -l オプションに
よって無効になることもある。
有効な値は次のとおり。 a，b，
com10， legal，7x9，a0，b4，
d，letter，9x12_envelope，a1，
b5，d1_envelope， monarch，
a2，b6，e， postcard，a3，
business_envelope，executive，
10x13_envelope，a4，c， folio，
10x14，a5，c4_envelope，
halfletter，11x14，a6，
c5_envelope，ledger，7_envelope

-t repeated-tab-stops タブをバイト位置 number+1，
2*number+1，3*number+1などに
拡張するタブ幅の値。numberの省
略時の値は 8。入力中のタブ文字
は，次のタブ設定に対応する適切
な数のスペースで拡張される。有
効な値は 0 よりも大きな整数。

-T header-text ページ・ヘッダ・テキスト
を印刷する。

-w width 1 行あたりの文字数。行ラップま
たは行の切り捨てが行われるまで
に，1行に印刷するカラムの数。有
効な値は 0 よりも大きな整数。

-p page-select 1 ページ以上の選択範囲をコンマ
で区切って指定する。範囲は整数
のページ番号か，コロンで区切っ
た 2 つの整数で指定できる。3～6
ページと 9 ページを印刷するには
次のコマンドを使用する。3:6,9
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9
イベント通知の設定

プリント・システムは，通知サービスによってシステムの障害やイベントを
報告します。通知サービスは電子メールで，またはシステム・コンソールに
メッセージを配信します。

notification-profile属性は，報告されるイベントに加えて報告の配信
方法も指定します。次のオブジェクトに対して notification-profileを
指定できます。

• スプーラ

• スーパバイザ

• キュー

• 物理プリンタ

• 論理プリンタ

• ジョブ

管理者だけが，サーバ，キュー，プリンタの各オブジェクトに対して
notification-profileを指定できます。エンド・ユーザはジョブを実行
するとき，そのジョブに対して通知プロファイルを指定できます。

9.1 通知サーバ

通知は，通知サーバによって制御されます。サーバはスプーラが存在するホ
スト上で実行するデーモンです。通知サーバ /usr/pd/lib/pdntfsは，
スプーラおよびスーパバイザが発行した通知メッセージを中継して，配信
します。通知サーバは電子メール・メッセージの送信と，pdprintadmin と
pdprintinfoの GUIメッセージ領域へのメッセージ表示の責任を持ちます。

通知サーバは，必要とされるときに inetd によって起動されます。
inetd.conf ファイルには，プリント・システムのインストール時に，
エントリが追加されます。
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9.2 通知デーモンの変更

Advanced Printing Softwareスプーラをホストしているシステムと同様にク
ライアント・システム上でも pdntfsデーモン (通知デーモン)が起動される
ようになりました。このデーモンは，コンソール通知デーモン pdconntf

と同様に，Advanced Printing Software の GUI (pdprintadmin および
pdprintinfo)にメッセージを送信します。pdntfsは，これらのクライア
ントで使用されるとき，inetdによって自動的に起動されます。

9.3 通知方法

プリント・システムは，通知を電子メール・メッセージとして，または，コ
ンソールに対する即時メッセージとして配信します。

9.4 通知イベント

イベントは，個別に指定したり，イベントのクラスによって指定したりする
ことができます。notification-profileでクラスを指定すると，通知
サーバはそのクラスの全イベントを報告します。次のイベントのクラスが
サポートされます。

• aborted —ジョブが停止された，取り消された，打ち切られた

• error — ジョブの処理中にエラーが発生した

• report —発生したイベントの報告クラスにある多くのイベントの 1つ

• state-changed — 変更されたオブジェクトの状態

• warning — 実行されたジョブやプリンタの警告

9.4.1 サーバ・イベント

次の表は，サーバ通知プロファイルで有効なイベントをリストしたものです。

クラス イベント メッセージ

error-no-document ドキュメントはサーバからアク
セスまたは利用できません。

Error error-other サーバは未知のエラー状態
を検出しました。

error-unrecognized-resource この必須リソースはサーバに
は未知のリソースです。
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クラス イベント メッセージ

Report report-server-clean-complete サーバはクリーン処理を
完了しました。

report-server-clean-aborted サーバはクリーン処理を打
ち切りました。

State change state-changed-server サーバの状態が変わりました。

Warning warning-other サーバは未知の警告状態を
検出しました。

次の例は，サーバ・オブジェクトに対する通知プロファイルの作成方法を
示しています。

• エラー・クラスと報告クラスのすべてのイベントを含むサーバ red_spl
のために通知プロファイルを作成し，コンソール・メッセージとして
配信するには，次のコマンドを使用します。

# pdset -c server \
-x "notification-profile=notification-events=error report" \
-x notification red_spl

9.4.2 キュー通知イベント

クラス イベント メッセージ

Report

report_queue-clean-complete キューはクリーン処理を
完了しました。

report_queue-clean-aborted キューはクリーン処理を打
ち切りました。

report-queue-resubmit-
aborted

キューは再実行処理を打
ち切りました。

State-change

state-changed-queue キューの状態が変わりました。
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9.4.3 プリンタ通知イベント

クラス イベント メッセージ

State change

state-changed-printer プリンタの状態が変
わりました。

Warning

warning-resource-needs-attention 必須リソースはユーザ
の操作待ちです。

warning-resource-needs-operator リソースはオペレータ
の操作待ちです。

9.4.4 ジョブ通知イベント

クラス イベント メッセージ

Aborted

job-aborted-by-server サーバはプリント・ジョブ
を打ち切りました。

job-cancelled-by-operator オペレータはジョブを取
り消しました。

job-cancelled-by-user ユーザはプリント・ジョブ
を取り消しました。

Error

error-job-submission-not-
complete

サーバはジョブのための最終印
刷処理を受信していません。

error-no-resources 必須リソースは準備ができていな
いか，利用不能になりました。

error-past-deadline プリント・ジョブの最終期限
時刻が過ぎています。

error-past-discard-time プリント・ジョブの破棄時
刻が過ぎています。

Report

report-file-transferred ジョブのファイル転送が
完了しました。

report-job-completed プリント・ジョブは正常に
完了しました。
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クラス イベント メッセージ

report-job-discarded プリント・ジョブは破棄
されました。

report-job-promoted プリント・ジョブは昇格
されました。

report-job-resumed プリント・ジョブは再開
されました。

report-processing-started サーバはジョブの処理を
開始しました。

State change

state-changed-job ジョブの状態が変わりました。

Warning

warning-close-to-discard-time 保持期限が近づいています。

warning-job-modified ジョブが変更されました。

warning-job-paused ジョブが一時停止されました。
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LPDインバウンド・ゲートウェイ

インバウンド・ゲートウェイ・クライアント・デーモンでは，ユーザは lp

コマンドや lprコマンドを使用して，プリント・システムのプリンタに対し
てプリント要求を実行することができます。また，LPDインバウンド・ゲー
トウェイでは，Berkeley Software Distribution (BSD)ベースのプリント・シ
ステムに印刷する機能だけを持つアプリケーションや PC統合ソフトウェア
からでも，プリント・システム・サービスにアクセスできます。

この章では，LPDインバウンド・ゲートウェイ・クライアント・デーモンの
インストールと構成の方法，および，lp コマンドと lprコマンドおよび
メッセージをプリント・システムにマップする方法を説明します。

10.1 LPDインバウンド・ゲートウェイの構成

Advanced Printing Softwareの LPDインバウンド・ゲートウェイは，LPD
プリント・システムのライン・プリンタ・デーモン (lpd)を置き換える，また
は共存させるために設計されました。lpd プリント・システムを Advanced
Printing Softwareに置き換えることは，すべての印刷が，置き換えられたプ
リント・システムで行われることを意味します。プリント・システムと lpd
が共存するようにシステムを構成した場合は，lprコマンドを使用してローカ
ルに印刷したり，lpr コマンドを使用してリモート・プリント・システムの
プリンタに印刷したりできます。

インバウンド・ゲートウェイを構成するには，次の手順を実行します。

• lpdソフトウェアとともに，あるいは単独で実行する LPDインバウン
ド・ゲートウェイを構成するスクリプトを実行します。このスクリプト
は /usr/pd/scripts/inbound_gw_config.shにあります。スクリ
プトの実行中に，希望する構成についての質問に答える必要がありま
す。スクリプトは，システムが再起動するたびに，またはプリント・シ
ステムが再起動するたびに，インバウンド・ゲートウェイ構成が保持さ
れるように rc.configファイルを編集します。

• インバウンド・ゲートウェイ・デーモンは次のコマンドで起動できます。
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# /sbin/init.d/apx start

LPD インバウンド・ゲートウェイはシステムのブート時に自動的に起動
されます。

10.1.1 /etc/printcap ファイルへの変更

インバウンド・ゲートウェイを構成する際には，ライン・プリンタ・デーモ
ン (lpd)と Advanced Printingインバウンド・ゲートウェイをプリント・サー
バ・ホスト上で同時に実行することを選択できます。これは，lpr/lpdクライ
アントまたは Advanced Printingの CLIと GUIを使用してユーザがプリン
ト・ジョブを実行できるので，最も柔軟な設定です。

着信 lpdプリント・ジョブを Advanced Printingのプリンタ宛に送るには，
BSDプリンタ (lpr要求で指定)に Advanced Printingの論理プリンタを関連
付けるプリント・サーバ・ホスト上に printcapエントリを作成する必要があ
ります。そのような printcapエントリは，プリンタを「ゲートウェイ・プリ
ンタ」として宣言します。ゲートウェイ・プリンタに対して実行されたすべ
てのジョブは，Advanced Printingジョブに変換され，Advanced Printingス
プーラ内の関連付けられている論理プリンタに送信されます。

プリント・サーバ・ホストの printcap エントリに "rm=@dpa" および
"rp=<logical printer>"という式を含めておくことにより，BSD プリンタを
ゲートウェイ・プリンタとして識別します。また，1)プリンタがローカ
ル・ポート上にないこと，2) スプーラ・ディレクトリ，および 3)最大ジョ
ブ・サイズを指定するには，それぞれ lp，sd，および mxオプションも含
める必要があります。そのようなエントリにある他の printcapフラグはす
べて無視されます。

次の例は，"archie"という名前の Advanced Printing論理プリンタに関連付
けられているゲートウェイ・プリンタとして BSDプリンタ "bunker"を指定
する /etc/printcapエントリを示しています。

lp1|bunker|archie|Digital LN17ps:\
:lp=:\
:rm=@dpa:\
:rp=archie:\
:sd=/var/spool/printer/archie:\
:mx#0:

別のホスト上のライン・プリンタ・デーモンまたは lprクライアントがプ
リント・ジョブをプリンタ bunkerに渡すとき，lpd はそのジョブをインバ
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ウンド・ゲートウェイを介して Advanced Printing論理プリンタ archieに
渡します。

10.2 ジョブ取り消しメッセージの説明

ゲートウェイ・プリンタのジョブを表示するために lpq(1)コマンドを使用す
ると，ゲートウェイを介して送信される場合も含めて，プリンタのキューに
登録されたすべてのジョブを表示します。lpq コマンドの出力で，000 の
ジョブ・エントリ番号は pdprコマンドまたは pdprintの GUIを使用して
送信されたネイティブな Advanced Printingジョブであり，BSDジョブでは
ないことを示しています。ネイティブな Advanced Printingジョブは，lprm

コマンドでは取り消すことができません。Advanced Printingジョブを削除
するには，pdrm(1)コマンドを使う必要があります。

lprmコマンドによる lpdインバウンド・ゲートウェイからのジョブ取り
消しメッセージは，次のように表示されます。

#lprm -P gwp 73
fafner_spl:1652 (73) cancelled

このメッセージは，Advanced Printing Softwareジョブ IDが fafner_spl:1652
の LPDジョブ 73が削除されたことを示しています。

10.3 LPDインバウンド・ゲートウェイ・マッピング

LPDプリント・ジョブが LPDインバウンド・ゲートウェイに到着すると，
ジョブ・オプションが，等価なプリント・システムのジョブ属性とドキュ
メント属性に変換されます。次の表は，プリント・システムと，LPD イ
ンバウンド・ゲートウェイ経由で実行された LPD コマンドとのマッピン
グを示しています。

いくつかの Xeroxプロトコル拡張オプションについて，Advanced Printing
Softwareでは同等の属性を提供していません。これらの拡張機能は，「プ
リント・システムの属性」欄に「(マッピングなし)」として記述されてい
ます。これらのサポートされていない属性のいずれかを指定してジョブを
実行すると，ジョブの印刷は失敗し，ユーザは，選択されたオプションは
Advanced Printing Software でサポートされていないという旨の電子メー
ル・メッセージを受けとります。
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表 10–1: ジョブおよびファイル・メッセージ

用途 説明 lprオプション lp オプション プリント・シ
ステムの属性

C(ClassName) クラス名:
(バナー)
(ジョブ)

-C (なし) job-comment

H(Hostname) ジョブの実
行元ホスト:
1(ジョブ)

(なし) (なし) job-
originating-
host

J(Jobname) ジョブ名:
(バナー)
(ジョブ)

-J -t job-name

M(user) 完了時に
メールの送
信先ユーザ:
(ジョブ)

-m -m notification-
profile

N(name) データ・
ファイル
のソース:
(ファイル)

(なし) (なし) document-
name

P(name) 要求元ユー
ザ: (ジョブ)

(なし) (なし) job-originator,
job-owner

S(dev) (inode) ファイル情
報: (ファ
イル)

-s (省略時設定) (マッピング
なし)

U(file) ファイルの
リンク解除:
(ファイル)

-r
(なし)

(なし) (マッピング
なし)

1(file) Times
Roman
フォント・
ファイル:
(roff)(ジョ
ブ )

-1 (なし) (マッピング
なし)

2(file) Times Italic
フォント・
ファイル:
(roff)(ジョ
ブ )

-2 (なし) (マッピング
なし)
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表 10–1: ジョブおよびファイル・メッセージ (続き)

用途 説明 lprオプション lp オプション プリント・シ
ステムの属性

3(file) Times Bold
フォント・
ファイル:
(roff)(ジョ
ブ )

-3 (なし) (マッピング
なし)

4(file) Times
Special
フォント・
ファイル:
(roff)(ジョ
ブ )

-4 (なし) (マッピング
なし)

表 10–2: プリント・メッセージ

用途 説明 lprオプション lp オプション プリント・シ
ステムの属性

c(file) CIF データ
として印刷
/プロット

-c -T cif document-
format

d(file) DVI データ
として印刷

-d -T dvi document-
format

f(file) ASCII とし
て印刷

(なし) -T ascii document-
format

g(file) プロット・
データとし
て印刷

-g -T plot document-
format

l(file) 印刷不能
ファイル変
換印刷

-l -y catv_filter
-o nofilebreak

document-
format

n(file) ditroff 出力
として印刷

-n -T ditroff document-
format

o(file) PostScript
として印刷

-o -T ps -T
PostScript

document-
format

p(file) "pr" によ
る印刷

-p -T pr document-
format
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表 10–2: プリント・メッセージ (続き)

用途 説明 lprオプション lp オプション プリント・シ
ステムの属性

r(file) fortran と
して印刷

-f -T fortran document-
format

t(file) troff出力と
して印刷

-t -T troff document-
format

v(file) ラスタ・イ
メージとし
て印刷

-v -T raster document-
format

表 10–3: Sun プロトコル拡張

用途 説明 lprオプション lp オプション プリント・シ
ステムの属性

O(option_list) SVR4 LP
-o オプショ
ン用

(なし) -o option_list (無視される)

5(opt)(value) SVR4 LP
機能用

(なし) (オプション
でない)

5f(form) SVR4
Forms 用

(なし) -f form_name (無視される)

5H(handling) SVR4
Handling用

(なし) -H-f
form_name

(無視される)

5p(method:end) SVR4
Notification
用

(なし) -p (無視される)

5P(pagelist) SVR4 Pages
用

(なし) -P page_list page-select

5q(priority) SVR4
Priority 用

(なし) -q priority job-priority

5S(char set) SVR4
Charset 用

(なし) -S char_set (無視される)

5T(type) SVR4 Type
用

(なし) -T input_type document-
format

5y(mode) SVR4 Mode
用

(なし) -y filter_mode (無視される)
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表 10–4: DEC プロトコル拡張

用途 説明 lprオプション lp オプション プリント・シ
ステムの属性

<(tray) 給紙トレ
イ選択

-< (upper|
lower|manual|...)

(なし) default-input-
tray

>(bin) 排出トレ
イ選択

-> (bin) (なし) output-bin

G(nup) N アップ -G (nup) (なし) number-up

K(sides/plex) 片面/両面 -K (sides/plex) (なし) sides, plex

O(orientation) ページの印
刷向き

-O
(orientation)

(なし) content-
orientation

LPD インバウンド・ゲートウェイ 10–7



______________________ 注意 _____________________

Advanced Printing Softwareがサポートしていない Xeroxプロト
コル拡張は，次の表の「プリント・システムの属性」欄に (マッ
ピングなし) として記述されています。これらのサポートされて
いない拡張を指定して実行したジョブは，印刷されません。サ
ポートされていない拡張を使用してジョブを実行したユーザは，
選択されたオプションはサポートされていないというメール・
メッセージを受けとります。

表 10–5: Xeroxプロトコル拡張 - DocuSPおよび DocuPrint

用途 説明 lpr オ
プショ
ン

lpオプ
ション

プリント・システムの属性

C" (doc-format) ドキュメン
ト・フォー
マット ,
doc-format=
ps
postscript
ascii
tiff
pcl
interpress
ip
lcds (サポー
トされていな
い)

-C -o5 document-format=

PostScript
PostScript
simple-text
TIFF
PCL
Interpress
Interpress
LCDS

C" (orientation)
"

ドキュメン
トの向き ,
orientation=
portrait
inverseportrait
iportrait
landscape
inverselandscape
ilandscape

-C -o content-orientation=

portrait
reverse-portrait
landscape
reverse-landscape
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表 10–5: Xeroxプロトコル拡張 - DocuSPおよび DocuPrint (続き)

用途 説明 lpr オ
プショ
ン

lpオプ
ション

プリント・システムの属性

C" (staple) " ドキュメント
のホッチキス
どめ, staple=
staple
nostaple

-C -o finishing=

staple-top-left

C" (order)" ページ
順 , order=
1ton
nto1

-C -o page-order-received=

first-to-last
last-to-first

C" (simplex)" 片面印刷 -C -o sides=1

C" (duplex)" 両面印刷 -C - sides=2

C" (tumble)" 短辺とじ -C -o sides=2, plex=tumble
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表 10–5: Xeroxプロトコル拡張 - DocuSPおよび DocuPrint (続き)

用途 説明 lpr オ
プショ
ン

lpオプ
ション

プリント・システムの属性

C"
(mediumsize)"

用紙サイズ,
mediumsize=
usletter
uslegal
a4
USLetter
USLegal
usledger
a0
a1
a2
a3
a4
a5
a6
a7
a8
a9
a10
isob0
isob1
isob2
isob3
isob4
isob5
isob6
isob7
isob8
isob9
isob10
jisb0
jisb1
jisb2
jisb3
jisb4
jisb5
jisb6

-C -o default-medium=

na-letter-white
na-legal-white
iso-a4–white
iso-a4-white
na-letter-white
na-legal-white
ledger-white
iso-a0-white
iso-a1-white
iso-a2-white
iso-a3-white
iso-a4-white
iso-a5-white
iso-a6-white
iso-a7-white
iso-a8-white
iso-a9-white
iso-a10-white
iso-b0-white
iso-b1-white
iso-b2-white
iso-b3-white
iso-b4-white
iso-b5-white
iso-b6-white
iso-b7-white
iso-b8-white
iso-b9-white
iso-b10-white
jis-b0-white
jis-b1-white
jis-b2-white
jis-b3-white
jis-b4-white
jis-b5-white

C" (xshift=x)" x 方向への
ページのシ
フト

-C -o x-image-shift=x

C" (yshift=x)" y 方向への
ページのシ
フト

-C -o y-image-shift=y

C" (font)" フォント名 -C -o (マッピングなし)
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______________________ 注意 _____________________

Advanced Printing Softwareがサポートしていない Xeroxプロト
コル拡張は，次の表の「プリント・システムの属性」欄に (マッ
ピングなし) として記述されています。これらのサポートされて
いない拡張を指定して実行したジョブは，印刷されません。サ
ポートされていない拡張を使用してジョブを実行したユーザは，
選択されたオプションはサポートされていないというメール・
メッセージを受けとります。

表 10–6: Xeroxプロトコル拡張 - DocuSP のみ

用途 説明 lp オプション lprオプション プリント・シス
テムの属性

C" (bind=edge)
"

バインディ
ング, edge=
top bottom
left right

-C -o バインディン
グ, edge= top
bottom left right

C"
(stitch=how)"

-C -o finishing=
staple-top-left
staple-bottom-
left edge-stitch

C" (uncollate) " 照合 -C output=no-
page-collate

C" (booklet) " フィニッ
シング

-C finishing=sad-
dle-stitch

C" (signature)" 記号オプ
ション

-C -o number-
up=simple-2-up

C" (slipsheet)" 合紙オプ
ション

-C -o job-sheets=job-
copy-wrap

C" (prefinish=
<option>) "

用紙プレ
フィニッ
シュ・オプ
ション

-C -o (マッピング
なし)

C" (pagesto-
print =<CAR-
DINAL>
<CARDI-
NAL>)"

ページ・オ
プション

-C -o (マッピング
なし)
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表 10–6: Xeroxプロトコル拡張 - DocuSPのみ (続き)

用途 説明 lp オプション lprオプション プリント・シス
テムの属性

C"
(media=<size>:
<type>:
< color>:
<weight>)"

用紙カス
タム・オプ
ション

-C -o (マッピング
なし)

C"
(mediaType=
<type>) "

用紙カス
タム・オプ
ション

-C -o (マッピング
なし)

C"
(mediatSize=
<size>) "

用紙カス
タム・オプ
ション

-C -o (マッピング
なし)

C"
(mediaColor=
<color>) "

用紙カス
タム・オプ
ション

-C -o (マッピング
なし)

C"
(mediaWeight
=<weight>) "

用紙カス
タム・オプ
ション

-C -o (マッピング
なし)

C" (opacity=
transparency|
opaque)"

その他のオ
プション

-C -o (マッピング
なし)

C" (xshift2=x)" ページの裏
面を x 方向
にシフト

-C -o (マッピング
なし)

C" (yshift2=x)" ページの裏
面を y 方向
にシフト

-C -o (マッピング
なし)

C" (account=
<text>)"

課金オプ
ション

-C -o (マッピング
なし)

C" (hipen-
try= <CAR-
DINAL>)"

LCDS イン
デックス・
オプション

-C -o (マッピング
なし)

C" (recipient=
<name>)"

受取人オプ
ション

-C -o (マッピング
なし)

C" (res= <CAR-
DINAL>)"

解像度オプ
ション

-C -o (マッピング
なし)

C" (outputbin)" その他のオ
プション

-C -o (マッピング
なし)
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表 10–6: Xeroxプロトコル拡張 - DocuSPのみ (続き)

用途 説明 lp オプション lprオプション プリント・シス
テムの属性

C" (inputbin)" その他のオ
プション

-C -o (マッピング
なし)

C" (thicken)" その他のオ
プション

-C -o (マッピング
なし)

C"
(offenhance)"

その他のオ
プション

-C -o (マッピング
なし)

C"
(onenhance)"

その他のオ
プション

-C -o (マッピング
なし)

C" (bp)" その他のオ
プション

-C -o (マッピング
なし)

C" (ep)" その他のオ
プション

-C -o (マッピング
なし)

C" (diagnostic)" その他のオ
プション

-C -o (マッピング
なし)
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______________________ 注意 _____________________

Advanced Printing Softwareがサポートしていない Xeroxプロト
コル拡張は，次の表の「プリント・システムの属性」欄に (マッ
ピングなし) として記述されています。これらのサポートされて
いない拡張を指定して実行したジョブは，印刷されません。サ
ポートされていない拡張を使用してジョブを実行したユーザは，
選択されたオプションはサポートされていないというメール・
メッセージを受けとります。

表 10–7: Xerox プロトコル拡張 - DocuPrint のみ

用途 説明 lprオプション lp オプション プリント・シ
ステムの属性

C" (hc=color) " 強調
色 ,color=
red blue
green cyan
magenta
yellow car-
dinal roy-
alblue ruby
violet cus-
tomName
custom-
Name

-C --- 強調色,color=
red blue green
cyan magenta
yellow
cardinal
royalblue
ruby violet
customName
customName

C" (mc=color)" 強調マッピ
ング色, 色
の値は強調
色と同じ,
color

-C --- highlight-
mapping-
colour, 値
は highlight-
colour と同じ

C" (hcr=ren-
dering)"

強調色レン
ダリング・
アルゴリズ
ム, render-
ing= auto-
matic color-
tohighlight
colortables
presenta-
tion picto-
rial

-C --- 強調色レンダリ
ング・アルゴ
リズム, render-
ing= automatic
colortohigh-
light colorta-
bles presenta-
tion pictorial
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表 10–7: Xeroxプロトコル拡張 - DocuPrintのみ (続き)

用途 説明 lprオプション lp オプション プリント・シ
ステムの属性

C"
(hcm=action)"

強調色不
一致動作,
action=
abort ignore
operator

-C --- 強調色不一致
動作, action=
abort ignore
operator

C" (stitch)" ドキュメ
ントのホッ
チキスど
め, stitch=
stitch
nostitch

-C --- finishing=
staple-top-left
---

C" (thick=x))" 濃度 , x=
01 10

-C -o thickening-
specification=
thickening-
entire-
documents
thickening-bit-
map-images

C" (drilled) " 用紙プレ
フィニッ
シュ・オプ
ション

-C --- (マッピング
なし)

C"
(media=<size>:
<type>:
<paper color>:
<weight>)"

用紙カス
タム・オプ
ション

-C -o (マッピング
なし)

C" (<n>x<m>) " 用紙カス
タム・オプ
ション

-C --- (マッピング
なし)

C" (size)" フォント・
サイズ

-C --- (マッピング
なし)

C" (fontsize)" フォント・
サイズ

-C --- (マッピング
なし)

C" (disposi-
tion=<>)"

分解サー
ビス・オプ
ション

-C --- (マッピング
なし)
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表 10–7: Xeroxプロトコル拡張 - DocuPrintのみ (続き)

用途 説明 lprオプション lp オプション プリント・シ
ステムの属性

C" (back-
ground=<>)"

分解サー
ビス・オプ
ション

-C --- (マッピング
なし)

C" (bf=<>)" 分解サー
ビス・オプ
ション

-C --- (マッピング
なし)
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11
LPDアウトバウンド・ゲートウェイ

LPDアウトバウンド・ゲートウェイのスーパバイザである pdspvlprは，ラ
イン・プリンタ・デーモン (LPD)プロトコルを使用して，リモート・サーバ
とプリンタにプリント・ジョブ要求を転送します。この処理を行うため，
LPDスーパバイザはプリント・システム・ジョブとその属性を RFC1179に
基づいた要求に変換し，指定した LPDサーバにその要求を転送します。

LPDスーパバイザは，次のプリンタでジョブを印刷できます。

• リモート・ホストがライン・プリンタ・デーモン (lpd)ソフトウェアを
実行しており，ホストがリモート・ジョブを受け付けるように構成され
ている場合に，そのホストに接続されたプリンタ

• lpdプロトコルを直接サポートするプリンタ

LPDスーパバイザは，通常のプリント・システム・スーパバイザ (pdspvr)に
よってサポートされないプリンタにアクセスする際に特に便利です。たと
えば，使用中の環境に UNIXホストに接続されている従来のプリンタがあ
り，それらのプリンタが特殊な UNIXフィルタを必要とする場合は，LPD
スーパバイザを使用して Advanced Printing Softwareジョブをそのプリン
タに渡すこともできます。同様に，Advanced Printing Softwareを実行し
ていないホストに接続されているプリンタに対してプリント・ジョブを実
行したい場合は，LPDスーパバイザを使用してプリント・ジョブをその
プリンタに渡すことができます。

11.1 printer-address 属性の変更

アウトバウンド・ゲートウェイ・スーパーバイザ (pdspvlpr) によりサポー
トされている物理プリンタの printer-address属性を変更する場合に
は，新しいアドレスを有効にするためにスーパーバイザをシャットダウン
して再起動する必要があります。

次のコマンドを使って lpdアウトバウンド・ゲートウェイをシャットダウ
ンし，再起動すると新しいプリンタ・アドレスが有効になります。サーバ
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をシャットダウンし再起動するには rootでなければならないことに注意
してください。

# pdshutdown -c server server_name
# /usr/pd/lib/pdspvlpr server_name

11.2 プロトコル拡張

LPDスーパバイザは，次に示すいくつかの一般的なプロトコル拡張を使用し
て，リモート・プリント・サーバと通信することができます。

• 1179 - 拡張のない RFC1179 (LPD)プロトコル

• Solaris - SunSoftの Solaris拡張付きの LPDプロトコル

• DigitalUNIX - Tru64 UNIX拡張付きの LPDプロトコル

• Xerox - Xerox DocuSPと DocuPrint拡張付きの LPDプロトコル

物理プリンタ・オブジェクトを LPDスーパバイザに作成するときには，最
も適切なプロトコル指示子を指定します。これによって，ユーザは，LPD
サーバやプリンタで利用可能なさまざまなプロトコル拡張を活用するジョ
ブや，ドキュメントのオプションを指定できます。表 11-1から表 11-4に
は，プロトコルおよびサポートされる拡張で利用可能なコマンド・オプショ
ンと引数を示しています。

11.3 物理プリンタの作成

LPDスーパバイザは，"bsd"プリンタ接続方法をサポートします。物理プ
リンタ・オブジェクトを作成するそれぞれのプリント・システムに対し
て，リモート・マシンと LPDプリンタ・キューのリモート・プリンタ名を
指定する必要があります。

LPDスーパバイザは，プリンタと正しく通信を行うために，プリンタの名
前を知る必要があります。スーパバイザは printer-address属性を使用
して LPDプリンタの名前を調べます。ゲートウェイはこの名前を使用し
て次のものを判断します。

• リモート・ホスト

• リモート・ホスト上のプリンタ名

• プロトコル適合性 (サポートする LPD拡張)
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これらの 3 つの項目は，次のフォーマットを使用して指定する必要があ
ります。

printer-address=remotehost,printername,protocol_conformance

プロトコル適合性の有効なキーワードは次のとおりです。

1179
Solaris
DIGITAL UNIX
Xerox

リモート LPDプリンタ big_redを IPアドレス fafner.xyz.comのマシン
に設定し，それを Tru64 UNIXプロトコル拡張を使用するように定義するに
は，次のように printer-address属性を指定します。

printer-address="fafner.xyz.com,big_red,DigitalUNIX"

物理プリンタを作成した後は，第 6章で概説した手順に従って，そのプリン
タをキューに関連付けることができます。

11.4 LPDスーパバイザではサポートされない機能

LPDスーパバイザは，通常のスーパバイザ (pdspvr)と同じ機能群はサポー
トしません。次の機能はサポートされません。

• 翻訳フィルタまたは変更フィルタ —ドキュメント・データ・フィルタ
リングはサポートされません。

• セパレータ・ページ生成— LPDスーパバイザは，job-sheets属性が
job-copy-startや job-copy-wrap に設定されているときに，バナー・
ページの要求を渡します。ただし，セパレータ・ページ・データ自
体は生成しません。

• 用紙の選択，ただし Xerox DocuSPまたは DocuPrintプリンタに対して
Xerox 拡張を使用する場合を除きます。

• printer-baud-rate，printer-stop-bits，printer-data-bits，printer-
parity，printer-input-flow-control，printer-output-flow-control，
printer-connection-levelなどの接続属性は，LPDスーパバイザでは無視
されます。printer-connection-methodの唯一の有効な値は "bsd"です。
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11.5 アウトバウンド・ゲートウェイ・マッピング

次の表は，プリント・システムの要求と属性が，LPDのコマンドと属性に
変換される方法を示しています。

表 11–1: ジョブとファイル・メッセージ

プリント・シ
ステムの属性 キー

用途 説明 省略時の値 lpr
オプ
ショ
ン

job-comment C C (Class-
Name)

クラス名 :
(バナー) (ジョブ)

(ホスト名) -C

job-
originating-
host

H H (Host-
name)

ジョブの実行元ホスト:
1(ジョブ)

(ホスト名) (なし)

job-name J J
(Jobname)

ジョブ名 :
(バナー) (ジョブ)

(最初のファ
イル名)

-J

job-sheets L L (user) バナー・ページ なし (なし)

notification-
profile

M M (user) 終了メール通知先ユー
ザ: (ジョブ)

なし -m

document-
name

N N (name) データ・ファ
イルのソース :
(ファイル)

(ファイル名) (なし)

job-
originator,
job-owner

P P (name) 要求元ユーザ :
(ジョブ)

(ユーザ) (なし)

表 11–2: Sun プロトコル拡張

プリント・シ
ステムの属性

キー 用途 説明 省略
時の
値

lpr オ
プショ
ン

page-select 5P 5P(pagelist) SVR4 Pages 用 なし (なし)

job-priority 5q 5q(priority) SVR4 Priority 用 なし (なし)

document-
format

5T 5T(type) SVR4 Type 用 なし (なし)
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表 11–3: DIGITAL プロトコル拡張

プリント・シ
ステムの属性

キー 用途 説明 省略時
の値

lprオプション

default-input-
tray

< <(tray) 給紙トレイ選択 なし -< (up-
per|lower|man-
ual|...)

output-bin > <(bin) 排出トレイ選択 なし -> (bin)

number-up G G(nup) N アップ なし -G (nup)

sides, plex K K
(sides/plex)

片面/両面 なし -K (sides/plex)

content-
orientation

O O
(orientation)

印刷の向き なし -O (orientation)

表 11–4: Xeroxプロトコル拡張 - DocuSPおよび DocuPrint

プリント・シ
ステムの属性

キー 用途 説明 省略
時の
値

lpr
オプ
ショ
ン

document-
format=
PostScript
simple-
text TIFF
PCL
Interpress

C C" (doc-format)
" 1

ドキュメントのフォー
マット, doc-format=
ps
postscript
ascii
tiff (DocuSP のみ)
pcl
interpress (DocuPrint
のみ )

なし -C

content-
orientation=
portrait
reverse-
portrait
landscape
reverse-
landscape

C C"
(orientation) "

ドキュメントの向
き , orientation=
portrait
inverseportrait
landscape
inverselandscape

なし -C

finishing=
staple-top-left

C C" (staple) " ドキュメントのホッチ
キスどめ , staple=
staple

なし -C

page-order-
received=
first-to-last
last-to-first

C C" (order)" ページ順 ,
order=
1ton
nto1

なし -C

sides=1 C C" (simplex)" 片面印刷 なし -C
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表 11–4: Xeroxプロトコル拡張 - DocuSPおよび DocuPrint (続き)

プリント・シ
ステムの属性

キー 用途 説明 省略
時の
値

lpr
オプ
ショ
ン

sides=2 C C" (duplex)" 両面印刷 なし -C

sides=2,
plex=tumble

C C" (tumble)" 短辺とじ なし -C
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表 11–4: Xeroxプロトコル拡張 - DocuSPおよび DocuPrint (続き)

プリント・シ
ステムの属性

キー 用途 説明 省略
時の
値

lpr
オプ
ショ
ン

default-
medium=
na-letter-
white
na-legal-white
iso-a4-white
na-letter-
white
na-legal-white
ledger-white
iso-a0-white
iso-a1-white
iso-a2-white
iso-a3-white
iso-a4-white
iso-a5-white
iso-a6-white
iso-a7-white
iso-a8-white
iso-a9-white
iso-a10-white
iso-b0-white
iso-b1-white
iso-b2-white
iso-b3-white
iso-b4-white
iso-b5-white
iso-b6-white
iso-b7-white
iso-b8-white
iso-b9-white
iso-b10-white
jis-b0-white
jis-b1-white
jis-b2-white
jis-b3-white
jis-b4-white
jis-b5-white
jis-b6-white
jis-b7-white
jis-b8-white
jis-b9-white
jis-b10-white

C C"
(mediumsize)"

用紙のサイズ ,
mediumsize=
usletter
(DocuPrint only)
uslegal
(DocuPrint only)
a4 (DocuPrint only)
The following values
are for DocuSP only:
USLetter
USLegal
usledger
a0
a1
a2
a3
a4
a5
a6
a7
a8
a9
a10
isob0
isob1
isob2
isob3
isob4
isob5
isob6
isob7
isob8
isob9
isob10
jisb0
jisb1
jisb2
jisb3
jisb4
jisb5
jisb6
jisb7
jisb8
jisb9
jisb10

なし -C
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表 11–4: Xeroxプロトコル拡張 - DocuSPおよび DocuPrint (続き)

プリント・シ
ステムの属性

キー 用途 説明 省略
時の
値

lpr
オプ
ショ
ン

x-image-
shift=x

C C" (xshift=x)" x 方向へのページ
のシフト

なし -C

y-image-
shift=y

C C" (yshift=x)" y 方向へのページ
のシフト

なし -C

表 11–5: Xeroxプロトコル拡張 - DocuSP のみ

プリント・シス
テムの属性 キー

用途 説明 省略
時の
値

lpr オ
プショ
ン

binding-edge=
top-edge bottom-
edge left-edge
right-edge

C C" (bind=edge) " バインディン
グ側 , edge=
top
bottom
left
right

なし -C

finishing=
staple-bottom-
left edge-stitch

C C" (stitch=how)" ドキュメントのホッ
チキスどめ , how=
singlelandscape
duallandscape

なし -C

output=no-page-
collate

C C" (uncollate) " 照合 なし -C

finishing=sad-
dle-stitch

C C" (booklet) " フィニッシング なし -C

number-
up=simple-2-up

C C" (signature)" 記号オプション なし -C

job-sheets=job-
copy-wrap

C C" (slipsheet)" 合紙オプション なし -C
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12
トラブルシューティング

この章では，プリント・システムで検出される可能性のある一般的な問題
のいくつかを説明するとともに，問題を修正するための対処方法につい
て説明します。

12.1 サーバ問題の解決

この節では，通常のプリント・システム処理で起こる可能性のあるサー
バ・エラーについて説明します。これらのエラーはサーバ・エラーとして
記述されますが，必ずしもスプーラやスーパバイザのオブジェクトだけが
原因のエラーではなく，プリント・システムの他のオブジェクトが原因
の場合もあります。

12.1.1 どのサーバ・プロセスが実行中であるかを調べる

スーパバイザまたはスプーラ・プロセスがクライアント要求に応答しない
場合，次のコマンドを使用して，どのサーバ・プロセスが実行中である
かを判断できます。

# ps -ef | grep pd

pdsplr，pdspvr，pdspvlpr に対するプロセス・エントリが表示されない場
合，正しいホストを見ているかどうかを確認してください。なくなってい
るサーバ・プロセスを再起動するには，次のコマンドの 1 つを使用して
ください。

# /usr/pd/lib/pdsplr
# /usr/pd/lib/pdspvr
# /usr/pd/lib/pdspvlpr

スーパバイザまたはスプーラのプロセスが実行中であっても，クライアン
トからの要求に応答しない場合は，pdls コマンドを使用してオブジェクト
の状態を調べることができます。

# pdls -c server -r all s line server_name
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サーバから応答がない場合，プロトサーバ・デーモンが実行中であるかど
うかを確認してください。

# pcinfo -u 105004

プロトサーバが実行中の場合，次のように表示されます。

# program 105004 version 1 ready and waiting

12.1.2 サーバは実行中だが何も動かない

前述の手順を使用してどのコンポーネントが実行中であるのかと，それら
のうちのどれが rpcinfo -uコマンドまたは -tコマンドに応答するのか
を調べてください。プロトサーバが応答しない場合は，次の手順を使用し
てプリント・システムを再起動してください。

1. すべての pdspvr，pdsplr，pdspvlprプロセスについて kill -9を実
行します。

2. フォーム /var/pd/pts/.pts*のすべてのファイルを消去します。

3. inetd プログラムの PID を調べて，それに "hangup" 信号を送信し
ます。

# ps ax | grep inetd
462 ?? I 0:16.91 /usr/sbin/inetd
ttyp7 S + 0:00.02 grep inetd
# kill -1 462

4. もう一度プロトサーバ・デーモンと通信してみます。

# rpcinfo -u host 105004

5. プリント・システム・スプーラ (pdsplr) を再起動し，今は通信でき
るかどうかをチェックします。

# /usr/pd/lib/pdsplr servername
# pdls -c server servername

スプーラが応答する場合は，他のサーバを同様に再起動してください。

12.1.3 スーパバイザがシャットダウンしない

pdshutdown コマンドが，スーパバイザ・サーバの停止に完全に有効では
ない場合があります。そのような場合は，スーパバイザ・サーバが終了す
るまで少なくとも 2分間待ってください。物理プリンタが printing (印刷
中)状態でないことを検証することによって，サーバがプリンタに対して
ジョブを実際には印刷していないことを確認してください。プリンタに一時
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停止されたジョブがあるかどうかを確認してください。 スーパバイザは，
pdshutdownコマンドで -w nowを指定しない限り，ジョブが一時停止され
ている場合にはシャットダウンしません。次に，スーパバイザの PIDを調
べ，"kill -9"を使用してそれを終了させてください。

# pdls -c printer servername:
printer-name printer-realization printer-state enabled
------------ ------------------- ------------- -------
LN17ps_PP physical idle yes
LGP physical idle no
Richs_PP physical idle no
Sharie_PP physical idle no
LN03R physical idle no
ln17bert physical idle no
lps17_sue physical idle no
Null_PP physical idle no
# ps ax | grep pds
29874 ?? I 0:00.64 /usr/pd/lib/pdsplr merle_spl
30481 ?? S 0:34.69 /usr/pd/lib/pdspvr merle_sup
5008 ttyp7 S + 0:00.02 grep pds
# kill -9 30481

12.1.4 スプーラがシャットダウンしない

前述の「スーパバイザがシャットダウンしない」と同じ手順を使用してス
プーラ・プロセスを停止させます。

12.2 ジョブとプリントの問題

この節では，通常のプリント・システムの処理中に起こる可能性のあるジョ
ブとプリントのエラーを説明します。これらのエラーはジョブやプリントの
エラーとして記述されていますが，これは必ずしもプリントやジョブのオブ
ジェクトだけが原因のエラーではなく，プリント・システムの他のオブジェ
クトが原因である可能性もあります。

12.2.1 PostScriptドキュメントで PostScriptプログラム・コードが
印刷される

PostScriptコードを生成するアプリケーションの中には，PostScriptのリー
ドイン・シーケンス "%!"を誤って取り除くものがあります。ドキュメントが
"%!"で始まらない場合，プリント・システムのスーパバイザはそのファイル
をテキスト・ファイルであると誤って判断し，それをプリンタに解釈させず
に，テキスト・リストに翻訳します。
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ジョブを再実行して，document-formatを PostScriptと指定します。

12.2.2 物理プリンタが接続状態でハングする

ジョブが割り当てられるときに，出力デバイスがアクセスできない場合，物理
プリンタ・オブジェクトは "connecting-to-printer (プリンタに接続中)"状態の
ままになります。これが起こるのには，次のような複数の理由があります。

• プリンタが他のジョブの印刷でビジー状態である。

• プリンタがオフラインである。

• プリンタの電源が入っていない。

• プリンタへのネットワーク・パスにアクセスできない。

• プリンタは双方向セッション・コントロール (printer-connection-
level=4)用に構成されているが，デバイスがこのレベルをサポートで
きない

プリンタ・オブジェクトを "idle (アイドル)" に戻す唯一の方法は，ジョ
ブを消去 (取消し) することです。

12.2.3 処理待ち状態のままのジョブ

次の手順を使用して，ジョブが実行された後に処理待ち状態のままにな
る理由を調べてください。

• 物理プリンタが使用可能になっており，その状態がアイドルである
ことを確認します。

• ジョブを実行したときに明示的に指定された，あるいは初期値オブジェ
クトによって暗黙に指定された，すべてのジョブとドキュメントの要件
が，キューに関連付けられている少なくとも 1つの物理プリンタ上で，
両方とも "supported"および "ready"であることを確認します。

たとえば，初期値オブジェクトで job-sheets，document-sheets，両面
印刷，Nアップ (片面に複数ページ印刷)などを指定している論理プリンタに
対してジョブを実行した場合，対応する xxx-supported属性と xxx-ready属
性が物理プリンタに設定されていることをチェックしてください。

これを行うには，次のコマンドを使用します。

# pdls -c p -r job-sheets-ready pp_name
# pdls -c p -r document-sheets-ready pp_name
# pdls -c p -r plexes-supported pp_name
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# pdls -c p -r numbers-up-supported pp_name

12.3 システム・エラーとエラー情報

この節では，プリンタやサーバのオブジェクト以外のプリント・システム
のサブシステムに関連するエラーとその解決方法について説明します。さ
らに，この節ではエラー情報がシステム内のどこにあるのかという情報
も説明します。

12.3.1 コンソール通知が働かない

コンソールに通知メッセージが表示されない場合，あるいは，メール通知
メッセージが送信されていない場合は，コンソール通知デーモン pdconntf

が実行中かどうかを，次の手順を実行することによって確認してください。

• psコマンドを使用して，デーモンが実行中であるかどうかを調べます。

# ps aux | grep pdconntf

• 実行されていない場合は，端末ウィンドウで次のように実行してくだ
さい。

# /usr/pd/lib/pdconntf

12.3.2 システム・エラー情報の検出

ほとんどすべてのエラーについて，ユーザ・コンソールに書き込まれたクラ
イアント・メッセージには，利用可能なすべてのエラー情報が含まれていま
す。場合によっては，特に，ネットワーク，メモリの利用可能度，プロセ
ス・スロットなどのシステム・リソースに関連する問題の場合は，追加のエ
ラー情報がシステム・ログに書き込まれます。プリント・システムのクライ
アントとサーバは，特定のタイプのシステム・エラーが起こると，システ
ム・ログにメッセージを書き込みます。Tru64 UNIXシステムでは，システ
ム・ログは /var/adm/syslog.dated/にあります。サーバはメッセージを
lpr.logに書き込み，クライアントはメッセージを user.logに，ときに
は lpr.logに書き込みます。プリント・システム・プログラムがメッセー
ジを daemon.logに書き込むこともあります。

コマンドの構文が正しく，オプション値がすべて正しいことを確認した後
で，意味不明なコマンド・エラーを検出した場合は，システム・ログにさ
らに情報があるかどうかを確認してください。
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A
属性

この章では，プリント・システムのエンド・ユーザ，オペレータ，または管
理者が読み出したり，設定したりできるオブジェクト属性について説明しま
す。この章は，オブジェクトごとにまとめられています。それぞれの節で
は，特定のオブジェクトをサポートする属性について説明します。

A.1 サーバ属性

次の属性は，スーパバイザおよびスプーラの両方に関連しています。

access-control-list

さまざまなドメインに所属する，特定の権限を持つプリント・システム・
ユーザの特権レベルを指定します。

availability

サーバの一般的な可用性を示します。サーバが使用不能になっている場合に
は none，サーバが使用可能になっている場合には normalに設定されます。

descriptor

サーバのテキスト表現です。

enabled

サーバがクライアントからのプリント要求を受け付けているかどうかを示
します。この属性は，pdenableコマンド，または pddisableコマンド
を使用して設定されます。

events-supported

イベント通知のときにサーバでサポートされる，イベント・タイプおよび
イベント・クラスを指定します。

job-attributes-visible-to-all

ジョブの所有者でないユーザが pdlsコマンドを使用して表示できるジョブ
属性のリストを指定します。省略時の設定では，このようにして表示できる
属性は intervening-job だけです。
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locale

エラー，通知，ロギングなどのメッセージを構成するといった国際化タスク
を実行するときに，サーバが使用するロケールの仕様が含まれています。こ
の属性は，サーバによって locale環境変数から設定されます。

locales-supported

サーバでサポートされるロケールのリストが含まれています。

message

オブジェクトに関連付けられ，オブジェクト状態に関する何らかの情報を
ユーザに示すための読み取り可能な文字列です。

modify-individual-document-supported

1 つの複合ドキュメント・ジョブ内の個々のドキュメントを，サーバで
変更できるかどうかを示します。

multiple-documents-supported

オブジェクトが複合ドキュメント・ジョブを処理できるかどうかを示します。

notification-delivery-methods-ready

イベント通知用に，このオブジェクトで使用できる配信方式を示します。

notification-delivery-methods-supported

イベント通知用に，このオブジェクトでサポートされる配信方式を示します。

object-class

オブジェクトのクラスを示します。

object-class-supported

サーバでサポートされているオブジェクト・クラスを示します。

physical-printers-ready

スプーラのキューすべてに関連付けられている物理プリンタを示すか，また
はスーパバイザのプリンタすべてを参照します。

physical-printers-supported

サーバでサポートされている物理プリンタを示します。

server-name

サーバの名前を示します。この属性は，サーバが作成されるときに設定
されます。

A–2 属性



server-state

サーバの状態を示します。サーバの状態には，ready (処理可能)，paused (一
時停止)，および terminating (後処理中) があります。

server-type

サーバのタイプを指定します。サーバのタイプには，spooler，supervisor，
notification server，および protoserverがあります。

transfer-methods-supported

サーバでサポートされているプリント・ファイルの転送方式を示します。有
効な方式は，with-request，socket，および file-referenceです。

A.1.1 スプーラ属性

hold-jobs-interrupted-by-printer-failure

再起動後にスプーラに戻されたジョブを，held (保留)または pending (処理
待ち) 状態にするかどうかを指定します。

logical-printers-ready

論理プリンタを示します。

A.1.2 スーパバイザのみ

filter-definition

プログラムをフィルタとして定義し，このプログラムを起動するために必
要な情報を含んでいます。

maximum-number-of-printers-supported

スーパバイザが動作させる実プリンタの数を指定します。この上限に達した
後は，スーパバイザ上に物理プリンタを作成しようとしても，失敗します。

number-of-printers-supported

スーパバイザが制御するように管理者が設定した，実プリンタの数を指
定します。number-of-printers-supported の値を，maximum-number-of-
printers-supported によって設定された上限を超えた値に設定しようとす
ると，失敗します。

printer-connection-methods-supported

プリンタがサーバ・ホストに接続される方法を示します。
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A.2 プリンタ属性

associated-queue

プリンタに関連付けられているキューを示します。

associated-server

オブジェクトが関連付けられているサーバの名前です。この名前は，作成時
にオブジェクトによって設定されます。

availability

オブジェクトの一般的な可用性を示します。オブジェクトが使用不能に
なっている場合には none，オブジェクトが使用可能になっている場合に
は normal に設定されます。

binding-edges-supported

binding-edges-supported 属性は，プリンタでサポートされている
binding-edge の値を示します。

character-sets-supported

character-sets-supported属性は，プリンタでサポートされている文字セッ
ト・エンコードを示します。

content-orientations-supported

content-orientations-supported 属性は，プリンタでサポートされてい
るドキュメント・コンテンツの印刷向きを指定します。この属性値に
は，プリンタに送信されるドキュメント・コンテンツの印刷向きに関
するすべての情報が含まれている必要があります。論理プリンタの
content-orientations-supportedに，ドキュメントの印刷向きに一致する値が
含まれていない場合には，スプーラは，そのプリント要求を拒否します。
物理プリンタの content-orientations-supportedに，ドキュメントの印刷向
きと一致する値が含まれていない場合には，スプーラはそのジョブを処
理待ち (pending) の状態にします。

descriptor

descriptor属性は，指定されたオブジェクトのテキスト表現を提供します。

document-formats-supported

プリンタでサポートされるドキュメント・フォーマットを指定します。
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document-sheets-supported

プリンタでサポートされる補助シートを指定します。

enabled

指定されたオブジェクトが使用可能になっており，クライアントからのプリ
ント要求を受け付けることができるかどうかを示します。オブジェクトは，
pdenableコマンドまたは pddisableコマンドで，使用可能になります。

finishings-supported

プリンタでサポートされているドキュメントごとのフィニッシング処理を
示します。

fonts-supported

プリンタでサポートされているフォント・リソースを示します。

highlight-colour-rendering-algorithms-supported

プリンタでサポートされている強調色のレンダリング・アルゴリズムを
示します。

highlight-colours-supported

プリンタでサポートされている強調色を示します。

有効な色は，red (赤)，blue (青)，green (緑)，cyan (シアン)，magenta (マゼ
ンタ)，yellow (黄色)，cardinal (深紅)，royalblue (ロイヤルブルー)， ruby
(ルビー)，violet (バイオレット)，および name (指定色)です。

highlight-mapping-colours-supported

サポートされる強調マップ・カラーを示します。

input-trays-supported

プリンタでサポートされている給紙トレイを示します。

有効な値は，top (上段給紙トレイ)，middle (中段給紙トレイ)，bottom (下
段給紙トレイ)，envelope (封筒専用トレイ)，manual (手差しトレイ)，
large-capacity (大容量給紙トレイ)，main (標準給紙トレイ)，および side
(サイド給紙トレイ) です。

job-sheets-supported

maximum-copies-supported

プリンタでサポートされている補助シート・パッケージを指定します。
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media-supported

プリンタでサポートされている用紙を示します。

サポートされている用紙のリストについては，この付録の最後にある表を
参照してください。

message

オブジェクトに関連付けられるテキスト文字列です。この文字列は，ユーザに
対して，オブジェクトの状態または位置に関する情報を示すためのものです。

notification-profile

このオブジェクトに関して通知されるイベントを指定し，通知方式を示
します。

numbers-up-supported

プリンタでサポートされている Nアップ (片面に印刷する複数ページ)の
数を示します。

有効な値は，none または 0，simple-1–upまたは 1，simple-2–upまたは 2，
simple-4–up または 4 です。

object-class

特定のオブジェクトのクラスを示します。

output-bins-supported

プリンタでサポートされている排出トレイを示します。

有効な値は，top (上段排出トレイ)，middle (中段排出トレイ)，bottom (下
段排出トレイ)，side (サイド排出トレイ)，face-up (おもて面排出トレイ)，
left (左側排出トレイ)，right (右側排出トレイ)，および large (大容量排
出トレイ) です。

outputs-supported

プリンタでサポートされている出力方式を示します。

有効な値は，no-page-collate です。

page-select-supported

プリンタでサポートされているページ番号付けのタイプを示します。この属
性は，アウトバウンド・ゲートウェイにのみ適用されます。

有効な値は，numeric (数字)，および alphabetic (英字)です。
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plexes-supported

プリンタでサポートされる両面印刷方法を示します。

有効な値は，simplex (なし)，duplex (長辺とじ)，および tumble (短辺と
じ) です。

printer-associated-host

直接接続した物理プリンタのホスト名を示します。

printer-associated-printers

この論理プリンタまたは物理プリンタに関連付けられる，物理プリンタまた
は論理プリンタを示します。この属性は，関連するキュー属性が変更される
ときに更新されます。この属性は，プリンタが使用可能になると，エンド・
ツー・エンドの一貫性についてチェックされます。

printer-name

プリンタを識別する一意の名前です。この属性は，プリンタが作成されると
きに設定されます。

printer-problem-message

問題を記述するテキスト文字列を作成できるプリンタについて，スーパバイ
ザはこの属性にテキスト文字列を設定します。

printer-realization

プリンタが論理プリンタであるか，または物理プリンタであるかを示します。

有効な値は，logical (論理プリンタ)，および physical (物理プリンタ)です。

printer-state

プリンタの現在の状態を示します。

有効な値は，unknown (不明)，idle (アイドル)，printing (印刷中)，
needs-attention (操作待ち)，paused (一時停止)，shutdown (シャットダウ
ン)，timed-out (タイムアウト)，および connecting-to-printer (プリンタ
に接続中) です。

printers-ready

現在，この物理プリンタ/論理プリンタで使用可能になっている，論理プ
リンタ/物理プリンタを示します。

sides-supported

このプリンタでサポートされている印刷面の数を示します。
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有効な値は，1 (片面)，2 (両面)です。

thickening-supported

プリンタでサポートされている陰影指定アルゴリズムを示します。

有効な値は，entire-document (ドキュメント全体)，および bitmap-images
(ビットマップ・イメージ) です。

x-image-shift-range-supported

プリンタでサポートされている x方向へのイメージのシフト範囲を示します。

y-image-shift-range-supported

プリンタでサポートされている y方向へのイメージのシフト範囲を示します。

A.2.1 論理プリンタ属性

hold-jobs-interrupted-by-printer-failure

再起動後にスプーラに戻されたジョブを，held (保留)状態にするか，または
pending (処理待ち)状態にするかを指定します。

有効な値は，保留状態にするには true または yes，処理待ち状態にする
には false または no です。

printer-initial-value-document

この論理プリンタで使用する，サーバでの初期値ドキュメントを示します。
ドキュメントで初期値ドキュメントを指定していない場合には，プリンタの
初期値ドキュメントが使用されます。

printer-initial-value-job

この論理プリンタで使用する，サーバでの初期値ジョブを示します。

A.2.2 物理プリンタのみ

LPD-printer-name

アウトバウンド・ゲートウェイでサポートされる LPDプリンタの名前を
示すテキスト文字列です。

character-sets-ready

プリンタで使用できる文字セット・エンコードを示します。
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document-formats-ready

プリンタおよび関連する翻訳プログラムで処理できるドキュメント・フォー
マットを示します。

document-sheets-ready

このプリンタで使用できる補助ドキュメント・シートを指定します。

有効な値は，none，および doc-set-start-copies-separateです。

excluded-filters

特定のプリンタについて，特定の翻訳フィルタまたは変更フィルタの使用
を禁止します。

有効な値はフィルタのリストです。

finishings-ready

プリンタでサポートされているドキュメントのフィニッシング処理を示
します。

有効な値は，staple (ホチキスどめ)，staple-top-left (ホチキスどめ (左上
隅))，staple-bottom-left (ホチキスどめ (左下隅))，staple-top-right (ホチキス
どめ (右上隅))，staple-bottom-right (ホチキスどめ (右下隅))，saddle-stitch
(中綴じ)，および edge-stitch (端綴じ)です。

fonts-ready

プリンタで使用できるフォント・リソースを示します。

highlight-colours-ready

プリンタで使用できる強調色を示します。

有効な値は，red (赤)，blue (青)，green (緑)，cyan (シアン)，magenta (マゼ
ンタ)，yellow (黄色)，cardinal (深紅)，royalblue (ロイヤルブルー)，ruby
(ルビー)，violet (バイオレット)，および name (指定色)です。

input-trays-medium

プリンタのそれぞれの給紙トレイの用紙を示します。

input-trays-ready

このプリンタで使用できる給紙トレイを示します。

有効な値は，top (上段給紙トレイ)，middle (中段給紙トレイ)，bottom (下
段給紙トレイ)，envelope (封筒専用トレイ)，manual (手差しトレイ)，
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large-capacity (大容量給紙トレイ)，main (標準給紙トレイ)，および side
(サイド給紙トレイ) です。

job-sheets-ready

このプリンタで使用できる補助シートを示します。

有効な値は，none，job-copy-start，および job-copy-wrapです。

maximum-printer-speed

プリンタの最大速度を，1 分あたりのページ数で指定します。

media-ready

現在このプリンタで使用できる用紙を示します。

native-document-formats-ready

プリンタのハードウェアでサポートされてるドキュメント・フォーマッ
トを示します。

有効な値

output-bins-ready

物理プリンタで使用できる排出トレイを示します。

有効な値は，top (上段排出トレイ)，middle (中段排出トレイ)，bottom (下
段排出トレイ)，side (サイド排出トレイ)，face-up (おもて面排出トレイ)，
left (左側排出トレイ)，right (右側排出トレイ)，および large (大容量排
出トレイ) です。

outputs-ready

このプリンタで現在使用できる出力方式を示します。

有効な値は，no-page-collate です。

printer-address

プリンタへの接続方法をスーパバイザに指示する，スーパバイザ固有の文
字列です。

printer-baud-rate

接続されているプリンタのボー・レートです。

有効な値は，300，1200，2400，4800，9600，19200，および 38400です。
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printer-connection-level

プリンタでサポートされる接続機能のレベルを示します。

有効な値は，0 –指定なし (システムの省略時の設定を使用)，1 –出力のみ
(単方向)，2 —出力のみ (状態ビットが返される)，3 —双方向 (同期セッショ
ンの制御なし)，4 —双方向 (同期セッションの制御あり) です。

printer-connection-method

プリンタのサーバ・ホストへの接続方法を示します。

有効な値は，serial，parallel，ip-socket，data products，および LPDです。

printer-data-bits

接続されたプリンタのデータ・ビットを示します。

有効な値は，5，6，7，および 8 です。

printer-input-flow-control

プリンタで使用する入力フロー制御のタイプを示します。

有効な値は，none，xoff，cts，および dtr です。

printer-locations

プリンタの位置を示すために使用できるテキスト文字列です。

printer-model

プリンタの製造元とモデルを示します。

printer-output-flow-control

プリンタで使用する出力フロー制御のタイプを示します。

有効な値は，none，xoff，cts，および dtr です。

printer-parity

接続されたプリンタで使用されるパリティを示します。

有効な値は，none (なし)，even (偶数パリティ)，odd (奇数パリティ)，mark
(マーク・パリティ)，および space (スペース・パリティ) です。

printer-stop-bits

プリンタで使用するストップ・ビットを示します。

有効な値は，0，1，および 2 です。

属性 A–11



printer-tcpip-port-number

TCP/IP ソケット接続の場合に，接続されるプリンタが使用するポート番
号を示します。

有効な値は，1024 ～ 65535 です。

printer-timeout-period

printer-state を timed-outに設定する前に，プリンタからの応答をサーバ
が待つ時間を，秒数で示します。

sides-ready

プリンタで使用できる印刷面の数を示します。

有効な値は，1 (片面)および 2 (両面)です。

A.3 キュー属性

associated-server

キューが関連付けられているサーバを示します。この属性は，キューが
作成されるときに設定されます。

availability

キューの一般的な可用性を示します。キューが使用不能になっている場合に
は none，キューが使用可能になっている場合には normalに設定されます。

有効な値は，high，normal，low，unknown，および noneです。

descriptor

キューのテキスト表現です。

enabled

キューが使用可能で，クライアントからのプリント要求を受け付けること
ができるかどうかを示します。この属性は，pdenable コマンドおよび
pddisableコマンドを使用して設定されます。

有効な値は，true/yes (使用可能)，false/no (使用不能) です。

logical-printers-ready

キュー上で使用できる論理プリンタを示します。associated-queue属性がこ
のキューを指している論理プリンタが，使用可能または使用不能になるた
びに，この属性は更新されます。
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logical-printers-supported

キューでサポートされている論理プリンタを示します。

message

キューの状態をユーザに示すためのテキスト文字列です。

notification-profile

キューに関してユーザに通知するイベントを指定し，その通知方式を指
定します。

object-class

オブジェクトのクラスを示します。

physical-printers-ready

関連付けられたプリンタのうち，処理可能 (ready) 状態のプリンタを示
します。

physical-printers-supported

キューでサポートされている物理プリンタを示します。

queue-name

キューの名前を示します。

state

キューの状態を示します。

有効な値は，ready (処理可能)，および paused (一時停止)です。

A.4 ジョブ属性

assigned-queue

ジョブが割り当てられたキューを示します。

completion-time

ジョブが印刷を完了した時刻を示します。

current-job-state

ジョブの現在の状態を示します。

有効な値は，unknown (不明)，pre-processing (前処理中)，pending (処理待
ち)，processing (処理中)，retained (保持)，held (保留)，paused (一時停止)，
terminating (後処理中)，completed (完了)，および printing (印刷中)です。

属性 A–13



document-sheets

サーバがジョブに挿入する補助シートを指定します。

有効な値は，noneおよび doc-set-start-copies-separateです。

initial-value-job

ジョブが，属性の省略時の設定に使用する初期値ジョブを識別できるよう
にします。ジョブの初期値ジョブは，プリンタの初期値ジョブよりも優先
されます。

intervening-jobs

ジョブがスケジューリングされる前に印刷されるジョブの数を示します。
ジョブが印刷中の場合には，0に設定されます。

job-comment

ジョブに関連付けられ，セパレータ・ページに印刷されるテキストです。

job-copies

job-copies-completed

印刷されたジョブの部数を示します。

job-discard-time

印刷されたか，されていないかにかかわらず，ジョブを廃棄するカレンダー
時刻を指定します。スプーラは，ジョブの状態に関係なく，ジョブをキャン
セルまたは削除して，保持期間をゼロに設定します。

job-fault-count

スプーラまたはスーパバイザのクラッシュにより，ジョブがスーパバイザ
に戻った回数を示します。

job-hold

ジョブがスケジューリング可能かどうかを示します。保留が trueである場
合，ジョブはスケジューリングされず，job-hold-setが job-state-reasonsに追
加されて，current-job-stateが heldに設定されます。

job-identifier

スプーラによって生成され，ジョブを識別するスプーラ固有の値です。

job-identifier-on-client

以前のシステムから実行されたジョブのための，クライアント・ジョブ識
別子です。
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job-identifier-on-printer

プリンタによって提供されるジョブ識別子です。

job-message-from-administrator

ジョブに対して実行されたアクションの理由をユーザに示すためのメッ
セージを提供します。

job-name

開始シート，通知，ロギングに印刷するプリント・ジョブを表す読み取り可
能な文字列です。CLIでは，ユーザがジョブ名を指定しない場合には，最初
のファイルの名前が使用されます。

job-originating-host

この属性は，LPDインバウンド・ゲートウェイによって使用され，ジョブの
発信元のホスト名が含まれています。

job-originator

job-owner

ジョブの所有者の名前を示します。

job-print-after

ジョブをスケジューリングできるカレンダー日付/時刻を指定します。

job-promote-time

ジョブが昇格された時刻を指定します。

job-retention-period

ジョブが印刷された後，スプーラがジョブを保持する時間を指定します。

job-sheets

スーパバイザがジョブで印刷する補助シートを指定します。

有効な値は，none，job-copy-start，および job-copy-wrapです。

job-state-message

ジョブの状態に関する情報を提供します。ジョブがエラーで終了するか，打
ち切られると，スーパバイザはこの属性にテキストを設定します。

job-state-reasons

ジョブが保留 (held)，後処理中 (terminating)，保持 (retained)，または完了
(completed)の状態になっている理由を示します。
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有効な値は，documents-needed，job-hold-set，job-print-after-
specified，required-resource-not-ready，successful-completion，
completed-with-warnings，completed-with-errors，cancelled-by-user，
cancelled-by-operator，aborted-by-system (cancelled-by-shutdown，
printer-unavailable，wrong-printer，bad-job)，logfile-pending，および
logfile-transferring です。

job-submission-complete

ジョブ内のすべてのドキュメントが実行されたことを示し，ジョブがクロー
ズされたことを示します。

notification-profile

ユーザに通知されるジョブ・イベントを指定し，通知の配信方式を指定
します。

number-of-documents

ジョブ内のドキュメントの数を示します。

object-class

クラスをジョブとして指定します。

output-bin

プリント・ジョブが出力されるプリンタ排出トレイを示します。

有効な値は，top (上段排出トレイ)，bottom (下段排出トレイ)，middle (中
段排出トレイ)，side (サイド排出トレイ)，face-up (おもて面排出トレイ)，
left (左側排出トレイ)，right (右側排出トレイ)，および large (大容量排
出トレイ) です。

physical-printers-requested

ジョブの印刷先となる，1つまたは複数の物理プリンタを示します。

previous-job-state

最後に状態が変更される前の，ジョブの状態を示します。

printer-name-requested

プリント要求に使用される論理プリンタを示します。

printers-assigned

ジョブが割り当てられる物理プリンタを示します。この属性は，ジョブが
スーパバイザに送られると，スプーラによって設定されます。
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started-printing-time

ジョブが印刷を開始した時刻を示します。

submission-time

ジョブに対して最後のプリント要求が実行された時刻を示します。この属性
は，pdresubmitコマンドで変更されることがあります。

total-job-octets

ジョブのサイズをバイト数で示します。

user-name

プリント・サービスへのアクセスを要求しているユーザの名前を示します。

A.5 ドキュメント属性

binding-edge

綴じるシートの端を指定します。

有効な値は，bottom-edge (下端)，right-edge (右端)，top-edge (上端)，お
よび left-edge (左端) です。

bottom-margin

指定した印刷方向で見たときの，論理ページの下端とテキスト領域の下端と
の間隔を，文字数で指定します。

content-orientation

最もよく使用するドキュメントの方向を指定します。

有効な値は，portrait (たて)，landscape (よこ)，reverse-portrait (たて (逆方
向))，および reverse-landscape (よこ (逆方向)) です。

copy-count

ドキュメントの印刷部数を指定します。

copy-count の値が maximum-copies-supported の値を超える場合に
は，ジョブは拒否されます。

default-character-set

コード文字セットの指定を必要とするドキュメントのページの省略時の値と
して，サーバが使用するコード文字セットを示します。
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default-font

他の方法ではフォントを指定しないドキュメント・ページで使用するフォン
トを示します。

default-input-tray

ドキュメントの印刷が開始される前に，スーパバイザが省略時の値として設
定する給紙トレイを指定します。

この属性が指定されていない場合には，スーパバイザはプリンタの省略時
の値を使用します。

有効な値は，top (上段給紙トレイ)，middle (中段給紙トレイ)，bottom (下
段給紙トレイ)，envelope (封筒専用トレイ)，manual (手差しトレイ)，
large-capacity (大容量給紙トレイ)，main (標準給紙トレイ)，および side
(サイド給紙トレイ) です。

default-medium

ドキュメントで使用する用紙を指定します。

スプーラはこの属性を使用してスケジューリングを実行し，ASCIIから
PostScript への翻訳プログラムは，この属性を使用して印刷する用紙のサ
イズを決定します。

document-file-name

ファイルへの完全パスを含めて，ファイルの名前を指定します。

document-format

ドキュメントのプリント・フォーマットを指定します。

document-name

ドキュメントに意味のある名前を指定します。この属性は，クライアントに
よってファイル名として設定されるか，または，プリント・ジョブが実行さ
れたときに設定することができます。

document-sequence-number

ジョブ内でのドキュメントのシーケンス番号を指定します。

document-state

ドキュメントの状態を示します。

有効な値は，transfer-pending (転送待ち)，pending (処理待ち)，processing
(処理中)，completed (完了)，および printing (印刷中)です。
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finishing

ドキュメントに適用されるフィニッシング・オブジェクト，またはフィニッ
シング・プロセスの流れを指定します。

有効な値は，staple (ホチキスどめ)，staple-top-left (ホチキスどめ (左上隅))，
staple-bottom-left (ホチキスどめ (左下隅))，staple-top-right (ホチキスどめ
(右上隅))， staple-bottom-right (ホチキスどめ (右下隅))，saddle-stitch (中綴
じ)，edge-stitch (端綴じ)，punch (パンチ)，および cover-bind (製本)です。

footer-text

各ページのフッタのテキストを指定します。

header-text

各ページのヘッダのテキストを指定します。

highlight-colour

強調印刷色を指定します。

有効な値は，red (赤)，blue (青)，cyan (シアン)，magenta (マゼンタ)，
yellow (黄色)，cardinal (深紅)，royalblue (ロイヤルブルー)，ruby (ルビー)，
violet (バイオレット)，black (黒)，および name (指定色)です。

highlight-colour-mismatch-action

強調色のミスマッチ・オプションを指定します。

有効な値は，abort，ignore，および operatorです。

highlight-colour-rendering-algorithm

強調色のレンダリング・アルゴリズムを指定します。

有効な値は，automatic，colourToHighlight，colourTables，presentation，
および pictorial です。

highlight-mapping-colour

参照色となる色を指定します。

有効な値は，red (赤)，blue (青)，cyan (シアン)，magenta (マゼンタ)，
yellow (黄色)，cardinal (深紅)，royalblue (ロイヤルブルー)，ruby (ルビー)，
violet (バイオレット)，black (黒)，および name (指定色)です。
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initial-value-document

属性の省略値の設定に使用する初期値ドキュメントを指定します。ドキュ
メントの initial-value-documentは，プリンタの initial-value-documentよ
りも優先されます。

left-margin

指定した印刷方向で見たときの，論理ページの左端とテキスト領域の左端と
の間隔を，文字数で指定します。

length

テキスト領域の長さを文字数で指定します。

modification-filter

変換フィルタリングの前に，ドキュメント・データに適用される変更フィ
ルタの名前を指定します。

no-filtering

翻訳フィルタリングまたは変更フィルタリングを使用不能にします。

number-pages

ページ番号付けをするかどうかを示します。

number-up

片面に印刷するページ・イメージの数を指定します。

有効な値は，none または 0，simple-1–upまたは 1，simple-2–upまたは 2，
simple-4–up または 4 です。

object-class

オブジェクトのクラスを示します。

有効な値は，job です。

octet-count

ドキュメントのサイズをオクテット数で指定します。

output

ドキュメントが印刷される用紙の出力処理を示します。

有効な値は，no-page-collate です。
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page-media-select

指定されたページを，指定された用紙に印刷する必要があることを示しま
す。この属性で指定されていないページは，省略時の用紙に印刷されます。

この属性は，特定のプリント・ハードウェアでのみサポートされている
ことに注意してください。

page-order-received

ドキュメントのページがフォーマットされるページ順序を指定します。

有効な値は，unknown，first-to-last，last-to-first です。

page-select

印刷する 1ページ，または一続きのページを指定します。

plex

ページ・イメージを片面印刷，または両面印刷に対応するように設定す
るかどうかを指定します。

有効な値は，simplex (片面)，duplex (両面 (長辺とじ))，および tumble (両
面 (短辺とじ))です。

repeated-tab-stops

タブ・ストップ間の文字数を指定します。

reset-printer

ドキュメントを印刷した後，プリンタをリセットするかどうかを指定します。

有効な値は，true/yes，および false/noです。

right-margin

指定した印刷方向で見たときの，論理ページの右端とテキスト領域の右端と
の間隔を，文字数で指定します。

sides

ジョブを用紙の片面に印刷するか，または両面に印刷するかを指定します。

thickening-specification

ドキュメント全体またはドキュメント内のビットマップ・イメージの陰影
パラメータを設定します。

有効な値は，entire-document (ドキュメント全体)，および bitmap-images
(ビットマップ・イメージ) です。
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top-margin

論理ページの上端とテキスト領域との間隔を，文字数で指定します。

transfer-method

ドキュメントをサーバに転送する方法を示します。

有効な値は，with-request，socket，および file-referenceです。

translation-filter

翻訳フィルタの自動呼び出しを指定変更します。

width

テキスト領域の幅を文字数で指定します。

x-image-shift

ページ・イメージがレンダリングされる用紙に対して，ページ・イメージ
の位置をシフトするように設定します。シフトする方向は，イメージの
X 軸方向です。

y-image-shift

ページ・イメージがレンダリングされる用紙に対して，ページ・イメージ
の位置をシフトするように設定します。シフトする方向は，イメージの
Y 軸方向です。
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B
プリンタ・データ・シート

この付録には，プリント・システムのスーパバイザによって使用可能にで
きる，プリンタ機種ごとのデータ・シートが含まれています。日本語環境
では，次のプリンタについて，データ・シートを利用することができま
す。なお，英語環境で使用可能なプリンタについては，英語版 Advanced
Printing Software の『System Administration and Operation Guide』を
参照してください。

Digital PrintServer 17
Digital PrintServer 20
Digital PrintServer 32

プリンタ・データ・シート B–1



表 B–1: プリンタ・データ・シート: Digital PrintServer 20 Level 2 PS

プリンタ属性ファイル名:

Digital_PrintServer20_Level2PS.paf

プリンタ・モデル:

Digital PrintServer 20

maximum-printer-speed

13 ppm

printer-tcpip-port-number

10001

connection-method

ip-socket
parallel
serial

connection-level

2
2
4

xxx-supported-attributes

document-formats-supported = PostScript simple-text
input-trays-supported = top bottom [large capacity] [envelope]
output-bins-supported = top
sides-supported = 1, 2

xxx-ready-attributes

document-formats-ready = PostScript simple-text
native-document-formats-ready = PostScript
input-trays-ready = top bottom
output-bins-ready= top
sides-ready= 1, 2

インプリメンテーションに関する注意事項

汎用給紙トレイが上段トレイです。
コントロール・パネルを使用してネットワーク・カードを構成してください。
角かっこで囲まれた属性値がある場合，これらはプリンタ・オプションであ
り，プリンタ属性ファイルには含まれません。オプションがインストールされ
ている場合には，pdsetコマンドまたは pdcreate コマンドを使用して，値を
属性に追加してください。
例: pdset -x "input-trays-supported+=large-capacity" ppname
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表 B–2: プリンタ・データ・シート: Digital PrintServer 32 Level 2 PS

プリンタ属性ファイル名:

Digital_PrintServer32_Level2PS.paf

プリンタ・モデル:

Digital Printrserver 32

maximum-printer-speed

32 ppm

xxx-supported-attributes

document-formats-supported = PostScript simple-text
input-trays-supported = top middle large-capacity
output-bins-supported = top side
sides-supported = 1, 2

xxx-ready-attributes

document-formats-ready = PostScript simple-text
native-document-formats-ready = PostScript
input-trays-ready = top middle large-capacity
output-bins-ready= top side
sides-ready= 1, 2

インプリメンテーションに関する注意事項

角かっこで囲まれた属性値がある場合，これらはプリンタ・オプションであ
り，プリンタ属性ファイルには含まれません。オプションがインストールされ
ている場合には，pdsetコマンドまたは pdcreate コマンドを使用して，値を
属性に追加してください。
例: pdset -x "input-trays-supported+=large-capacity" ppname
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表 B–3: プリンタ・データ・シート: DIGITAL PrintServer LPS17 Level 2 PS

プリンタ属性ファイル名:

Digital_PrintServer17_Level2PS.paf

プリンタ・モデル:

Digital PrintServer 17 Level2 PS

maximum-printer-speed

17 ppm

printer-tcpip-port-number

n/a

connection-method

digital-printserver

connection-
level

5

xxx-supported-attributes

document-formats-supported = PostScript simple-text
input-trays-supported = top bottom
output-bins-supported = top
side
sides-supported = 1 [2]

xxx-ready-attributes

document-formats-ready = PostScript simple-text
native-document-formats-ready = PostScript
input-trays-ready = top bottom
output-bins-ready= top side
sides-ready= 1 [2]

インプリメンテーションに関する注意事項

共通プリンタ・アクセス・プロトコル (Common Printer Access Protocol)です。
角かっこで囲まれた属性値がある場合，これらはプリンタ・オプションであ
り，プリンタ属性ファイルには含まれません。オプションがインストールされ
ている場合には，pdsetコマンドまたは pdcreate コマンドを使用して，値を
属性に追加してください。
例: pdset -x "input-trays-supported+=large-capacity" ppname
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C
ONCバインディング・エントリ

C.1 ONC バインディング・エントリ

ローカル・ファイルおよび NISネーミング・サービスでは，ONCバインディ
ング・エントリ形式のエントリを使用して，プリント・オブジェクトを識別
します。プリント・システムは，このようなエントリを /etc/printers.conf
ファイルに格納したり，このファイルから検索したりします。

ONCバインディング・エントリ形式の構文は，/etc/printcap や /etc/remote
ファイルで使用される構文と似ていますが，ONC バインディング・エントリ
形式では異なったキー名を使用する点が異なっています。

printer-configuration の構文は，次のとおりです。

ONCEntry::=NameList{: KeyValuePair}+

NameList::=PrimaryName{‘|’ Alias}+

KeyValuePair::=Name={ValueDP | ...}

ValueDP::=Hostname, ProgramNumber, ProgramVersion,

Authentication, SubType, ServerName[, Protoserver], spooling-type

この構文の記号の意味は，次のとおりです。

{...}+ = 1 つ以上
| = または
| = シンボル |

[...] = オプション

また，パラメータの意味は，次の表のとおりです。

パラメータ 説明

ONCEntry 1つの PrimaryName，オプションの Aliases，および 1つまたは
複数のKeyValuePairからなる，プリンタ・テーブル・エントリ。

PrimaryName
of Object

オブジェクトを識別するためのプライマリ名。

Aliases オブジェクトの別名で，ゼロでも複数あってもよい (オプション)。
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KeyValuePair 属性名およびその値からなる属性。ここでは，タイプ
ValueDP の値だけが表示される。

ValueDP プリンタ・アドレス・バインディング (paddr)，サーバ・アド
レス・バインディング (saddr)，キュー・アドレス・バイン
ディング (qaddr) に対応するサーバ・バインディング。

Hostname オブジェクトおよびそれが関連付けられているサーバ
を持つホスト・コンピュータの名前。

ProgramNum-
ber

サーバまたは ProtoServer の RPC プログラム番号。サー
バ・プログラム番号は，サーバが動的に作成する場合も，
スプーラに対して特別に作成される場合もある。

ProgramVer-
sion

Protoserver の RPC バージョン番号。

Authentication 使用される RPC 認証方式。プリント・システムでは，
sys だけがサポートされている。

SubType オブジェクトについての説明。 lp は論理プリンタ・オブジェ
クト，pp は物理プリンタ・オブジェクト，qu はキュー・
オブジェクト，sl はスプーラ・サーバ・オブジェクト，sv
はスーパバイザ・サーバ・オブジェクト。

ServerName オブジェクトに関連付けられているサーバの名前。

ProtoServer オプション。 パラメータの値が 1の場合は，ProtoServerが使
用される。パラメータの値が 0の場合は，ProtoServer は使用
されない。ローカル・ファイルおよびNISネーミング・サービ
スの場合，このフィールドの値は 1 でなければならない。

Spooling-type インバウンド・ゲートウェイ翻訳が行われるプリン
ト・パラダイムの名前。プリント・システムでは，
dpa だけがサポートされている。

プリンタの構成例
elmtree:paddr=papers,105004,1,sys,lp,wooden,1,dpa

この例のそれぞれのフィールドの意味は，次のとおりです。

• elmtreeはオブジェクトの名前で，プリンタ・アドレス・バインディン
グ情報が含まれています。

• プリンタ・アドレス・バインディング情報には，RPCバインディン
グ情報の他に，papers の RPC ホスト名，プログラム番号 105004
(Protoserver RPC番号)，およびプログラムのバージョン番号 1が含
まれます。

• elmtreeオブジェクトは，sys の認証方式を持ちます。
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• elmtreeは，woodenという名前の関連付けられたサーバ・オブジェクト
を持つ，論理プリンタ・オブジェクトです。

• Protoserverデーモン (UNIXホスト・コンピュータ ’papers’上にある)に
より，スプーラ・サーバ (wooden)に接続するために使用される適切な
RPC動的プログラム番号 (Dynamic Program Number)が決定されます。

• dpaは，LPD インバウンド・ゲートウェイ・ジョブのプリント・パ
ラダイムです。

2つの論理プリンタおよび 1つのキューを hostC上に持つスプーラと，2つ
の物理プリンタを hostD上に持つスーパバイザからなる構成の場合，完全な
構成ファイルは，次のようになります。

spooler1:saddr=hostC,105004,1,sys,sl,spooler1,1,dpa

superv1:saddr=hostD,105004,1,sys,sv,superv1,1,dpa

lp1:paddr=hostC,105004,1,sys,lp,spooler1,1,dpa

lp2:paddr=hostC,105004,1,sys,lp,spooler1,1,dpa

q1:qaddr=hostC,105004,1,sys,qu,spooler1,1,dpa

pp1:paddr=hostD,105004,1,sys,pp,superv1,1,dpa

pp2:paddr=hostD,105004,1,sys,pp,superv1,1,dpa

この構成ファイルは，ローカル・ファイル・ネーミング環境にあるすべて
のホストに存在し，NIS 環境の NISデータベースを更新するために使用す
る必要があります。ネーミング・サービスの構成については，第 3 章を
参照してください。

ただし，ローカル・ファイル環境では，プリント・システムは ONCのネー
ミング・コンポーネントを使用せず，ONC RPC に依存していることに
注意してください。
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D
日本語出力のための設定

この付録では，日本語ファイルを出力するための方法と，サポートされる日
本語プリンタで指定できるオプションについて説明します。

D.1 日本語ファイル出力のための設定

Advanced Printing Software で，日本語ファイルを出力する方法には，次
の 2 つの方法があります。

D.1.1 スーパバイザ (pdspvr) を使用する方法

プリンタがパラレル・ポートやシリアル・ポートに接続されている場合，次
の手順で設定を行ないます。

1. スーパバイザおよびスプーラを作成します。

/usr/pd/scripts/ディレクトリにある cresupspl_sup.shシェル・
スクリプトを使用してスーパバイザとスプーラを作成します。

2. 物理プリンタ，論理プリンタ，およびキューを作成します。

pdprintadmin (GUI)あるいは pdcreate (CLI) を使用して，物理プ
リンタ，論理プリンタ，およびキューを作成します。pdprintadmin

(GUI)を利用すると，以下のように，物理プリンタ，論理プリンタ，
キューを簡単に作成することができます。

a. コマンド行より pdprintadminを実行します。

b. GUIが表示されたら，物理デバイス・タブをクリックします。

c. 物理デバイス・タブが一番手前側に表示されている状態で，画面上
部のプルダウン/・メニューでデバイスの追加をクリックします。

d. ダイアログのメッセージに従って必要な情報を入力します。

3. 日本語トランスレーション・フィルタを設定します。
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次のシェル・スクリプトを使用して日本語トランスレーション・フィ
ルタを設定します。

• /usr/pd/scripts/setfilter_escp_euc.sh -- EUC ESC/P用
フィルタ

• /usr/pd/scripts/setfilter_escp_sjis.sh -- SJIS ESC/P用
フィルタ

• /usr/pd/scripts/setfilter_ps_euc.sh -- EUC PostScript用
フィルタ

• /usr/pd/scripts/setfilter_ps_euc.sh -- SJIS PostScript用
フィルタ

次のシェル・スクリプトを利用することにより，設定されているフィ
ルタを調べることができます。

/usr/pd/scripts/check_filter.sh

D.1.2 Lpd Outbound Gatewayスーパバイザ (pdspvlpr)を使用する場
合 (lpd 印刷)

プリンタが TCP/IPネットワーク経由で接続されていて lpdポートをサポー
トしている場合，次の手順で設定を行います。

ネットワーク・インタフェースを備えているほとんどの日本語プリンタは lpd
ポートをサポートしていますが，日本語プリンタでRaw TCPポートをサポー
トしているものはあまりありません。プリンタがサポートしているポートの
詳細については，それぞれのプリンタのマニュアルを参照してください。

1. Lpd Outbound Gatewayスーパバイザ，およびスプーラを作成します。

シェルスクリプト /usr/pd/scripts/cresupspl_obg.shを使用して
Lpd Outbound Gatewayスーパバイザ，およびスプーラを作成します。

2. 物理プリンタ，論理プリンタ，およびキューを作成します。

pdprintadmin (GUI)あるいは pdcreate (CLI)を使用して，物理プリ
ンタ，論理プリンタ，およびキューを作成します。物理プリンタの作成
時には，プリンタ内部の lpdプリンタ名が必要となります。

例） lp (OKI MICROLINE 903PS3 の場合)

lpdプリンタ名についてはそれぞれプリンタのマニュアルを参照して
ください。
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pdprintadmin (GUI)を利用すると，以下のように，物理プリンタ，論
理プリンタ，およびキューを簡単に作成することができます。

a. コマンド行より pdprintadminを実行します。

b. GUIが表示されたら，物理デバイス・タブをクリックします。

c. 物理デバイス・タブが一番手前側に表示されている状態で，画面上
部のプルダウン・メニューでデバイスの追加をクリックします。

d. ダイアログのメッセージに従って必要な情報を入力します。

Lpd Outbound Gateway スーパバイザ (pdspvlpr) を使用して印刷を行う
ためには，pdpsprというフィルタ・コマンドを pdpr と組み合わせて使
用します。

% pdpspr kanji.txt | pdpr

pdpspr，pdprコマンドの詳しい使用方法については，それぞれのコマンド
のリファレンス・ページを参照してください。

pdprint (GUI)では，Lpd Outbound Gateway スーパバイザ (pdspvlpr)を
利用した日本語プリンタへの印刷ができない場合があります。その場合は
pdpspr と pdpr を使用してください。

pdpspr フィルタとは別に，日本語ファイルを印刷するための機能として
jpdprというコマンドも用意されています。jpdpr コマンドでは，実際に
は pdpspr フィルタと pdpr コマンドを呼び出して，印刷を実現する方
法をとっています。

jpdpr コマンドの詳しい使用方法については，リファレンス・ページを
参照してください。

D.2 プリンタの制御

日本語 Advanced Printing Softwareでは，出力部数，印刷方向などの印刷オ
プションを指定することができます。どのようなオプションを指定できるか
については，プリンタの仕様やプリンタの接続方法によって異なります。
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パラレル・ポート/シリアル・ポート/rawTCP 接続でスーパバイザを使
用する場合

プリンタがパラレル・ポートやシリアル・ポートに接続されていて，スーパ
バイザ (pdspvr)を使用している場合の，各サポート・プリンタにおける CLI
および GUIでの指定可能オプションを表 D–1および表 D–2に示します。

表 D–1: プリンタの制御 (CLI 使用時)

プリンタ機種名 出力部数 用紙サイズ 印刷方向 片面両面

日本語 DIGITAL PrintServer17 ○ ○ ○ ○

EPSON LP-9200 PS3 ○ ○ ○ ○

EPSON LP-8400 PS3 ○ ○ ○ ○

OKI MICROLINE 701N3 ○ ○ ○ NAc

OKI MICROLINE 703N3 ○ ○ ○ NAc

OKI MICROLINE 900PS3LT ○ ○ ○ NAc

OKI MICROLINE 903PS3 ○ ○ ○ NAc

RICOH IPSiO NX710 ○ ○ ○ NAc

RICOH IPSiO NX800 a ○ ○ ○ ○

RICOH IPSiO NX1100 a ○ ○ ○ ○

FUJI XEROX DocuPrint201PS b ○ × ○ NAc

EPSON LP-9200 SX ○ NA c × ×

OKI MICROLINE 8370 SE ○ NAc NAc NAc

OKI MICROLINE 8580 SE ○ NAc NAc NAc

aRICOH IPSiO NX800, RICOH IPSiO NX1100においては出力トレイ制御も可能です。
brawTCP 接続機
cハードウェアが未対応のものです。

表 D–2: プリンタの制御 (GUI 使用時)

プリンタ機種名 出力部数 印刷方向 片面両面

日本語 DIGITAL PrintServer17 ○ ○ ○

EPSON LP-9200 PS3 ○ ○ ×

EPSON LP-8400 PS3 ○ ○ ×
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表 D–2: プリンタの制御 (GUI 使用時) (続き)

プリンタ機種名 出力部数 印刷方向 片面両面

OKI MICROLINE 701N3 ○ ○ NA a

OKI MICROLINE 703N3 ○ ○ NAa

OKI MICROLINE 900PS3LT ○ ○ NAa

OKI MICROLINE 903PS3 ○ ○ NAa

RICOH IPSiO NX710 ○ ○ NAa

RICOH IPSiO NX800 ○ ○ ×

RICOH IPSiO NX1100 ○ ○ ○

FUJI XEROX DocuPrint201PS b ○ ○ NAa

EPSON LP-9200 SX ○ × ×

OKI MICROLINE 8370 SE ○ NAa NAa

OKI MICROLINE 8580 SE ○ NAa NAa

aハードウェアが未対応のものです。
brawTCP 接続機

TCP/IP ネットワーク接続で Lpd Outbound Gateway スーパバイザを使
用する場合

プリンタが TCP/IP ネットワーク経由で接続されていて Lpd Outbound
Gatewayスーパバイザ (pdspvlpr)を使用している場合，次の印刷オプショ
ンを指定することができます。Lpd Outbound Gatewayを利用して印刷す
る場合，Advanced Printing Softwareの構造上，日本語 GUIでの印刷はで
きません。

表 D–3: プリンタの制御 (CLI 使用時)

プリンタ機種名 出力部数 用紙サイズ 印刷方向 片面両面

日本語 DIGITAL PrintServer17 ○ ○ ○ ○

EPSON LP-9200 PS3 ○ ○ ○ ○

EPSON LP-8400 PS3 ○ ○ ○ ○

OKI MICROLINE 701N3 ○ ○ ○ NA a

OKI MICROLINE 703N3 ○ ○ ○ NA a
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表 D–3: プリンタの制御 (CLI 使用時) (続き)

プリンタ機種名 出力部数 用紙サイズ 印刷方向 片面両面

OKI MICROLINE 900PS3LT ○ ○ ○ NA a

OKI MICROLINE 903PS3 ○ ○ ○ NA a

RICOH IPSiO NX710 ○ ○ ○ NA a

RICOH IPSiO NX800 ○ ○ ○ ○

RICOH IPSiO NX1100 ○ ○ ○ ○

EPSON LP-9200 SX × × × ×

OKI MICROLINE 8370 SE × NA a NA a NA a

OKI MICROLINE 8580 SE × NA a NA a NA a

aハードウェアが未対応のものです。
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用語集

この用語集には，マニュアルで使用する用語，頭字語，および略語の定
義を示します。

定義

DPA プロトコル (DPA protocol)

クライアント / サーバ間の情報交換で使用される，ISO DPA 標準の通信
方式です。

ISO DPA

ISO (国際標準化機構)の Document Printing Application Standard 10175
で定義されているドキュメント印刷標準です。

LPD クライアント (LPD Client)

LPDプロトコルによって通信を行うクライアントです。

LPD プロトコル (LPD protocol)

バークレー・バージョンの UNIX オペレーティング・システムが使用す
る，プリント・システム用のライン・プリンタ・デーモン・プロトコルで
す。RFC 1179 に記述されています。

POSIX

移植性の高いオペレーティング・システム・インタフェースの標準化を目的
とした IEEE標準群です。本書では，POSIXは印刷についてのオペレーティ
ング・システム・インタフェース標準を指します。

アクセス制御リスト (ACL: Access Control List)

一定のエンティティ (ユーザ，オペレータ，管理者およびサーバなど) が，
操作や機能を実行することを許可されているかどうかを表すエンティティ
のリストです。

オブジェクト (Object)

名前付きの物理エンティティまたは論理エンティティについての，情報提供
と記述のために使用される属性の集合です。プリント・システム分散システ
ムでは，オブジェクトは ISO DPA標準に準拠します。
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オペレータ (Operator)

POSIXおよび X/OPENで定義されるユーザのクラスの 1つで，セキュリ
ティによって制御されます。オペレータは，ジョブおよびプリンタの一時停
止や再開，およびプリンタの使用可能/使用不能設定の切り換えのような日常
的な操作を行うことができます。

管理者 (Administrator)

セキュリティによって制御されるユーザのクラスの 1つです。管理者はポリ
シーを設定し，プリンタやサーバのような永続的なプリント・システム・
オブジェクトの作成，変更，および削除を行うことができます。オペレー
タおよびエンド・ユーザも参照してください。

キュー (Queue)

論理プリンタと物理プリンタを区分化するスプーラ・オブジェクトです。通
常，1つのプリンタは単一のキューにのみ存在するので，キューは複数のプ
リンタを別個のセットに区分化するものと言えます。省略時のプリント・シ
ステム・スプーラ構成は，単一キュー構成です。1つのキューの中では，1つ
の論理プリンタを，そのキューの 1つ以上の物理プリンタに関連付けること
ができます。省略時には，すべての物理プリンタに関連付けられます。

加えて，キューはそのキューの論理プリンタに対して実行されたジョブに順
序を付けます。このように付けられた順序を選択順序といいます。この順序
付けのためのアルゴリズムは構成可能です (FIFO，最短ジョブを優先)。

許可 (Authorization)

(認証された，または認証されていない)エンティティが特定の操作を行える
かどうかを，アクセス・ポリシーから判定するプロセスです。

サーバ (Server)

同一のコンピュータ上で，またはネットワーク経由で，1つ以上のクライ
アントに代わって，印刷機能を管理するソフトウェア・コンポーネントで
す。プリント・システムにおいて，この用語は，通常，スプーラまたはスー
パバイザのいずれか一方のプリント・サーバを指し，両方を指すことはあ
りません。正確には，スプーラは，それに直接アクセスする多様な API，
CLI，および GUIクライアントに対するプリント・サーバです。ただし，
スーパバイザがスプーラに対するプリント・サーバである場合は，スプーラ
がスーパバイザのクライアントにもなります。
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出力デバイス (Output device)

プリンタです。イメージやドキュメントをレンダリングする機能を持つ物理
デバイスまたはハードウェアであり，マーキング・エンジンです。同義語
に，「物理デバイス」があります。

スプーラ (Spooler)

クラス・サーバの ISO DPAおよび POSIXオブジェクト。サーバ・オブジェ
クトを特殊化したものです。プリント・クライアントからプリント・システ
ム操作を受け取って，適切なプリンタ・スーパバイザでプリント・ジョブを
スケジューリングする名前付きサーバです。一般的なスプーラはマルチス
レッドで，複数の印刷操作を同時に処理する機能を持ちます。

スーパバイザ (Supervisor)

クラス・サーバの ISO DPAおよび POSIXオブジェクト。サーバ・オブジェ
クトを特殊化したものです。プリント・ジョブの印刷用に特定のプリンタを
制御する静的プロセス，またはソフトウェアです。スーパバイザは，ジョブ
要求の解釈について全面的な責任を負います。これには，ファイル内容の解
釈，およびプリント要求パラメータによって提供される指示とファイルの内
容との調整が含まれます。スーパバイザは，フォント，フォーム，その他の
電子的リソースのプリンタへのロード，およびファイルのプリンタへの転送
をはじめとして，ジョブの印刷を完全に制御します。

セキュリティ・サービス (Security service)

サーバによってネットワーク環境全体に提供されるサービスで，他のネット
ワーク・サービスに対するクライアント・アクセスの制御に使用します。ア
クセスは認証と許可の 2段階のプロセスによって行われます。認証とはクラ
イアントの識別情報を保証することであり，許可とはクライアントがサービ
スにアクセスするための許可を持っていることを確認することです。

属性 (Attribute)

オブジェクトのプロパティまたは特性です。特定のオブジェクトに関連する
情報項目で，タイプ指示子と 1つ以上の値からなります。

通知 (Notification)

サーバにサービスを要求したクライアントに対し，サーバから返される結
果およびエラー・レポートです。一般に，通知を実現するために必要なメ
カニズムは，システム・インフラストラクチャによって提供されます。ほ
とんどのシステム環境では，通知のための簡便な手段として電子メールを
使用することができます。
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認証 (Authentication)

要求を行ったユーザを，ユーザのセキュリティ証明 (credential)のチェック
と認定により識別して，確認するプロセスです。

ネーム・サービス (Name service)

サーバによって，1つのネットワーク環境中に提供される機能のセットで
す。これにより，クライアント・アプリケーションはユーザ定義またはシス
テム定義のオブジェクトにアクセスできます。

物理デバイス (Physical device)

出力デバイスと同義です。

物理プリンタ (Physical printer)

クラス・プリンタの ISO DPAおよび POSIXソフトウェア・オブジェクト。
レーザー・プリンタ・ハードウェアやレンダリング・システムのような，出
力デバイスを表す名前付きプリンタ・オブジェクトです。物理プリンタと出
力デバイスの両方を同時に意味することもあります。

ユーザ (User)

POSIXおよび X/OPENで定義されるユーザのクラスの 1つで，セキュリ
ティによって制御されます。プリント・ジョブを実行し，ステータスを取
得する (特権のない) ユーザです。

ローカライズ (Localization)

ソフトウェアを特定の言語または地域に適合させるプロセスです。ローカライ
ズでは，国際化される製品を現地の必要条件に合わせるために，必要な翻訳
を行い，フォーマットを定義し，テーブルやその他のデータを提供します。

ロケール (Locale)

ネイティブ言語環境の明示的なモデルと定義です。プログラムのロケール
は，そのコードセット，日付/時刻フォーマット，通貨フォーマット，小数点
フォーマット，および照合順序を定義します。

論理プリンタ (Logical printer)

1つ以上の物理プリンタ・オブジェクトをグループ化するために使用する，
クラス・プリンタの名前付きオブジェクトです。論理プリンタは，負荷分散
のために，または物理プリンタ・オブジェクトによって指定される属性とは
別の省略時の属性を指定するために使用します。
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